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一般質問
研修報告 
議会ウェブサイトを見よう！
議員コラム・編集後記
スピーカーズコーナー

一般質問
研修報告 
議会ウェブサイトを見よう！
議員コラム・編集後記
スピーカーズコーナー

６月定例会号

　村民に開かれた議会を目指し、6月上旬より本村・若
郷・式根島の3地区およびオンラインでの開催を順次行
いました。第１弾は「持続可能な地域」をテーマに、第2弾
は「議会改革や議員定数・新しい議員のなり手」をテーマ
に意見交換を行いました。
　参加者の方々と交換した意見と資料は、議会だより号
外として整理し、新島村議会ウェブサイトにて公開して
います（本誌10ページ参照）。ぜひご覧いただけたら幸
いです。今後も議会改革を模索しながら、皆さまとの対話
を進めていきます。　 （写真：小久保利佳、文：木村諭史）

対話で進める
「議員と一緒に考える会」

表紙は語る



�

山
本 

均
議
員

億
円
前
後
を
動
い
て
い
た
が
、

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

ま
で
３
カ
年
連
続
で
年
間
１
億

円
ほ
ど
減
少
し
、
令
和
元
年
度

末
は
３
億
１
千
万
円
と
な
っ

た
。

　

基
金
の
積
み
立
て
基
準
と
し

て
10
億
円
程
度
は
必
要
と
考

え
る
。
令
和
３
年
度
末
の
新
島

村
の
基
金
の
見
込
み
は
、
都
下

島
し
ょ
部
９
町
村
中
７
番
目

で
、
三
多
摩
を
含
む
町
村
部
で

は
13
団
体
中
、
11
番
目
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
般
会
計
予
算
は
毎
年
38
億

〜
40
億
円
の
規
模
と
な
っ
て
お

り
、
お
金
が
眠
っ
て
い
る
と
も

渋
い
と
も
言
え
な
い
。
し
か
し

積
極
的
に
投
資
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
あ
る
の
も
事
実
だ
と
考
え

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
伺

い
、
将
来
に
向
け
て
予
算
の
有

効
活
用
を
行
な
っ
て
い
く
。

注
：
紙
面
に
限
り
が
あ
る
関
係

で
、
概
略
、
要
点
を
記
す
に
留

め
ま
し
た
。

問　

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
は
、
い
か

な
る
理
由
を
も
っ
て
し
て
も
許

さ
れ
な
い
。
国
連
憲
章
を
踏
み

に
じ
り
、
世
界
の
平
和
秩
序
を

根
底
か
ら
脅
か
す
暴
挙
だ
。
立

川
佳
夫
青
ヶ
島
村
長
は
「…

国

民
の
安
全
を
第
一
に
武
力
衝
突

を
避
け
、
外
交
に
よ
る
問
題
解

決
に
向
か
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
述
べ
、
戦
争
を
さ
せ
な

み
、
本
人
が
別
の
口
座
に
移
し

た
こ
と
で
刑
事
事
件
と
な
っ
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
村
長
は
ど
の

よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
か
お
訊

き
す
る
。

答　

他
人
事
で
は
な
く
、
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
時
は
、

即
、
出
納
室
に
出
向
き
、
阿
武

問　

４
月
上
旬
、
山
口
県
阿
武

町
役
場
が
誤
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ

の
給
付
金
４
６
３
０
万
円
を
一

人
の
住
民
の
銀
行
口
座
に
振
込

町
の
ケ
ー
ス
は
ど
の
よ
う
に
起

こ
っ
た
の
か
、
当
村
の
送
金
方

法
に
は
問
題
が
な
い
か
、
確
認

し
た
。

問　

阿
武
町
は
そ
の
後
の
住
民

説
明
会
で
、
「
引
き
継
ぎ
が
で
き

な
か
っ
た
の
が
最
大
の
原
因
」

と
し
て
い
る
。
今
回
の
事
態
を

新
島
村
に
当
て
は
め
た
場
合
、

ど
う
な
の
か
？

答　

現
在
、
ど
の
自
治
体
で
も

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
て
い
る
。
支
出
事
務
で
は
そ

れ
ぞ
れ
法
令
等
の
規
定
が
あ

り
、
出
納
室
で
は
、
「
法
令
は

自
ら
の
眼
で
確
認
し
て
自
分
の

考
え
に
反
映
さ
せ
る
」
を
基
本

に
、
支
出
事
務
に
関
す
る
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
、
職
員
一

人
一
人
が
法
令
等
を
理
解
し
、

そ
の
業
務
に
当
た
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。

問　

村
は
キ
チ
ン
と
し
た
チ
ェ

ッ
ク
体
制
を
整
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
誤
送

金
、
誤
り
の
例
は
な
か
っ
た
、

と
言
っ
て
い
い
の
か
？

答　

臨
時
給
付
金
の
よ
う
に
数

十
件
、
数
百
件
に
お
よ
ぶ
多
数

の
送
金
に
関
し
て
は
、
申
請
の

段
階
で
口
座
情
報
を
提
出
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
当
村
で
は
臨

時
給
付
金
を
３
月
か
ら
支
給

し
、
こ
れ
ま
で
に
６
回
、
３
３

６
件
の
送
金
を
完
了
し
た
。
名

義
等
の
口
座
情
報
と
金
額
を
入

力
し
た
送
金
依
頼
書
を
２
名
以

上
の
職
員
で
確
認
し
た
上
で
、

数
日
前
に
指
定
金
融
機
関
に
送

金
依
頼
し
、
指
定
金
融
機
関
で

も
確
認
作
業
を
行
な
い
、
確
実

な
送
金
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

問　

人
間
の
や
る
こ
と
だ
か
ら

万
一
、
起
こ
ら
な
い
と
も
限
ら

な
い
。
誤
送
金
が
起
き
た
場
合

の
フ
ォ
ロ
ー
態
勢
は
？

答　

誤
送
金
を
し
て
し
ま
っ
た

場
合
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
特
に
用

意
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
組
戻

し
の
処
理
は
、
そ
の
手
順
な
ど

を
記
し
た
上
で
指
定
金
融
機
関

と
連
携
を
と
れ
る
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

問　

金
融
機
関
と
の
連
携
、
連

絡
を
密
に
す
る
の
は
大
事
だ

が
、
同
時
に
法
律
的
な
処
理
も

合
わ
せ
て
や
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
ど
う
か
？

答　

も
し
誤
送
金
が
起
き
た
場

合
、
私
共
は
法
律
に
不
慣
れ
な

の
で
、
顧
問
弁
護
士
に
処
理
方

法
を
伺
い
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問　

会
計
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
操

作
す
る
の
は
人
間
だ
か
ら
エ
ラ

ー
は
ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ
な

い
と
思
う
。
万
一
、
起
き
た
場

合
の
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
も

大
事
だ
が
、
今
後
そ
う
い
っ
た

こ
と
が
起
き
な
い
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
、
キ
ッ
チ
リ

や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う

が
、
ど
う
か
？

答　

誤
送
金
問
題
に
止
め
る
こ

と
は
な
く
、
誤
り
が
ど
う
し
て

起
き
た
の
か
、
担
当
課
で
原
因

を
探
り
、
同
じ
誤
り
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
職
員
一
人
一
人
が
す

べ
て
の
業
務
に
緊
張
感
を
持
っ

て
当
た
る
よ
う
、
今
後
も
指
導

し
て
い
く
。

問　

飛
行
機
事
故
の
場
合
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
の
対
応
は
異
な

る
。
日
本
の
場
合
、
原
因
究
明

は
加
害
者
に
い
ろ
い
ろ
質
問
し

て
場
合
に
よ
っ
て
は
刑
事
責
任

を
問
う
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は

刑
事
責
任
を
一
切
問
わ
な
い
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
加
害
者
に
は

自
己
保
身
が
あ
る
か
ら
本
当
の

こ
と
は
言
わ
な
い
。
だ
か
ら
本

人
を
問
い
詰
め
る
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
事
実
究
明
を

し
て
二
度
と
起
こ
さ
な
い
姿
勢

が
大
事
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

新
島
村
も
よ
っ
ぽ
ど
仕
事
の

怠
慢
が
あ
っ
た
ら
別
だ
が
、
普

段
の
業
務
で
ち
ょ
っ
と
し
た
間

違
い
を
し
た
場
合
に
、
本
人
を

問
い
詰
め
た
り
、
降
格
を
考
え

た
り
し
な
い
で
、
し
っ
か
り
原

因
究
明
を
す
る
。
こ
う
い
っ
た

態
勢
に
も
っ
て
い
け
れ
ば
、
と

思
う
が
、
ど
う
か
？

答　

議
員
の
言
う
よ
う
に
今

後
、
進
め
て
い
く
。
職
員
一
人

一
人
が
自
分
の
職
務
に
自
信
を

も
っ
て
全
う
で
き
る
よ
う
頑
張

る
こ
と
が
第
一
だ
。
も
し
あ
っ

た
場
合
、
原
因
を
そ
の
職
員
に

言
う
の
で
は
な
く
、
問
題
を
提

起
し
て
ど
う
し
た
ら
直
る
か
、
そ

う
し
た
こ
と
が
先
決
に
な
る
。

い
平
和
外
交
こ
そ
政
府
の
役
割

と
述
べ
て
い
る
。
村
長
の
平
和

へ
の
思
い
、
決
意
の
表
明
を
求

め
る
。

答　

私
の
考
え
を
示
す
。
武
力

に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
は

決
し
て
容
認
で
き
な
い
。
国
際

法
・
国
連
憲
章
に
違
反
し
、
国

際
社
会
へ
の
平
和
と
秩
序
、
安

全
を
脅
か
し
、
断
じ
て
許
せ
な

い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
ロ
シ
ア

軍
が
撤
退
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

平
和
と
安
全
が
訪
れ
る
こ
と
を

願
う
。
声
を
あ
げ
広
げ
る
こ
と

が
私
の
義
務
だ
と
思
う
。

問　

憲
法
制
定
直
後
の
「
義
務

教
育
無
償
化
」
に
つ
い
て
の
国

の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
か
。

答　

憲
法
で
「
義
務
教
育
は
こ

れ
を
無
償
と
す
る
」
と
明
示
さ

れ
、
そ
の
範
囲
は
授
業
料
の
無

償
化
を
定
め
た
も
の
と
解
す

る
。
給
食
費
を
含
む
そ
の
他
の

経
費
は
含
ま
れ
な
い
と
解
さ
れ

て
い
る
。
（
教
育
長
）

問　
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
年
）

３
月
26
日
、
第
３
次
吉
田
内
閣

当
時
の
第
10
回
国
会
参
議
院
文

部
委
員
会
で
の
質
疑
で
、「
義
務

教
育
の
無
償
を
で
き
る
だ
け
早

く
広
範
囲
に
実
現
し
た
い
」
と

い
」
と
し
て
い
る
。
旧
文
部
省

の
学
校
給
食
の
手
引
き
、
平
成

20
年
の
学
習
指
導
要
領
で
も
、

給
食
を
通
し
て
正
し
い
食
事
の

在
り
方
や
好
ま
し
い
人
間
関
係

を
体
得
す
る
教
育
活
動
と
し
、

食
育
の
推
進=

教
育
活
動
の
一

環
で
あ
る
こ
と
は
明
確
だ
。

島
の
食
材
を
使
用
し
、
地
域
を

理
解
し
食
文
化
の
継
承
、
自
然

の
恵
み
、
勤
労
の
大
切
さ
を
理

解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
自
治

体
が
率
先
し
事
実
と
し
て
無
償

化
が
広
が
っ
て
い
る
。
御
蔵
島

村
、
利
島
村
に
続
き
３
年
前
か

ら
三
宅
村
で
も
実
施
さ
れ
た
。

全
国
的
に
は
ど
う
か
。
特
に
群

馬
県
で
は
ど
う
か
。

答　

微
増
傾
向
だ
が
大
き
く
増

加
し
て
い
る
実
感
は
な
い
。
群

馬
県
で
は
14
自
治
体
（
35
市
町

村
）
が
実
施
で
全
国
１
位
。
子

育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

を
目
的
に
「
子
育
て
し
た
い
ま

ち
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
推
進
さ
れ
て
い

し
、「
内
容
と
し
て
は
、
現
在
は

授
業
料
だ
が
、
教
科
書
、
学
用

品
、
学
校
給
食
費
、
で
き
れ
ば

交
通
費
も
考
え
て
い
る
」
と
答

弁
し
て
い
る
。
学
校
給
食
の
無

償
は
「
義
務
教
育
の
無
償
化
」

に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
だ
。70
年
以
上
経
過
し
た

が
、
憲
法
の
理
念
は
置
き
去
り

に
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
「
学
校

設
置
者
（
自
治
体
）
に
お
い
て

検
討
さ
れ
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し

る
。（
教
育
長
）

問　

２
０
２
１
年
７
月
現
在
、

群
馬
県
内
35
市
町
村
中
約
８
割

の
26
自
治
体
が
学
校
給
食
費
の

補
助
を
実
施
し
、
う
ち
12
自
治

体
約
35
％
が
完
全
無
料
化
だ
。

移
住
促
進
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。
食
育
の
推
進
、

人
材
確
保
、
保
護
者
負
担
の
軽

減
、
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境

の
整
備
、
移
住
・
定
住
の
促
進

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
効
果
が
あ

る
。
村
と
し
て
、
高
齢
化
社
会

を
支
え
る
現
役
世
代
に
対
し
、

保
護
者
負
担
軽
減
、
子
育
て
を

し
っ
か
り
支
援
す
る
学
校
給
食

の
無
償
化
を
具
体
的
に
検
討
す

べ
き
だ
。

答　

人
口
減
少
対
策
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
。
村
と

し
て
や
ら
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
少
し
で
も
実
現
し
た
い
と

い
う
方
向
で
考
え
て
い
く
。

（
村
長
）

問　

平
均
寿
命
が
延
び
世
界
一

の
長
寿
国
と
な
っ
た
。
村
長

は
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
も

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が

重
要
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
高

齢
者
の
約
半
数
は
加
齢
性
難
聴

と
推
定
さ
れ
、
近
年
、
加
齢
性

難
聴
と
認
知
症
の
関
連
が
明
ら

か
に
さ
れ
、
２
０
１
５
年
、
厚

労
省
は
認
知
症
の
危
険
因
子
と

し
て
初
め
て
難
聴
を
加
え
た
。

難
聴
へ
の
対
策
は
認
知
症
の
予

防
法
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
補
聴
器
購
入

費
へ
の
補
助
は
東
京
都
の
各
自

治
体
で
広
が
っ
て
い
る
（
16
区

１
市
１
村
）。聴
力
検
査
の
実

施
、
補
聴
器
購
入
費
補
助
を
求

め
る
。

答　

補
聴
器
装
用
に
特
化
し
た

支
援
は
考
え
て
い
な
い
。
新
し

い
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
検
討

し
、
総
合
的
に
進
め
て
い
く
。

健
康
な
島
を
目
指
す
。

 

問　

新
島
村
の
主
力
産
業
は
、

観
光
業
お
よ
び
建
設
・
土
木

業
で
、
漁
業
、
農
業
は
二
次
、

三
次
的
と
な
っ
て
い
る
。
農
漁

業
の
衰
退
原
因
は
、
生
産
性
の

低
下
も
あ
ろ
う
が
、
安
定
就
業
、

安
定
所
得
を
求
め
る
時
代
の
流

れ
の
中
で
の
後
継
者
不
足
で
あ

ろ
う
。
観
光
業
と
て
、
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
等
で
の
廃
業

が
目
立
ち
、
収
容
力
低
下
が
赤

信
号
で
、
建
設
・
土
木
も
、
い

つ
ま
で
も
安
定
し
た
工
事
量
が

見
込
ま
れ
る
訳
で
は
な
い
。

　

村
の
産
業
形
態
は
、
元
々
専

業
で
の
生
計
維
持
は
難
し
く
、

半
農
半
漁
始
め
、
家
業(

本
業)

と
漁
業
、
農
業
、
家
業
と
観

光
業
、
家
業
と
建
設
・
土
木

業
等
、
季
節
ご
と
使
い
分
け
従

事
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
繁
忙
期

と
閑
散
期
な
ど
が
あ
り
、
漁
業
、

観
光
業
と
建
設
・
土
木
業
は
、

こ
れ
が
真
逆
で
あ
る
た
め
、
雇

用
の
調
整
弁
に
な
っ
た
。

　

後
継
者
対
策
に
つ
い
て
、
個

々
の
事
業
を
組
織
化
し
て
、
産

業
維
持
、
雇
用
推
進
で
き
な

い
か
。
建
設
・
土
木
業
者
等
が

漁
業
、
農
業
参
入
し
て
端
境
期

の
雇
用
維
持
で
き
な
い
か
。

　

漁
業
は
、
船
の
維
持
管
理
費

が
高
く
、
魚
価
・
水
揚
げ
の
低

迷
と
相
ま
っ
て
、
収
益
を
圧
迫

し
て
い
る
。
個
人
操
業
が
主

流
で
、
新
船
取
得
に
は
家
一
軒

以
上
の
費
用
を
要
す
が
、
複
数

名
で
の
乗
合
い
操
業
に
切
替
え

は
で
き
な
い
か
。
一
人
当
た
り

の
水
揚
げ
は
減
り
、
気
ま
ま
な

操
業
は
で
き
な
く
な
る
が
、
新

船
の
初
期
投
資
が
大
幅
に
削
減

さ
れ
る
他
、
維
持
管
理
費
、
燃

料
費
の
削
減
で
カ
バ
ー
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
若
者
を
乗
員
に

加
え
れ
ば
、
後
継
者
育
成
に
繋

が
る
し
、
緊
急
避
難
時
の
相
互

協
力
が
得
ら
れ
、
高
齢
化
し
て

も
安
心
で
あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も
貢
献
で
き
る
。

　

宿
泊
業
者
を
組
織
化
し
、
施

設
の
借
り
上
げ
、
食
事
の
一
括

提
供
等
、
一
元
管
理
し
、
収
容

能
力
維
持
、
雇
用
推
進
で
き
な

い
か
。
地
元
の
労
働
力
他
、
ア

ル
バ
イ
ト
等
、
島
外
か
ら
調
達

す
る
。
事
業
の
中
で
、
若
い
人

た
ち
に
ノ
ウ
ハ
ウ
他
、
苦
労
や

喜
び
を
伝
授
で
き
、
後
継
者
育

成
に
も
繋
が
る
。
島
外
か
ら
の

参
画
者
が
、
移
住
・
定
住
や
継

承
者
へ
の
可
能
性
も
生
ま
れ
る
。

　

旅
行
で
は
、
食
が
楽
し
み
で

あ
る
。
農
・
漁
業
産
品
共
に
欠

か
せ
な
い
が
、
特
に
漁
業
は
、

主
力
が
高
齢
に
達
し
、
組
合
員

数
も
激
減
し
て
い
る
。
タ
カ
ベ

漁
は
操
業
一
隻
の
み
。
赤
イ
カ

や
キ
ン
メ
、
黒
ム
ツ
な
ど
も
懸

念
が
あ
る
。

　

一
朝
一
夕
に
は
成
ら
な
い
事

は
百
も
承
知
だ
が
、
伝
授
得
ら

れ
る
内
に
進
め
て
み
る
価
値
は

あ
る
と
思
う
。
個
人
的
に
も
議

会
内
、
村
内
で
提
唱
し
て
行

く
が
、
村
で
早
急
に
検
討
・
協

議
し
、
提
唱
、
先
導
し
て
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

答　

漁
業
は
後
継
者
育
成
事

業
、
農
業
は
認
定
・
認
証
農
業

者
補
助
事
業
な
ど
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
建
設
業
者
の
中

に
は
、
農
業
に
参
入
し
て
雇
用

の
維
持
や
農
産
物
に
貢
献
し
て

い
る
企
業
も
あ
る
。
農
業
普
及

員
や
ふ
れ
あ
い
農
園
な
ど
、
知

識
・
技
術
を
備
え
た
人
材
が
常

に
指
導
に
当
た
っ
て
お
り
、
ま

た
、
農
業
者
同
士
の
交
流
も
あ

る
事
か
ら
、
農
業
技
術
等
の
継

承
は
心
配
な
い
。

　

ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
事
業
者
が

現
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

商
工
会
の
支
援
に
よ
り
、
飲
食

店
や
宿
泊
業
、
ま
た
は
観
光
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
へ
の
起
業
相

談
を
村
も
受
け
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
参
入
者
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
り
、
行
政

が
や
り
過
ぎ
ず
民
間
で
で
き
る

事
は
民
間
で
、
民
間
で
で
き
な

い
事
を
行
政
で
と
考
え
て
い

る
。

　

漁
業
振
興
は
、
引
き
続
き
漁

協
と
の
関
係
を
強
化
し
、
後
継

者
育
成
を
図
っ
て
い
く
。
漁
船

に
つ
い
て
は
リ
ー
ス
の
方
法
も

あ
る
。
地
域
活
性
化
起
業
人
の

知
恵
を
借
り
て
研
究
を
進
め

る
。

問　

村
、
都
の
支
援
に
よ
り
、

認
定
・
認
証
農
業
者
共
に
増

え
、
農
業
従
事
す
る
方
々
が
着

実
に
増
加
し
て
い
る
。
専
業
で

の
生
計
維
持
は
厳
し
い
も
の

の
、
家
事
消
費
始
め
、
島
内
外

販
売
な
ど
、
生
産
性
お
よ
び
新

島
産
品
の
知
名
度
は
着
実
に
高

ま
っ
て
お
り
、
資
金
の
島
外
流

出
を
止
め
て
い
る
。
中
高
年
の

方
々
の
健
康
増
進
に
繋
が
っ

て
い
る
。
荒
れ
た
山
畑
の
開
墾

や
整
備
が
、
環
境
美
化
や
海
産

物
へ
の
栄
養
補
給
に
も
繋
が

る
。
近
年
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や

椿
の
実
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

農
協
で
は
裾
野
拡
大
の
た
め
、

優
遇
を
行
っ
て
い
る
。

　

農
業
意
欲
に
水
を
差
し
た

の
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
と
急
激
に
進
ん
だ
円
安
で

あ
る
。
肥
料
や
農
薬
等
の
価
格

が
急
騰
し
て
い
る
。
農
協
と
し

て
は
価
格
を
廉
価
に
抑
え
た

い
。
農
業
熱
を
下
げ
な
い
た

め
に
も
、
肥
料
仕
入
価
格
上
昇

分
だ
け
で
も
支
援
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

答　

あ
ら
ゆ
る
業
種
の
方
々
が

同
様
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。

公
平
性
の
観
点
か
ら
支
援
は
現

状
考
え
て
い
な
い
。
村
は
、
認

証
農
家
・
認
定
農
家
の
肥
料
や

農
薬
な
ど
、
金
額
に
応
じ
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

問　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向

け
て
世
界
が
動
き
出
し
て
い

る
。
新
た
な
時
代
を
見
据
え

た
こ
れ
か
ら
の
新
島
の
観
光

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　

新
島
村
に
島
民
・
来
島
者

が
利
用
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
複

合
施
設
の
設
置
要
望
を
し
て

い
る
。
東
京
都
に
は
都
立
羽

伏
浦
公
園
の
一
部
に
ス
ケ
ボ

ー
専
用
広
場
の
整
備
の
検
討

を
提
案
し
た
が
、
公
園
計
画

の
見
直
し
の
必
要
が
あ
り
、

時
間
が
か
か
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
新
島
村
は
村
で
ス
ポ

ー
ツ
複
合
施
設
の
設
置
を
し
、

魅
力
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
村
長

の
意
見
を
伺
う
。

答　

昨
年
度
３
月
11
日
付
で
、

島
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
お
よ

び
小
久
保
議
員
の
連
名
で
村

に
要
望
書
の
提
出
が
あ
り
、

受
理
を
し
て
い
る
。
都
立
羽

伏
浦
公
園
に
ス
ケ
ー
ト
パ
ー

ク
の
設
置
を
要
望
し
た
と
こ

ろ
だ
が
、
国
・
都
・
村
と
の

事
前
合
意
が
必
要
で
あ
り
、

年
単
位
の
時
間
が
か
か
る
と

予
想
さ
れ
る
。

問　

事
故
に
つ
い
て
懸
念
が

あ
る
と
の
事
だ
が
、
条
件
付

き
で
検
討
す
る
と
の
答
弁
な

の
で
前
向
き
に
捉
え
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
は
ス
ケ

ボ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
団
体
か
ら

も
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
い

る
。
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
新
島
村
で
は
い
ろ
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
あ
る
が
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を

作
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
サ
ー

フ
ィ
ン
と
い
う
横
乗
り
の
カ

　

新
島
村
独
自
の
複
合
ス
ポ

ー
ツ
施
設
設
置
は
現
在
の
と

こ
ろ
想
定
し
て
い
な
い
。
羽

伏
浦
公
園
内
に
ス
ケ
ー
ト
パ

ー
ク
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の

対
応
と
し
て
、
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
設
備
の
検
討
等
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
事

故
・
ケ
ガ
が
発
生
し
た
際
の

所
在
責
任
「
怪
我
は
自
分
の
責

任
」
を
し
っ
か
り
浸
透
さ
せ
る

こ
と
が
カ
ギ
と
な
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
設
置

に
よ
っ
て
の
観
光
振
興
は
、

現
実
的
に
は
な
か
な
か
厳
し

い
も
の
が
あ
る
が
、
事
故
・

ケ
ガ
の
条
件
が
ク
リ
ア
に
な

る
見
込
み
が
あ
れ
ば
今
後
、

観
光
振
興
面
だ
け
で
な
く
、

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
育
て
る
な

ど
人
材
育
成
や
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
、
世
代
を
超
え
た
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
場
所
と
し

て
の
位
置
づ
け
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
。

ル
チ
ャ
ー
が
根
付
い
て
い
る

新
島
村
だ
か
ら
こ
そ
必
要
だ
と

思
う
。

　

全
国
で
も
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク

は
増
え
て
い
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ

ろ
に
人
は
来
る
。
目
的
型
観
光

に
な
っ
て
い
る
今
、
観
光
動
機

・
来
島
動
機
に
な
る
も
の
の
創

出
が
必
要
。
東
京
都
や
国
が
や

っ
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い

た
ら
、
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

う
。
未
来
へ
の
投
資
を
し
な

け
れ
ば
、
繁
栄
は
な
い
。
タ
ネ

を
撒
か
な
い
の
に
芽
が
出
る
わ

け
が
な
い
し
、
実
を
取
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

副
村
長
は
将
来
的
に
若
い
世

代
に
多
く
の
負
担
を
か
け
な
い

た
め
に
と
、
（
同
僚
議
員
へ
の

答
弁
で
）
財
政
調
整
基
金
の
必

要
性
を
話
し
て
い
た
が
、
こ
の

ま
ま
で
は
そ
の
若
者
が
い
な
く

な
る
。
現
時
点
で
子
供
の
数
が

年
々
減
っ
て
い
る
。
移
住
も
定

住
も
、
観
光
も
Ｕ
タ
ー
ン
も
新

島
村
が
魅
力
的
な
面
白
い
島
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
、

観
光
の
目
玉
、
島
民
と
の
交
流

も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル

ド
に
つ
い
て
村
独
自
の
対
策
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

夏
期
海
岸
に
お
け
る
ヒ
リ

ー
（
日
除
け
）
を
今
年
は
設
置

す
る
予
定
が
あ
る
の
か
？

　

ま
た
、
昨
年
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
和
田
浜
海
岸
の
浮
島
は
、

今
年
は
新
た
に
設
置
予
定
か
？

答　

ヒ
リ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
、
地
区
ご
と
の
現
状
を
把

握
し
、
担
当
課
に
お
い
て
協

議
し
、
最
終
的
判
断
を
し
た

が
、
村
と
し
て
予
算
計
上
も

な
く
設
置
予
定
も
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
村
の
あ
る

団
体
が
地
元
の
子
供
た
ち
の

た
め
と
し
て
、
ヒ
リ
ー
の
設

置
を
検
討
し
て
お
り
、
設
置

に
あ
た
っ
て
、
相
談
を
受
け

て
い
る
。

　

浮
島
に
つ
い
て
は
昨
年
度
、

台
風
に
よ
り
破
損
さ
れ
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
現

在
、
新
た
に
浮
島
を
購
入
す

る
た
め
契
約
を
済
ま
せ
納
品

待
ち
の
状
態
で
、
納
品
が
完

了
す
れ
ば
設
置
を
行
う
。

山
口
県
阿
武
町
の

誤
送
金
事
件
を
受
け
て

新
島
村
の
対
応
は
い
か
に
？

一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

令
和
４
年
６
月
開
催
の
定
例
会
に
て
、

４
名
の
議
員
が
村
政
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

通
告
順
に
記
載
し
ま
す
。

問

問問

問

問

答

答

答答

答



�

問　

財
政
調
整
基
金
と
は
、
地

方
公
共
団
体
が
年
度
間
の
財
源

の
変
動
に
備
え
て
積
み
立
て
る

基
金
で
、
財
源
に
余
裕
が
あ
る

年
度
に
積
み
立
て
て
お
き
、
災

害
な
ど
必
要
や
む
を
得
な
い
理

由
で
財
源
不
足
が
生
じ
た
場
合

に
活
用
す
る
。
こ
の
基
金
の
現

状
は
ど
う
か
？　

過
去
10
年
間

の
変
遷
は
ど
う
か
？　

10
億
円

の
基
金
の
積
み
立
て
の
必
要
性

は
？

答　

令
和
３
年
度
末
の
基
金
残

高
は
７
億
25
万
８
千
円
に
な

る
。
積
み
立
て
方
法
は
金
融
機

関
の
定
期
運
用
で
、
令
和
３
年

度
の
利
子
分
の
積
み
増
し
は
０

・
０
３
％
、
12
万
６
０
３
９
円

に
な
る
。

　

基
金
残
高
の
推
移
は
平
成
23

年
度
を
ピ
ー
ク
に
５
億
円
〜
６

億
円
前
後
を
動
い
て
い
た
が
、

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

ま
で
３
カ
年
連
続
で
年
間
１
億

円
ほ
ど
減
少
し
、
令
和
元
年
度

末
は
３
億
１
千
万
円
と
な
っ

た
。

　

基
金
の
積
み
立
て
基
準
と
し

て
10
億
円
程
度
は
必
要
と
考

え
る
。
令
和
３
年
度
末
の
新
島

村
の
基
金
の
見
込
み
は
、
都
下

島
し
ょ
部
９
町
村
中
７
番
目

で
、
三
多
摩
を
含
む
町
村
部
で

は
13
団
体
中
、
11
番
目
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
般
会
計
予
算
は
毎
年
38
億

〜
40
億
円
の
規
模
と
な
っ
て
お

り
、
お
金
が
眠
っ
て
い
る
と
も

渋
い
と
も
言
え
な
い
。
し
か
し

積
極
的
に
投
資
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
あ
る
の
も
事
実
だ
と
考
え

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
伺

い
、
将
来
に
向
け
て
予
算
の
有

効
活
用
を
行
な
っ
て
い
く
。

注
：
紙
面
に
限
り
が
あ
る
関
係

で
、
概
略
、
要
点
を
記
す
に
留

め
ま
し
た
。

問　

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
は
、
い
か

な
る
理
由
を
も
っ
て
し
て
も
許

さ
れ
な
い
。
国
連
憲
章
を
踏
み

に
じ
り
、
世
界
の
平
和
秩
序
を

根
底
か
ら
脅
か
す
暴
挙
だ
。
立

川
佳
夫
青
ヶ
島
村
長
は
「…

国

民
の
安
全
を
第
一
に
武
力
衝
突

を
避
け
、
外
交
に
よ
る
問
題
解

決
に
向
か
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
述
べ
、
戦
争
を
さ
せ
な

み
、
本
人
が
別
の
口
座
に
移
し

た
こ
と
で
刑
事
事
件
と
な
っ
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
村
長
は
ど
の

よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
か
お
訊

き
す
る
。

答　

他
人
事
で
は
な
く
、
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
時
は
、

即
、
出
納
室
に
出
向
き
、
阿
武

問　

４
月
上
旬
、
山
口
県
阿
武

町
役
場
が
誤
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ

の
給
付
金
４
６
３
０
万
円
を
一

人
の
住
民
の
銀
行
口
座
に
振
込

町
の
ケ
ー
ス
は
ど
の
よ
う
に
起

こ
っ
た
の
か
、
当
村
の
送
金
方

法
に
は
問
題
が
な
い
か
、
確
認

し
た
。

問　

阿
武
町
は
そ
の
後
の
住
民

説
明
会
で
、
「
引
き
継
ぎ
が
で
き

な
か
っ
た
の
が
最
大
の
原
因
」

と
し
て
い
る
。
今
回
の
事
態
を

新
島
村
に
当
て
は
め
た
場
合
、

ど
う
な
の
か
？

答　

現
在
、
ど
の
自
治
体
で
も

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
て
い
る
。
支
出
事
務
で
は
そ

れ
ぞ
れ
法
令
等
の
規
定
が
あ

り
、
出
納
室
で
は
、
「
法
令
は

自
ら
の
眼
で
確
認
し
て
自
分
の

考
え
に
反
映
さ
せ
る
」
を
基
本

に
、
支
出
事
務
に
関
す
る
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
、
職
員
一

人
一
人
が
法
令
等
を
理
解
し
、

そ
の
業
務
に
当
た
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。

問　

村
は
キ
チ
ン
と
し
た
チ
ェ

ッ
ク
体
制
を
整
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
誤
送

金
、
誤
り
の
例
は
な
か
っ
た
、

と
言
っ
て
い
い
の
か
？

答　

臨
時
給
付
金
の
よ
う
に
数

十
件
、
数
百
件
に
お
よ
ぶ
多
数

の
送
金
に
関
し
て
は
、
申
請
の

段
階
で
口
座
情
報
を
提
出
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
当
村
で
は
臨

時
給
付
金
を
３
月
か
ら
支
給

し
、
こ
れ
ま
で
に
６
回
、
３
３

６
件
の
送
金
を
完
了
し
た
。
名

義
等
の
口
座
情
報
と
金
額
を
入

力
し
た
送
金
依
頼
書
を
２
名
以

上
の
職
員
で
確
認
し
た
上
で
、

数
日
前
に
指
定
金
融
機
関
に
送

金
依
頼
し
、
指
定
金
融
機
関
で

も
確
認
作
業
を
行
な
い
、
確
実

な
送
金
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

問　

人
間
の
や
る
こ
と
だ
か
ら

万
一
、
起
こ
ら
な
い
と
も
限
ら

な
い
。
誤
送
金
が
起
き
た
場
合

の
フ
ォ
ロ
ー
態
勢
は
？

答　

誤
送
金
を
し
て
し
ま
っ
た

場
合
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
特
に
用

意
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
組
戻

し
の
処
理
は
、
そ
の
手
順
な
ど

を
記
し
た
上
で
指
定
金
融
機
関

と
連
携
を
と
れ
る
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

問　

金
融
機
関
と
の
連
携
、
連

絡
を
密
に
す
る
の
は
大
事
だ

が
、
同
時
に
法
律
的
な
処
理
も

合
わ
せ
て
や
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
ど
う
か
？

答　

も
し
誤
送
金
が
起
き
た
場

合
、
私
共
は
法
律
に
不
慣
れ
な

の
で
、
顧
問
弁
護
士
に
処
理
方

法
を
伺
い
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問　

会
計
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
操

作
す
る
の
は
人
間
だ
か
ら
エ
ラ

ー
は
ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ
な

い
と
思
う
。
万
一
、
起
き
た
場

合
の
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
も

大
事
だ
が
、
今
後
そ
う
い
っ
た

こ
と
が
起
き
な
い
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
、
キ
ッ
チ
リ

や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う

が
、
ど
う
か
？

答　

誤
送
金
問
題
に
止
め
る
こ

と
は
な
く
、
誤
り
が
ど
う
し
て

起
き
た
の
か
、
担
当
課
で
原
因

を
探
り
、
同
じ
誤
り
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
職
員
一
人
一
人
が
す

べ
て
の
業
務
に
緊
張
感
を
持
っ

て
当
た
る
よ
う
、
今
後
も
指
導

し
て
い
く
。

問　

飛
行
機
事
故
の
場
合
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
の
対
応
は
異
な

る
。
日
本
の
場
合
、
原
因
究
明

は
加
害
者
に
い
ろ
い
ろ
質
問
し

て
場
合
に
よ
っ
て
は
刑
事
責
任

を
問
う
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は

刑
事
責
任
を
一
切
問
わ
な
い
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
加
害
者
に
は

自
己
保
身
が
あ
る
か
ら
本
当
の

こ
と
は
言
わ
な
い
。
だ
か
ら
本

人
を
問
い
詰
め
る
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
事
実
究
明
を

し
て
二
度
と
起
こ
さ
な
い
姿
勢

が
大
事
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

新
島
村
も
よ
っ
ぽ
ど
仕
事
の

怠
慢
が
あ
っ
た
ら
別
だ
が
、
普

段
の
業
務
で
ち
ょ
っ
と
し
た
間

違
い
を
し
た
場
合
に
、
本
人
を

問
い
詰
め
た
り
、
降
格
を
考
え

た
り
し
な
い
で
、
し
っ
か
り
原

因
究
明
を
す
る
。
こ
う
い
っ
た

態
勢
に
も
っ
て
い
け
れ
ば
、
と

思
う
が
、
ど
う
か
？

答　

議
員
の
言
う
よ
う
に
今

後
、
進
め
て
い
く
。
職
員
一
人

一
人
が
自
分
の
職
務
に
自
信
を

も
っ
て
全
う
で
き
る
よ
う
頑
張

る
こ
と
が
第
一
だ
。
も
し
あ
っ

た
場
合
、
原
因
を
そ
の
職
員
に

言
う
の
で
は
な
く
、
問
題
を
提

起
し
て
ど
う
し
た
ら
直
る
か
、
そ

う
し
た
こ
と
が
先
決
に
な
る
。

い
平
和
外
交
こ
そ
政
府
の
役
割

と
述
べ
て
い
る
。
村
長
の
平
和

へ
の
思
い
、
決
意
の
表
明
を
求

め
る
。

答　

私
の
考
え
を
示
す
。
武
力

に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
は

決
し
て
容
認
で
き
な
い
。
国
際

法
・
国
連
憲
章
に
違
反
し
、
国

際
社
会
へ
の
平
和
と
秩
序
、
安

全
を
脅
か
し
、
断
じ
て
許
せ
な

い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
ロ
シ
ア

軍
が
撤
退
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

平
和
と
安
全
が
訪
れ
る
こ
と
を

願
う
。
声
を
あ
げ
広
げ
る
こ
と

が
私
の
義
務
だ
と
思
う
。

問　

憲
法
制
定
直
後
の
「
義
務

教
育
無
償
化
」
に
つ
い
て
の
国

の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
か
。

答　

憲
法
で
「
義
務
教
育
は
こ

れ
を
無
償
と
す
る
」
と
明
示
さ

れ
、
そ
の
範
囲
は
授
業
料
の
無

償
化
を
定
め
た
も
の
と
解
す

る
。
給
食
費
を
含
む
そ
の
他
の

経
費
は
含
ま
れ
な
い
と
解
さ
れ

て
い
る
。
（
教
育
長
）

問　
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
年
）

３
月
26
日
、
第
３
次
吉
田
内
閣

当
時
の
第
10
回
国
会
参
議
院
文

部
委
員
会
で
の
質
疑
で
、「
義
務

教
育
の
無
償
を
で
き
る
だ
け
早

く
広
範
囲
に
実
現
し
た
い
」
と

い
」
と
し
て
い
る
。
旧
文
部
省

の
学
校
給
食
の
手
引
き
、
平
成

20
年
の
学
習
指
導
要
領
で
も
、

給
食
を
通
し
て
正
し
い
食
事
の

在
り
方
や
好
ま
し
い
人
間
関
係

を
体
得
す
る
教
育
活
動
と
し
、

食
育
の
推
進=

教
育
活
動
の
一

環
で
あ
る
こ
と
は
明
確
だ
。

島
の
食
材
を
使
用
し
、
地
域
を

理
解
し
食
文
化
の
継
承
、
自
然

の
恵
み
、
勤
労
の
大
切
さ
を
理

解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
自
治

体
が
率
先
し
事
実
と
し
て
無
償

化
が
広
が
っ
て
い
る
。
御
蔵
島

村
、
利
島
村
に
続
き
３
年
前
か

ら
三
宅
村
で
も
実
施
さ
れ
た
。

全
国
的
に
は
ど
う
か
。
特
に
群

馬
県
で
は
ど
う
か
。

答　

微
増
傾
向
だ
が
大
き
く
増

加
し
て
い
る
実
感
は
な
い
。
群

馬
県
で
は
14
自
治
体
（
35
市
町

村
）
が
実
施
で
全
国
１
位
。
子

育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

を
目
的
に
「
子
育
て
し
た
い
ま

ち
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
推
進
さ
れ
て
い

し
、「
内
容
と
し
て
は
、
現
在
は

授
業
料
だ
が
、
教
科
書
、
学
用

品
、
学
校
給
食
費
、
で
き
れ
ば

交
通
費
も
考
え
て
い
る
」
と
答

弁
し
て
い
る
。
学
校
給
食
の
無

償
は
「
義
務
教
育
の
無
償
化
」

に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
だ
。70
年
以
上
経
過
し
た

が
、
憲
法
の
理
念
は
置
き
去
り

に
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
「
学
校

設
置
者
（
自
治
体
）
に
お
い
て

検
討
さ
れ
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し

る
。（
教
育
長
）

問　

２
０
２
１
年
７
月
現
在
、

群
馬
県
内
35
市
町
村
中
約
８
割

の
26
自
治
体
が
学
校
給
食
費
の

補
助
を
実
施
し
、
う
ち
12
自
治

体
約
35
％
が
完
全
無
料
化
だ
。

移
住
促
進
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。
食
育
の
推
進
、

人
材
確
保
、
保
護
者
負
担
の
軽

減
、
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境

の
整
備
、
移
住
・
定
住
の
促
進

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
効
果
が
あ

る
。
村
と
し
て
、
高
齢
化
社
会

を
支
え
る
現
役
世
代
に
対
し
、

保
護
者
負
担
軽
減
、
子
育
て
を

し
っ
か
り
支
援
す
る
学
校
給
食

の
無
償
化
を
具
体
的
に
検
討
す

べ
き
だ
。

答　

人
口
減
少
対
策
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
。
村
と

し
て
や
ら
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
少
し
で
も
実
現
し
た
い
と

い
う
方
向
で
考
え
て
い
く
。

（
村
長
）

問　

平
均
寿
命
が
延
び
世
界
一

の
長
寿
国
と
な
っ
た
。
村
長

は
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
も

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が

重
要
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
高

齢
者
の
約
半
数
は
加
齢
性
難
聴

と
推
定
さ
れ
、
近
年
、
加
齢
性

難
聴
と
認
知
症
の
関
連
が
明
ら

か
に
さ
れ
、
２
０
１
５
年
、
厚

労
省
は
認
知
症
の
危
険
因
子
と

し
て
初
め
て
難
聴
を
加
え
た
。

難
聴
へ
の
対
策
は
認
知
症
の
予

防
法
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
補
聴
器
購
入

費
へ
の
補
助
は
東
京
都
の
各
自

治
体
で
広
が
っ
て
い
る
（
16
区

１
市
１
村
）。聴
力
検
査
の
実

施
、
補
聴
器
購
入
費
補
助
を
求

め
る
。

答　

補
聴
器
装
用
に
特
化
し
た

支
援
は
考
え
て
い
な
い
。
新
し

い
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
検
討

し
、
総
合
的
に
進
め
て
い
く
。

健
康
な
島
を
目
指
す
。

 

問　

新
島
村
の
主
力
産
業
は
、

観
光
業
お
よ
び
建
設
・
土
木

業
で
、
漁
業
、
農
業
は
二
次
、

三
次
的
と
な
っ
て
い
る
。
農
漁

業
の
衰
退
原
因
は
、
生
産
性
の

低
下
も
あ
ろ
う
が
、
安
定
就
業
、

安
定
所
得
を
求
め
る
時
代
の
流

れ
の
中
で
の
後
継
者
不
足
で
あ

ろ
う
。
観
光
業
と
て
、
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
等
で
の
廃
業

が
目
立
ち
、
収
容
力
低
下
が
赤

信
号
で
、
建
設
・
土
木
も
、
い

つ
ま
で
も
安
定
し
た
工
事
量
が

見
込
ま
れ
る
訳
で
は
な
い
。

　

村
の
産
業
形
態
は
、
元
々
専

業
で
の
生
計
維
持
は
難
し
く
、

半
農
半
漁
始
め
、
家
業(

本
業)

と
漁
業
、
農
業
、
家
業
と
観

光
業
、
家
業
と
建
設
・
土
木

業
等
、
季
節
ご
と
使
い
分
け
従

事
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
繁
忙
期

と
閑
散
期
な
ど
が
あ
り
、
漁
業
、

観
光
業
と
建
設
・
土
木
業
は
、

こ
れ
が
真
逆
で
あ
る
た
め
、
雇

用
の
調
整
弁
に
な
っ
た
。

　

後
継
者
対
策
に
つ
い
て
、
個

々
の
事
業
を
組
織
化
し
て
、
産

業
維
持
、
雇
用
推
進
で
き
な

い
か
。
建
設
・
土
木
業
者
等
が

漁
業
、
農
業
参
入
し
て
端
境
期

の
雇
用
維
持
で
き
な
い
か
。

　

漁
業
は
、
船
の
維
持
管
理
費

が
高
く
、
魚
価
・
水
揚
げ
の
低

迷
と
相
ま
っ
て
、
収
益
を
圧
迫

し
て
い
る
。
個
人
操
業
が
主

流
で
、
新
船
取
得
に
は
家
一
軒

以
上
の
費
用
を
要
す
が
、
複
数

名
で
の
乗
合
い
操
業
に
切
替
え

は
で
き
な
い
か
。
一
人
当
た
り

の
水
揚
げ
は
減
り
、
気
ま
ま
な

操
業
は
で
き
な
く
な
る
が
、
新

船
の
初
期
投
資
が
大
幅
に
削
減

さ
れ
る
他
、
維
持
管
理
費
、
燃

料
費
の
削
減
で
カ
バ
ー
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
若
者
を
乗
員
に

加
え
れ
ば
、
後
継
者
育
成
に
繋

が
る
し
、
緊
急
避
難
時
の
相
互

協
力
が
得
ら
れ
、
高
齢
化
し
て

も
安
心
で
あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も
貢
献
で
き
る
。

　

宿
泊
業
者
を
組
織
化
し
、
施

設
の
借
り
上
げ
、
食
事
の
一
括

提
供
等
、
一
元
管
理
し
、
収
容

能
力
維
持
、
雇
用
推
進
で
き
な

い
か
。
地
元
の
労
働
力
他
、
ア

ル
バ
イ
ト
等
、
島
外
か
ら
調
達

す
る
。
事
業
の
中
で
、
若
い
人

た
ち
に
ノ
ウ
ハ
ウ
他
、
苦
労
や

喜
び
を
伝
授
で
き
、
後
継
者
育

成
に
も
繋
が
る
。
島
外
か
ら
の

参
画
者
が
、
移
住
・
定
住
や
継

承
者
へ
の
可
能
性
も
生
ま
れ
る
。

　

旅
行
で
は
、
食
が
楽
し
み
で

あ
る
。
農
・
漁
業
産
品
共
に
欠

か
せ
な
い
が
、
特
に
漁
業
は
、

主
力
が
高
齢
に
達
し
、
組
合
員

数
も
激
減
し
て
い
る
。
タ
カ
ベ

漁
は
操
業
一
隻
の
み
。
赤
イ
カ

や
キ
ン
メ
、
黒
ム
ツ
な
ど
も
懸

念
が
あ
る
。

　

一
朝
一
夕
に
は
成
ら
な
い
事

は
百
も
承
知
だ
が
、
伝
授
得
ら

れ
る
内
に
進
め
て
み
る
価
値
は

あ
る
と
思
う
。
個
人
的
に
も
議

会
内
、
村
内
で
提
唱
し
て
行

く
が
、
村
で
早
急
に
検
討
・
協

議
し
、
提
唱
、
先
導
し
て
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

答　

漁
業
は
後
継
者
育
成
事

業
、
農
業
は
認
定
・
認
証
農
業

者
補
助
事
業
な
ど
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
建
設
業
者
の
中

に
は
、
農
業
に
参
入
し
て
雇
用

の
維
持
や
農
産
物
に
貢
献
し
て

い
る
企
業
も
あ
る
。
農
業
普
及

員
や
ふ
れ
あ
い
農
園
な
ど
、
知

識
・
技
術
を
備
え
た
人
材
が
常

に
指
導
に
当
た
っ
て
お
り
、
ま

た
、
農
業
者
同
士
の
交
流
も
あ

る
事
か
ら
、
農
業
技
術
等
の
継

承
は
心
配
な
い
。

　

ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
事
業
者
が

現
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

商
工
会
の
支
援
に
よ
り
、
飲
食

店
や
宿
泊
業
、
ま
た
は
観
光
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
へ
の
起
業
相

談
を
村
も
受
け
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
参
入
者
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
り
、
行
政

が
や
り
過
ぎ
ず
民
間
で
で
き
る

事
は
民
間
で
、
民
間
で
で
き
な

い
事
を
行
政
で
と
考
え
て
い

る
。

　

漁
業
振
興
は
、
引
き
続
き
漁

協
と
の
関
係
を
強
化
し
、
後
継

者
育
成
を
図
っ
て
い
く
。
漁
船

に
つ
い
て
は
リ
ー
ス
の
方
法
も

あ
る
。
地
域
活
性
化
起
業
人
の

知
恵
を
借
り
て
研
究
を
進
め

る
。

問　

村
、
都
の
支
援
に
よ
り
、

認
定
・
認
証
農
業
者
共
に
増

え
、
農
業
従
事
す
る
方
々
が
着

実
に
増
加
し
て
い
る
。
専
業
で

の
生
計
維
持
は
厳
し
い
も
の

の
、
家
事
消
費
始
め
、
島
内
外

販
売
な
ど
、
生
産
性
お
よ
び
新

島
産
品
の
知
名
度
は
着
実
に
高

ま
っ
て
お
り
、
資
金
の
島
外
流

出
を
止
め
て
い
る
。
中
高
年
の

方
々
の
健
康
増
進
に
繋
が
っ

て
い
る
。
荒
れ
た
山
畑
の
開
墾

や
整
備
が
、
環
境
美
化
や
海
産

物
へ
の
栄
養
補
給
に
も
繋
が

る
。
近
年
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や

椿
の
実
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

農
協
で
は
裾
野
拡
大
の
た
め
、

優
遇
を
行
っ
て
い
る
。

　

農
業
意
欲
に
水
を
差
し
た

の
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
と
急
激
に
進
ん
だ
円
安
で

あ
る
。
肥
料
や
農
薬
等
の
価
格

が
急
騰
し
て
い
る
。
農
協
と
し

て
は
価
格
を
廉
価
に
抑
え
た

い
。
農
業
熱
を
下
げ
な
い
た

め
に
も
、
肥
料
仕
入
価
格
上
昇

分
だ
け
で
も
支
援
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

答　

あ
ら
ゆ
る
業
種
の
方
々
が

同
様
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。

公
平
性
の
観
点
か
ら
支
援
は
現

状
考
え
て
い
な
い
。
村
は
、
認

証
農
家
・
認
定
農
家
の
肥
料
や

農
薬
な
ど
、
金
額
に
応
じ
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

問　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向

け
て
世
界
が
動
き
出
し
て
い

る
。
新
た
な
時
代
を
見
据
え

た
こ
れ
か
ら
の
新
島
の
観
光

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　

新
島
村
に
島
民
・
来
島
者

が
利
用
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
複

合
施
設
の
設
置
要
望
を
し
て

い
る
。
東
京
都
に
は
都
立
羽

伏
浦
公
園
の
一
部
に
ス
ケ
ボ

ー
専
用
広
場
の
整
備
の
検
討

を
提
案
し
た
が
、
公
園
計
画

の
見
直
し
の
必
要
が
あ
り
、

時
間
が
か
か
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
新
島
村
は
村
で
ス
ポ

ー
ツ
複
合
施
設
の
設
置
を
し
、

魅
力
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
村
長

の
意
見
を
伺
う
。

答　

昨
年
度
３
月
11
日
付
で
、

島
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
お
よ

び
小
久
保
議
員
の
連
名
で
村

に
要
望
書
の
提
出
が
あ
り
、

受
理
を
し
て
い
る
。
都
立
羽

伏
浦
公
園
に
ス
ケ
ー
ト
パ
ー

ク
の
設
置
を
要
望
し
た
と
こ

ろ
だ
が
、
国
・
都
・
村
と
の

事
前
合
意
が
必
要
で
あ
り
、

年
単
位
の
時
間
が
か
か
る
と

予
想
さ
れ
る
。

問　

事
故
に
つ
い
て
懸
念
が

あ
る
と
の
事
だ
が
、
条
件
付

き
で
検
討
す
る
と
の
答
弁
な

の
で
前
向
き
に
捉
え
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
は
ス
ケ

ボ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
団
体
か
ら

も
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
い

る
。
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
新
島
村
で
は
い
ろ
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
あ
る
が
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を

作
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
サ
ー

フ
ィ
ン
と
い
う
横
乗
り
の
カ

　

新
島
村
独
自
の
複
合
ス
ポ

ー
ツ
施
設
設
置
は
現
在
の
と

こ
ろ
想
定
し
て
い
な
い
。
羽

伏
浦
公
園
内
に
ス
ケ
ー
ト
パ

ー
ク
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の

対
応
と
し
て
、
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
設
備
の
検
討
等
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
事

故
・
ケ
ガ
が
発
生
し
た
際
の

所
在
責
任
「
怪
我
は
自
分
の
責

任
」
を
し
っ
か
り
浸
透
さ
せ
る

こ
と
が
カ
ギ
と
な
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
設
置

に
よ
っ
て
の
観
光
振
興
は
、

現
実
的
に
は
な
か
な
か
厳
し

い
も
の
が
あ
る
が
、
事
故
・

ケ
ガ
の
条
件
が
ク
リ
ア
に
な

る
見
込
み
が
あ
れ
ば
今
後
、

観
光
振
興
面
だ
け
で
な
く
、

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
育
て
る
な

ど
人
材
育
成
や
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
、
世
代
を
超
え
た
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
場
所
と
し

て
の
位
置
づ
け
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
。

ル
チ
ャ
ー
が
根
付
い
て
い
る

新
島
村
だ
か
ら
こ
そ
必
要
だ
と

思
う
。

　

全
国
で
も
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク

は
増
え
て
い
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ

ろ
に
人
は
来
る
。
目
的
型
観
光

に
な
っ
て
い
る
今
、
観
光
動
機

・
来
島
動
機
に
な
る
も
の
の
創

出
が
必
要
。
東
京
都
や
国
が
や

っ
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い

た
ら
、
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

う
。
未
来
へ
の
投
資
を
し
な

け
れ
ば
、
繁
栄
は
な
い
。
タ
ネ

を
撒
か
な
い
の
に
芽
が
出
る
わ

け
が
な
い
し
、
実
を
取
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

副
村
長
は
将
来
的
に
若
い
世

代
に
多
く
の
負
担
を
か
け
な
い

た
め
に
と
、
（
同
僚
議
員
へ
の

答
弁
で
）
財
政
調
整
基
金
の
必

要
性
を
話
し
て
い
た
が
、
こ
の

ま
ま
で
は
そ
の
若
者
が
い
な
く

な
る
。
現
時
点
で
子
供
の
数
が

年
々
減
っ
て
い
る
。
移
住
も
定

住
も
、
観
光
も
Ｕ
タ
ー
ン
も
新

島
村
が
魅
力
的
な
面
白
い
島
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
、

観
光
の
目
玉
、
島
民
と
の
交
流

も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル

ド
に
つ
い
て
村
独
自
の
対
策
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

夏
期
海
岸
に
お
け
る
ヒ
リ

ー
（
日
除
け
）
を
今
年
は
設
置

す
る
予
定
が
あ
る
の
か
？

　

ま
た
、
昨
年
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
和
田
浜
海
岸
の
浮
島
は
、

今
年
は
新
た
に
設
置
予
定
か
？

答　

ヒ
リ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
、
地
区
ご
と
の
現
状
を
把

握
し
、
担
当
課
に
お
い
て
協

議
し
、
最
終
的
判
断
を
し
た

が
、
村
と
し
て
予
算
計
上
も

な
く
設
置
予
定
も
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
村
の
あ
る

団
体
が
地
元
の
子
供
た
ち
の

た
め
と
し
て
、
ヒ
リ
ー
の
設

置
を
検
討
し
て
お
り
、
設
置

に
あ
た
っ
て
、
相
談
を
受
け

て
い
る
。

　

浮
島
に
つ
い
て
は
昨
年
度
、

台
風
に
よ
り
破
損
さ
れ
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
現

在
、
新
た
に
浮
島
を
購
入
す

る
た
め
契
約
を
済
ま
せ
納
品

待
ち
の
状
態
で
、
納
品
が
完

了
す
れ
ば
設
置
を
行
う
。

財
政
調
整
基
金
の

現
状
と
あ
り
方

一
問
一
答
方
式
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綾
と
お
る
議
員

億
円
前
後
を
動
い
て
い
た
が
、

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

ま
で
３
カ
年
連
続
で
年
間
１
億

円
ほ
ど
減
少
し
、
令
和
元
年
度

末
は
３
億
１
千
万
円
と
な
っ

た
。

　

基
金
の
積
み
立
て
基
準
と
し

て
10
億
円
程
度
は
必
要
と
考

え
る
。
令
和
３
年
度
末
の
新
島

村
の
基
金
の
見
込
み
は
、
都
下

島
し
ょ
部
９
町
村
中
７
番
目

で
、
三
多
摩
を
含
む
町
村
部
で

は
13
団
体
中
、
11
番
目
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
般
会
計
予
算
は
毎
年
38
億

〜
40
億
円
の
規
模
と
な
っ
て
お

り
、
お
金
が
眠
っ
て
い
る
と
も

渋
い
と
も
言
え
な
い
。
し
か
し

積
極
的
に
投
資
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
あ
る
の
も
事
実
だ
と
考
え

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
伺

い
、
将
来
に
向
け
て
予
算
の
有

効
活
用
を
行
な
っ
て
い
く
。

注
：
紙
面
に
限
り
が
あ
る
関
係

で
、
概
略
、
要
点
を
記
す
に
留

め
ま
し
た
。

問　

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
は
、
い
か

な
る
理
由
を
も
っ
て
し
て
も
許

さ
れ
な
い
。
国
連
憲
章
を
踏
み

に
じ
り
、
世
界
の
平
和
秩
序
を

根
底
か
ら
脅
か
す
暴
挙
だ
。
立

川
佳
夫
青
ヶ
島
村
長
は
「…

国

民
の
安
全
を
第
一
に
武
力
衝
突

を
避
け
、
外
交
に
よ
る
問
題
解

決
に
向
か
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
述
べ
、
戦
争
を
さ
せ
な

み
、
本
人
が
別
の
口
座
に
移
し

た
こ
と
で
刑
事
事
件
と
な
っ
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
村
長
は
ど
の

よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
か
お
訊

き
す
る
。

答　

他
人
事
で
は
な
く
、
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
時
は
、

即
、
出
納
室
に
出
向
き
、
阿
武

問　

４
月
上
旬
、
山
口
県
阿
武

町
役
場
が
誤
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ

の
給
付
金
４
６
３
０
万
円
を
一

人
の
住
民
の
銀
行
口
座
に
振
込

町
の
ケ
ー
ス
は
ど
の
よ
う
に
起

こ
っ
た
の
か
、
当
村
の
送
金
方

法
に
は
問
題
が
な
い
か
、
確
認

し
た
。

問　

阿
武
町
は
そ
の
後
の
住
民

説
明
会
で
、
「
引
き
継
ぎ
が
で
き

な
か
っ
た
の
が
最
大
の
原
因
」

と
し
て
い
る
。
今
回
の
事
態
を

新
島
村
に
当
て
は
め
た
場
合
、

ど
う
な
の
か
？

答　

現
在
、
ど
の
自
治
体
で
も

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
て
い
る
。
支
出
事
務
で
は
そ

れ
ぞ
れ
法
令
等
の
規
定
が
あ

り
、
出
納
室
で
は
、
「
法
令
は

自
ら
の
眼
で
確
認
し
て
自
分
の

考
え
に
反
映
さ
せ
る
」
を
基
本

に
、
支
出
事
務
に
関
す
る
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
、
職
員
一

人
一
人
が
法
令
等
を
理
解
し
、

そ
の
業
務
に
当
た
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。

問　

村
は
キ
チ
ン
と
し
た
チ
ェ

ッ
ク
体
制
を
整
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
誤
送

金
、
誤
り
の
例
は
な
か
っ
た
、

と
言
っ
て
い
い
の
か
？

答　

臨
時
給
付
金
の
よ
う
に
数

十
件
、
数
百
件
に
お
よ
ぶ
多
数

の
送
金
に
関
し
て
は
、
申
請
の

段
階
で
口
座
情
報
を
提
出
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
当
村
で
は
臨

時
給
付
金
を
３
月
か
ら
支
給

し
、
こ
れ
ま
で
に
６
回
、
３
３

６
件
の
送
金
を
完
了
し
た
。
名

義
等
の
口
座
情
報
と
金
額
を
入

力
し
た
送
金
依
頼
書
を
２
名
以

上
の
職
員
で
確
認
し
た
上
で
、

数
日
前
に
指
定
金
融
機
関
に
送

金
依
頼
し
、
指
定
金
融
機
関
で

も
確
認
作
業
を
行
な
い
、
確
実

な
送
金
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

問　

人
間
の
や
る
こ
と
だ
か
ら

万
一
、
起
こ
ら
な
い
と
も
限
ら

な
い
。
誤
送
金
が
起
き
た
場
合

の
フ
ォ
ロ
ー
態
勢
は
？

答　

誤
送
金
を
し
て
し
ま
っ
た

場
合
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
特
に
用

意
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
組
戻

し
の
処
理
は
、
そ
の
手
順
な
ど

を
記
し
た
上
で
指
定
金
融
機
関

と
連
携
を
と
れ
る
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

問　

金
融
機
関
と
の
連
携
、
連

絡
を
密
に
す
る
の
は
大
事
だ

が
、
同
時
に
法
律
的
な
処
理
も

合
わ
せ
て
や
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
ど
う
か
？

答　

も
し
誤
送
金
が
起
き
た
場

合
、
私
共
は
法
律
に
不
慣
れ
な

の
で
、
顧
問
弁
護
士
に
処
理
方

法
を
伺
い
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問　

会
計
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
操

作
す
る
の
は
人
間
だ
か
ら
エ
ラ

ー
は
ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ
な

い
と
思
う
。
万
一
、
起
き
た
場

合
の
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
も

大
事
だ
が
、
今
後
そ
う
い
っ
た

こ
と
が
起
き
な
い
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
、
キ
ッ
チ
リ

や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う

が
、
ど
う
か
？

答　

誤
送
金
問
題
に
止
め
る
こ

と
は
な
く
、
誤
り
が
ど
う
し
て

起
き
た
の
か
、
担
当
課
で
原
因

を
探
り
、
同
じ
誤
り
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
職
員
一
人
一
人
が
す

べ
て
の
業
務
に
緊
張
感
を
持
っ

て
当
た
る
よ
う
、
今
後
も
指
導

し
て
い
く
。

問　

飛
行
機
事
故
の
場
合
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
の
対
応
は
異
な

る
。
日
本
の
場
合
、
原
因
究
明

は
加
害
者
に
い
ろ
い
ろ
質
問
し

て
場
合
に
よ
っ
て
は
刑
事
責
任

を
問
う
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は

刑
事
責
任
を
一
切
問
わ
な
い
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
加
害
者
に
は

自
己
保
身
が
あ
る
か
ら
本
当
の

こ
と
は
言
わ
な
い
。
だ
か
ら
本

人
を
問
い
詰
め
る
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
事
実
究
明
を

し
て
二
度
と
起
こ
さ
な
い
姿
勢

が
大
事
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

新
島
村
も
よ
っ
ぽ
ど
仕
事
の

怠
慢
が
あ
っ
た
ら
別
だ
が
、
普

段
の
業
務
で
ち
ょ
っ
と
し
た
間

違
い
を
し
た
場
合
に
、
本
人
を

問
い
詰
め
た
り
、
降
格
を
考
え

た
り
し
な
い
で
、
し
っ
か
り
原

因
究
明
を
す
る
。
こ
う
い
っ
た

態
勢
に
も
っ
て
い
け
れ
ば
、
と

思
う
が
、
ど
う
か
？

答　

議
員
の
言
う
よ
う
に
今

後
、
進
め
て
い
く
。
職
員
一
人

一
人
が
自
分
の
職
務
に
自
信
を

も
っ
て
全
う
で
き
る
よ
う
頑
張

る
こ
と
が
第
一
だ
。
も
し
あ
っ

た
場
合
、
原
因
を
そ
の
職
員
に

言
う
の
で
は
な
く
、
問
題
を
提

起
し
て
ど
う
し
た
ら
直
る
か
、
そ

う
し
た
こ
と
が
先
決
に
な
る
。

い
平
和
外
交
こ
そ
政
府
の
役
割

と
述
べ
て
い
る
。
村
長
の
平
和

へ
の
思
い
、
決
意
の
表
明
を
求

め
る
。

答　

私
の
考
え
を
示
す
。
武
力

に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
は

決
し
て
容
認
で
き
な
い
。
国
際

法
・
国
連
憲
章
に
違
反
し
、
国

際
社
会
へ
の
平
和
と
秩
序
、
安

全
を
脅
か
し
、
断
じ
て
許
せ
な

い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
ロ
シ
ア

軍
が
撤
退
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

平
和
と
安
全
が
訪
れ
る
こ
と
を

願
う
。
声
を
あ
げ
広
げ
る
こ
と

が
私
の
義
務
だ
と
思
う
。

問　

憲
法
制
定
直
後
の
「
義
務

教
育
無
償
化
」
に
つ
い
て
の
国

の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
か
。

答　

憲
法
で
「
義
務
教
育
は
こ

れ
を
無
償
と
す
る
」
と
明
示
さ

れ
、
そ
の
範
囲
は
授
業
料
の
無

償
化
を
定
め
た
も
の
と
解
す

る
。
給
食
費
を
含
む
そ
の
他
の

経
費
は
含
ま
れ
な
い
と
解
さ
れ

て
い
る
。
（
教
育
長
）

問　
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
年
）

３
月
26
日
、
第
３
次
吉
田
内
閣

当
時
の
第
10
回
国
会
参
議
院
文

部
委
員
会
で
の
質
疑
で
、「
義
務

教
育
の
無
償
を
で
き
る
だ
け
早

く
広
範
囲
に
実
現
し
た
い
」
と

い
」
と
し
て
い
る
。
旧
文
部
省

の
学
校
給
食
の
手
引
き
、
平
成

20
年
の
学
習
指
導
要
領
で
も
、

給
食
を
通
し
て
正
し
い
食
事
の

在
り
方
や
好
ま
し
い
人
間
関
係

を
体
得
す
る
教
育
活
動
と
し
、

食
育
の
推
進=

教
育
活
動
の
一

環
で
あ
る
こ
と
は
明
確
だ
。

島
の
食
材
を
使
用
し
、
地
域
を

理
解
し
食
文
化
の
継
承
、
自
然

の
恵
み
、
勤
労
の
大
切
さ
を
理

解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
自
治

体
が
率
先
し
事
実
と
し
て
無
償

化
が
広
が
っ
て
い
る
。
御
蔵
島

村
、
利
島
村
に
続
き
３
年
前
か

ら
三
宅
村
で
も
実
施
さ
れ
た
。

全
国
的
に
は
ど
う
か
。
特
に
群

馬
県
で
は
ど
う
か
。

答　

微
増
傾
向
だ
が
大
き
く
増

加
し
て
い
る
実
感
は
な
い
。
群

馬
県
で
は
14
自
治
体
（
35
市
町

村
）
が
実
施
で
全
国
１
位
。
子

育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

を
目
的
に
「
子
育
て
し
た
い
ま

ち
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
推
進
さ
れ
て
い

し
、「
内
容
と
し
て
は
、
現
在
は

授
業
料
だ
が
、
教
科
書
、
学
用

品
、
学
校
給
食
費
、
で
き
れ
ば

交
通
費
も
考
え
て
い
る
」
と
答

弁
し
て
い
る
。
学
校
給
食
の
無

償
は
「
義
務
教
育
の
無
償
化
」

に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
だ
。70
年
以
上
経
過
し
た

が
、
憲
法
の
理
念
は
置
き
去
り

に
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
「
学
校

設
置
者
（
自
治
体
）
に
お
い
て

検
討
さ
れ
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し

る
。（
教
育
長
）

問　

２
０
２
１
年
７
月
現
在
、

群
馬
県
内
35
市
町
村
中
約
８
割

の
26
自
治
体
が
学
校
給
食
費
の

補
助
を
実
施
し
、
う
ち
12
自
治

体
約
35
％
が
完
全
無
料
化
だ
。

移
住
促
進
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。
食
育
の
推
進
、

人
材
確
保
、
保
護
者
負
担
の
軽

減
、
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境

の
整
備
、
移
住
・
定
住
の
促
進

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
効
果
が
あ

る
。
村
と
し
て
、
高
齢
化
社
会

を
支
え
る
現
役
世
代
に
対
し
、

保
護
者
負
担
軽
減
、
子
育
て
を

し
っ
か
り
支
援
す
る
学
校
給
食

の
無
償
化
を
具
体
的
に
検
討
す

べ
き
だ
。

答　

人
口
減
少
対
策
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
。
村
と

し
て
や
ら
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
少
し
で
も
実
現
し
た
い
と

い
う
方
向
で
考
え
て
い
く
。

（
村
長
）

問　

平
均
寿
命
が
延
び
世
界
一

の
長
寿
国
と
な
っ
た
。
村
長

は
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
も

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が

重
要
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
高

齢
者
の
約
半
数
は
加
齢
性
難
聴

と
推
定
さ
れ
、
近
年
、
加
齢
性

難
聴
と
認
知
症
の
関
連
が
明
ら

か
に
さ
れ
、
２
０
１
５
年
、
厚

労
省
は
認
知
症
の
危
険
因
子
と

し
て
初
め
て
難
聴
を
加
え
た
。

難
聴
へ
の
対
策
は
認
知
症
の
予

防
法
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
補
聴
器
購
入

費
へ
の
補
助
は
東
京
都
の
各
自

治
体
で
広
が
っ
て
い
る
（
16
区

１
市
１
村
）。聴
力
検
査
の
実

施
、
補
聴
器
購
入
費
補
助
を
求

め
る
。

答　

補
聴
器
装
用
に
特
化
し
た

支
援
は
考
え
て
い
な
い
。
新
し

い
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
検
討

し
、
総
合
的
に
進
め
て
い
く
。

健
康
な
島
を
目
指
す
。

 

問　

新
島
村
の
主
力
産
業
は
、

観
光
業
お
よ
び
建
設
・
土
木

業
で
、
漁
業
、
農
業
は
二
次
、

三
次
的
と
な
っ
て
い
る
。
農
漁

業
の
衰
退
原
因
は
、
生
産
性
の

低
下
も
あ
ろ
う
が
、
安
定
就
業
、

安
定
所
得
を
求
め
る
時
代
の
流

れ
の
中
で
の
後
継
者
不
足
で
あ

ろ
う
。
観
光
業
と
て
、
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
等
で
の
廃
業

が
目
立
ち
、
収
容
力
低
下
が
赤

信
号
で
、
建
設
・
土
木
も
、
い

つ
ま
で
も
安
定
し
た
工
事
量
が

見
込
ま
れ
る
訳
で
は
な
い
。

　

村
の
産
業
形
態
は
、
元
々
専

業
で
の
生
計
維
持
は
難
し
く
、

半
農
半
漁
始
め
、
家
業(

本
業)

と
漁
業
、
農
業
、
家
業
と
観

光
業
、
家
業
と
建
設
・
土
木

業
等
、
季
節
ご
と
使
い
分
け
従

事
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
繁
忙
期

と
閑
散
期
な
ど
が
あ
り
、
漁
業
、

観
光
業
と
建
設
・
土
木
業
は
、

こ
れ
が
真
逆
で
あ
る
た
め
、
雇

用
の
調
整
弁
に
な
っ
た
。

　

後
継
者
対
策
に
つ
い
て
、
個

々
の
事
業
を
組
織
化
し
て
、
産

業
維
持
、
雇
用
推
進
で
き
な

い
か
。
建
設
・
土
木
業
者
等
が

漁
業
、
農
業
参
入
し
て
端
境
期

の
雇
用
維
持
で
き
な
い
か
。

　

漁
業
は
、
船
の
維
持
管
理
費

が
高
く
、
魚
価
・
水
揚
げ
の
低

迷
と
相
ま
っ
て
、
収
益
を
圧
迫

し
て
い
る
。
個
人
操
業
が
主

流
で
、
新
船
取
得
に
は
家
一
軒

以
上
の
費
用
を
要
す
が
、
複
数

名
で
の
乗
合
い
操
業
に
切
替
え

は
で
き
な
い
か
。
一
人
当
た
り

の
水
揚
げ
は
減
り
、
気
ま
ま
な

操
業
は
で
き
な
く
な
る
が
、
新

船
の
初
期
投
資
が
大
幅
に
削
減

さ
れ
る
他
、
維
持
管
理
費
、
燃

料
費
の
削
減
で
カ
バ
ー
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
若
者
を
乗
員
に

加
え
れ
ば
、
後
継
者
育
成
に
繋

が
る
し
、
緊
急
避
難
時
の
相
互

協
力
が
得
ら
れ
、
高
齢
化
し
て

も
安
心
で
あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も
貢
献
で
き
る
。

　

宿
泊
業
者
を
組
織
化
し
、
施

設
の
借
り
上
げ
、
食
事
の
一
括

提
供
等
、
一
元
管
理
し
、
収
容

能
力
維
持
、
雇
用
推
進
で
き
な

い
か
。
地
元
の
労
働
力
他
、
ア

ル
バ
イ
ト
等
、
島
外
か
ら
調
達

す
る
。
事
業
の
中
で
、
若
い
人

た
ち
に
ノ
ウ
ハ
ウ
他
、
苦
労
や

喜
び
を
伝
授
で
き
、
後
継
者
育

成
に
も
繋
が
る
。
島
外
か
ら
の

参
画
者
が
、
移
住
・
定
住
や
継

承
者
へ
の
可
能
性
も
生
ま
れ
る
。

　

旅
行
で
は
、
食
が
楽
し
み
で

あ
る
。
農
・
漁
業
産
品
共
に
欠

か
せ
な
い
が
、
特
に
漁
業
は
、

主
力
が
高
齢
に
達
し
、
組
合
員

数
も
激
減
し
て
い
る
。
タ
カ
ベ

漁
は
操
業
一
隻
の
み
。
赤
イ
カ

や
キ
ン
メ
、
黒
ム
ツ
な
ど
も
懸

念
が
あ
る
。

　

一
朝
一
夕
に
は
成
ら
な
い
事

は
百
も
承
知
だ
が
、
伝
授
得
ら

れ
る
内
に
進
め
て
み
る
価
値
は

あ
る
と
思
う
。
個
人
的
に
も
議

会
内
、
村
内
で
提
唱
し
て
行

く
が
、
村
で
早
急
に
検
討
・
協

議
し
、
提
唱
、
先
導
し
て
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

答　

漁
業
は
後
継
者
育
成
事

業
、
農
業
は
認
定
・
認
証
農
業

者
補
助
事
業
な
ど
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
建
設
業
者
の
中

に
は
、
農
業
に
参
入
し
て
雇
用

の
維
持
や
農
産
物
に
貢
献
し
て

い
る
企
業
も
あ
る
。
農
業
普
及

員
や
ふ
れ
あ
い
農
園
な
ど
、
知

識
・
技
術
を
備
え
た
人
材
が
常

に
指
導
に
当
た
っ
て
お
り
、
ま

た
、
農
業
者
同
士
の
交
流
も
あ

る
事
か
ら
、
農
業
技
術
等
の
継

承
は
心
配
な
い
。

　

ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
事
業
者
が

現
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

商
工
会
の
支
援
に
よ
り
、
飲
食

店
や
宿
泊
業
、
ま
た
は
観
光
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
へ
の
起
業
相

談
を
村
も
受
け
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
参
入
者
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
り
、
行
政

が
や
り
過
ぎ
ず
民
間
で
で
き
る

事
は
民
間
で
、
民
間
で
で
き
な

い
事
を
行
政
で
と
考
え
て
い

る
。

　

漁
業
振
興
は
、
引
き
続
き
漁

協
と
の
関
係
を
強
化
し
、
後
継

者
育
成
を
図
っ
て
い
く
。
漁
船

に
つ
い
て
は
リ
ー
ス
の
方
法
も

あ
る
。
地
域
活
性
化
起
業
人
の

知
恵
を
借
り
て
研
究
を
進
め

る
。

問　

村
、
都
の
支
援
に
よ
り
、

認
定
・
認
証
農
業
者
共
に
増

え
、
農
業
従
事
す
る
方
々
が
着

実
に
増
加
し
て
い
る
。
専
業
で

の
生
計
維
持
は
厳
し
い
も
の

の
、
家
事
消
費
始
め
、
島
内
外

販
売
な
ど
、
生
産
性
お
よ
び
新

島
産
品
の
知
名
度
は
着
実
に
高

ま
っ
て
お
り
、
資
金
の
島
外
流

出
を
止
め
て
い
る
。
中
高
年
の

方
々
の
健
康
増
進
に
繋
が
っ

て
い
る
。
荒
れ
た
山
畑
の
開
墾

や
整
備
が
、
環
境
美
化
や
海
産

物
へ
の
栄
養
補
給
に
も
繋
が

る
。
近
年
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や

椿
の
実
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

農
協
で
は
裾
野
拡
大
の
た
め
、

優
遇
を
行
っ
て
い
る
。

　

農
業
意
欲
に
水
を
差
し
た

の
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
と
急
激
に
進
ん
だ
円
安
で

あ
る
。
肥
料
や
農
薬
等
の
価
格

が
急
騰
し
て
い
る
。
農
協
と
し

て
は
価
格
を
廉
価
に
抑
え
た

い
。
農
業
熱
を
下
げ
な
い
た

め
に
も
、
肥
料
仕
入
価
格
上
昇

分
だ
け
で
も
支
援
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

答　

あ
ら
ゆ
る
業
種
の
方
々
が

同
様
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。

公
平
性
の
観
点
か
ら
支
援
は
現

状
考
え
て
い
な
い
。
村
は
、
認

証
農
家
・
認
定
農
家
の
肥
料
や

農
薬
な
ど
、
金
額
に
応
じ
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

問　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向

け
て
世
界
が
動
き
出
し
て
い

る
。
新
た
な
時
代
を
見
据
え

た
こ
れ
か
ら
の
新
島
の
観
光

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　

新
島
村
に
島
民
・
来
島
者

が
利
用
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
複

合
施
設
の
設
置
要
望
を
し
て

い
る
。
東
京
都
に
は
都
立
羽

伏
浦
公
園
の
一
部
に
ス
ケ
ボ

ー
専
用
広
場
の
整
備
の
検
討

を
提
案
し
た
が
、
公
園
計
画

の
見
直
し
の
必
要
が
あ
り
、

時
間
が
か
か
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
新
島
村
は
村
で
ス
ポ

ー
ツ
複
合
施
設
の
設
置
を
し
、

魅
力
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
村
長

の
意
見
を
伺
う
。

答　

昨
年
度
３
月
11
日
付
で
、

島
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
お
よ

び
小
久
保
議
員
の
連
名
で
村

に
要
望
書
の
提
出
が
あ
り
、

受
理
を
し
て
い
る
。
都
立
羽

伏
浦
公
園
に
ス
ケ
ー
ト
パ
ー

ク
の
設
置
を
要
望
し
た
と
こ

ろ
だ
が
、
国
・
都
・
村
と
の

事
前
合
意
が
必
要
で
あ
り
、

年
単
位
の
時
間
が
か
か
る
と

予
想
さ
れ
る
。

問　

事
故
に
つ
い
て
懸
念
が

あ
る
と
の
事
だ
が
、
条
件
付

き
で
検
討
す
る
と
の
答
弁
な

の
で
前
向
き
に
捉
え
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
は
ス
ケ

ボ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
団
体
か
ら

も
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
い

る
。
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
新
島
村
で
は
い
ろ
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
あ
る
が
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を

作
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
サ
ー

フ
ィ
ン
と
い
う
横
乗
り
の
カ

　

新
島
村
独
自
の
複
合
ス
ポ

ー
ツ
施
設
設
置
は
現
在
の
と

こ
ろ
想
定
し
て
い
な
い
。
羽

伏
浦
公
園
内
に
ス
ケ
ー
ト
パ

ー
ク
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の

対
応
と
し
て
、
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
設
備
の
検
討
等
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
事

故
・
ケ
ガ
が
発
生
し
た
際
の

所
在
責
任
「
怪
我
は
自
分
の
責

任
」
を
し
っ
か
り
浸
透
さ
せ
る

こ
と
が
カ
ギ
と
な
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
設
置

に
よ
っ
て
の
観
光
振
興
は
、

現
実
的
に
は
な
か
な
か
厳
し

い
も
の
が
あ
る
が
、
事
故
・

ケ
ガ
の
条
件
が
ク
リ
ア
に
な

る
見
込
み
が
あ
れ
ば
今
後
、

観
光
振
興
面
だ
け
で
な
く
、

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
育
て
る
な

ど
人
材
育
成
や
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
、
世
代
を
超
え
た
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
場
所
と
し

て
の
位
置
づ
け
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
。

ル
チ
ャ
ー
が
根
付
い
て
い
る

新
島
村
だ
か
ら
こ
そ
必
要
だ
と

思
う
。

　

全
国
で
も
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク

は
増
え
て
い
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ

ろ
に
人
は
来
る
。
目
的
型
観
光

に
な
っ
て
い
る
今
、
観
光
動
機

・
来
島
動
機
に
な
る
も
の
の
創

出
が
必
要
。
東
京
都
や
国
が
や

っ
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い

た
ら
、
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

う
。
未
来
へ
の
投
資
を
し
な

け
れ
ば
、
繁
栄
は
な
い
。
タ
ネ

を
撒
か
な
い
の
に
芽
が
出
る
わ

け
が
な
い
し
、
実
を
取
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

副
村
長
は
将
来
的
に
若
い
世

代
に
多
く
の
負
担
を
か
け
な
い

た
め
に
と
、
（
同
僚
議
員
へ
の

答
弁
で
）
財
政
調
整
基
金
の
必

要
性
を
話
し
て
い
た
が
、
こ
の

ま
ま
で
は
そ
の
若
者
が
い
な
く

な
る
。
現
時
点
で
子
供
の
数
が

年
々
減
っ
て
い
る
。
移
住
も
定

住
も
、
観
光
も
Ｕ
タ
ー
ン
も
新

島
村
が
魅
力
的
な
面
白
い
島
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
、

観
光
の
目
玉
、
島
民
と
の
交
流

も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル

ド
に
つ
い
て
村
独
自
の
対
策
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

夏
期
海
岸
に
お
け
る
ヒ
リ

ー
（
日
除
け
）
を
今
年
は
設
置

す
る
予
定
が
あ
る
の
か
？

　

ま
た
、
昨
年
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
和
田
浜
海
岸
の
浮
島
は
、

今
年
は
新
た
に
設
置
予
定
か
？

答　

ヒ
リ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
、
地
区
ご
と
の
現
状
を
把

握
し
、
担
当
課
に
お
い
て
協

議
し
、
最
終
的
判
断
を
し
た

が
、
村
と
し
て
予
算
計
上
も

な
く
設
置
予
定
も
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
村
の
あ
る

団
体
が
地
元
の
子
供
た
ち
の

た
め
と
し
て
、
ヒ
リ
ー
の
設

置
を
検
討
し
て
お
り
、
設
置

に
あ
た
っ
て
、
相
談
を
受
け

て
い
る
。

　

浮
島
に
つ
い
て
は
昨
年
度
、

台
風
に
よ
り
破
損
さ
れ
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
現

在
、
新
た
に
浮
島
を
購
入
す

る
た
め
契
約
を
済
ま
せ
納
品

待
ち
の
状
態
で
、
納
品
が
完

了
す
れ
ば
設
置
を
行
う
。

ロ
シ
ア
の
侵
略
に
抗
議
し
、

平
和
を
求
め
る
決
意
表
明
を

求
め
る

一
問
一
答
方
式

「
義
務
教
育
は
無
償
」と
の

　
憲
法
の
理
念
を
追
求
し
、

　
小
中
学
校
に
お
け
る

　
学
校
給
食
の
無
償
化
の

　
実
施
を
強
く
求
め
る

一
問
一
答
方
式

問問

問

答

答
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�

億
円
前
後
を
動
い
て
い
た
が
、

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

ま
で
３
カ
年
連
続
で
年
間
１
億

円
ほ
ど
減
少
し
、
令
和
元
年
度

末
は
３
億
１
千
万
円
と
な
っ

た
。

　

基
金
の
積
み
立
て
基
準
と
し

て
10
億
円
程
度
は
必
要
と
考

え
る
。
令
和
３
年
度
末
の
新
島

村
の
基
金
の
見
込
み
は
、
都
下

島
し
ょ
部
９
町
村
中
７
番
目

で
、
三
多
摩
を
含
む
町
村
部
で

は
13
団
体
中
、
11
番
目
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
般
会
計
予
算
は
毎
年
38
億

〜
40
億
円
の
規
模
と
な
っ
て
お

り
、
お
金
が
眠
っ
て
い
る
と
も

渋
い
と
も
言
え
な
い
。
し
か
し

積
極
的
に
投
資
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
あ
る
の
も
事
実
だ
と
考
え

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
伺

い
、
将
来
に
向
け
て
予
算
の
有

効
活
用
を
行
な
っ
て
い
く
。

注
：
紙
面
に
限
り
が
あ
る
関
係

で
、
概
略
、
要
点
を
記
す
に
留

め
ま
し
た
。

問　

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
は
、
い
か

な
る
理
由
を
も
っ
て
し
て
も
許

さ
れ
な
い
。
国
連
憲
章
を
踏
み

に
じ
り
、
世
界
の
平
和
秩
序
を

根
底
か
ら
脅
か
す
暴
挙
だ
。
立

川
佳
夫
青
ヶ
島
村
長
は
「…

国

民
の
安
全
を
第
一
に
武
力
衝
突

を
避
け
、
外
交
に
よ
る
問
題
解

決
に
向
か
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
述
べ
、
戦
争
を
さ
せ
な

み
、
本
人
が
別
の
口
座
に
移
し

た
こ
と
で
刑
事
事
件
と
な
っ
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
村
長
は
ど
の

よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
か
お
訊

き
す
る
。

答　

他
人
事
で
は
な
く
、
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
時
は
、

即
、
出
納
室
に
出
向
き
、
阿
武

問　

４
月
上
旬
、
山
口
県
阿
武

町
役
場
が
誤
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ

の
給
付
金
４
６
３
０
万
円
を
一

人
の
住
民
の
銀
行
口
座
に
振
込

町
の
ケ
ー
ス
は
ど
の
よ
う
に
起

こ
っ
た
の
か
、
当
村
の
送
金
方

法
に
は
問
題
が
な
い
か
、
確
認

し
た
。

問　

阿
武
町
は
そ
の
後
の
住
民

説
明
会
で
、
「
引
き
継
ぎ
が
で
き

な
か
っ
た
の
が
最
大
の
原
因
」

と
し
て
い
る
。
今
回
の
事
態
を

新
島
村
に
当
て
は
め
た
場
合
、

ど
う
な
の
か
？

答　

現
在
、
ど
の
自
治
体
で
も

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
て
い
る
。
支
出
事
務
で
は
そ

れ
ぞ
れ
法
令
等
の
規
定
が
あ

り
、
出
納
室
で
は
、
「
法
令
は

自
ら
の
眼
で
確
認
し
て
自
分
の

考
え
に
反
映
さ
せ
る
」
を
基
本

に
、
支
出
事
務
に
関
す
る
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
、
職
員
一

人
一
人
が
法
令
等
を
理
解
し
、

そ
の
業
務
に
当
た
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。

問　

村
は
キ
チ
ン
と
し
た
チ
ェ

ッ
ク
体
制
を
整
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
誤
送

金
、
誤
り
の
例
は
な
か
っ
た
、

と
言
っ
て
い
い
の
か
？

答　

臨
時
給
付
金
の
よ
う
に
数

十
件
、
数
百
件
に
お
よ
ぶ
多
数

の
送
金
に
関
し
て
は
、
申
請
の

段
階
で
口
座
情
報
を
提
出
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
当
村
で
は
臨

時
給
付
金
を
３
月
か
ら
支
給

し
、
こ
れ
ま
で
に
６
回
、
３
３

６
件
の
送
金
を
完
了
し
た
。
名

義
等
の
口
座
情
報
と
金
額
を
入

力
し
た
送
金
依
頼
書
を
２
名
以

上
の
職
員
で
確
認
し
た
上
で
、

数
日
前
に
指
定
金
融
機
関
に
送

金
依
頼
し
、
指
定
金
融
機
関
で

も
確
認
作
業
を
行
な
い
、
確
実

な
送
金
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

問　

人
間
の
や
る
こ
と
だ
か
ら

万
一
、
起
こ
ら
な
い
と
も
限
ら

な
い
。
誤
送
金
が
起
き
た
場
合

の
フ
ォ
ロ
ー
態
勢
は
？

答　

誤
送
金
を
し
て
し
ま
っ
た

場
合
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
特
に
用

意
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
組
戻

し
の
処
理
は
、
そ
の
手
順
な
ど

を
記
し
た
上
で
指
定
金
融
機
関

と
連
携
を
と
れ
る
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

問　

金
融
機
関
と
の
連
携
、
連

絡
を
密
に
す
る
の
は
大
事
だ

が
、
同
時
に
法
律
的
な
処
理
も

合
わ
せ
て
や
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
ど
う
か
？

答　

も
し
誤
送
金
が
起
き
た
場

合
、
私
共
は
法
律
に
不
慣
れ
な

の
で
、
顧
問
弁
護
士
に
処
理
方

法
を
伺
い
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問　

会
計
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
操

作
す
る
の
は
人
間
だ
か
ら
エ
ラ

ー
は
ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ
な

い
と
思
う
。
万
一
、
起
き
た
場

合
の
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
も

大
事
だ
が
、
今
後
そ
う
い
っ
た

こ
と
が
起
き
な
い
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
、
キ
ッ
チ
リ

や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う

が
、
ど
う
か
？

答　

誤
送
金
問
題
に
止
め
る
こ

と
は
な
く
、
誤
り
が
ど
う
し
て

起
き
た
の
か
、
担
当
課
で
原
因

を
探
り
、
同
じ
誤
り
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
職
員
一
人
一
人
が
す

べ
て
の
業
務
に
緊
張
感
を
持
っ

て
当
た
る
よ
う
、
今
後
も
指
導

し
て
い
く
。

問　

飛
行
機
事
故
の
場
合
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
の
対
応
は
異
な

る
。
日
本
の
場
合
、
原
因
究
明

は
加
害
者
に
い
ろ
い
ろ
質
問
し

て
場
合
に
よ
っ
て
は
刑
事
責
任

を
問
う
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は

刑
事
責
任
を
一
切
問
わ
な
い
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
加
害
者
に
は

自
己
保
身
が
あ
る
か
ら
本
当
の

こ
と
は
言
わ
な
い
。
だ
か
ら
本

人
を
問
い
詰
め
る
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
事
実
究
明
を

し
て
二
度
と
起
こ
さ
な
い
姿
勢

が
大
事
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

新
島
村
も
よ
っ
ぽ
ど
仕
事
の

怠
慢
が
あ
っ
た
ら
別
だ
が
、
普

段
の
業
務
で
ち
ょ
っ
と
し
た
間

違
い
を
し
た
場
合
に
、
本
人
を

問
い
詰
め
た
り
、
降
格
を
考
え

た
り
し
な
い
で
、
し
っ
か
り
原

因
究
明
を
す
る
。
こ
う
い
っ
た

態
勢
に
も
っ
て
い
け
れ
ば
、
と

思
う
が
、
ど
う
か
？

答　

議
員
の
言
う
よ
う
に
今

後
、
進
め
て
い
く
。
職
員
一
人

一
人
が
自
分
の
職
務
に
自
信
を

も
っ
て
全
う
で
き
る
よ
う
頑
張

る
こ
と
が
第
一
だ
。
も
し
あ
っ

た
場
合
、
原
因
を
そ
の
職
員
に

言
う
の
で
は
な
く
、
問
題
を
提

起
し
て
ど
う
し
た
ら
直
る
か
、
そ

う
し
た
こ
と
が
先
決
に
な
る
。

い
平
和
外
交
こ
そ
政
府
の
役
割

と
述
べ
て
い
る
。
村
長
の
平
和

へ
の
思
い
、
決
意
の
表
明
を
求

め
る
。

答　

私
の
考
え
を
示
す
。
武
力

に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
は

決
し
て
容
認
で
き
な
い
。
国
際

法
・
国
連
憲
章
に
違
反
し
、
国

際
社
会
へ
の
平
和
と
秩
序
、
安

全
を
脅
か
し
、
断
じ
て
許
せ
な

い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
ロ
シ
ア

軍
が
撤
退
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

平
和
と
安
全
が
訪
れ
る
こ
と
を

願
う
。
声
を
あ
げ
広
げ
る
こ
と

が
私
の
義
務
だ
と
思
う
。

問　

憲
法
制
定
直
後
の
「
義
務

教
育
無
償
化
」
に
つ
い
て
の
国

の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
か
。

答　

憲
法
で
「
義
務
教
育
は
こ

れ
を
無
償
と
す
る
」
と
明
示
さ

れ
、
そ
の
範
囲
は
授
業
料
の
無

償
化
を
定
め
た
も
の
と
解
す

る
。
給
食
費
を
含
む
そ
の
他
の

経
費
は
含
ま
れ
な
い
と
解
さ
れ

て
い
る
。
（
教
育
長
）

問　
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
年
）

３
月
26
日
、
第
３
次
吉
田
内
閣

当
時
の
第
10
回
国
会
参
議
院
文

部
委
員
会
で
の
質
疑
で
、「
義
務

教
育
の
無
償
を
で
き
る
だ
け
早

く
広
範
囲
に
実
現
し
た
い
」
と

い
」
と
し
て
い
る
。
旧
文
部
省

の
学
校
給
食
の
手
引
き
、
平
成

20
年
の
学
習
指
導
要
領
で
も
、

給
食
を
通
し
て
正
し
い
食
事
の

在
り
方
や
好
ま
し
い
人
間
関
係

を
体
得
す
る
教
育
活
動
と
し
、

食
育
の
推
進=

教
育
活
動
の
一

環
で
あ
る
こ
と
は
明
確
だ
。

島
の
食
材
を
使
用
し
、
地
域
を

理
解
し
食
文
化
の
継
承
、
自
然

の
恵
み
、
勤
労
の
大
切
さ
を
理

解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
自
治

体
が
率
先
し
事
実
と
し
て
無
償

化
が
広
が
っ
て
い
る
。
御
蔵
島

村
、
利
島
村
に
続
き
３
年
前
か

ら
三
宅
村
で
も
実
施
さ
れ
た
。

全
国
的
に
は
ど
う
か
。
特
に
群

馬
県
で
は
ど
う
か
。

答　

微
増
傾
向
だ
が
大
き
く
増

加
し
て
い
る
実
感
は
な
い
。
群

馬
県
で
は
14
自
治
体
（
35
市
町

村
）
が
実
施
で
全
国
１
位
。
子

育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

を
目
的
に
「
子
育
て
し
た
い
ま

ち
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
推
進
さ
れ
て
い

し
、「
内
容
と
し
て
は
、
現
在
は

授
業
料
だ
が
、
教
科
書
、
学
用

品
、
学
校
給
食
費
、
で
き
れ
ば

交
通
費
も
考
え
て
い
る
」
と
答

弁
し
て
い
る
。
学
校
給
食
の
無

償
は
「
義
務
教
育
の
無
償
化
」

に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
だ
。70
年
以
上
経
過
し
た

が
、
憲
法
の
理
念
は
置
き
去
り

に
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
「
学
校

設
置
者
（
自
治
体
）
に
お
い
て

検
討
さ
れ
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し

る
。（
教
育
長
）

問　

２
０
２
１
年
７
月
現
在
、

群
馬
県
内
35
市
町
村
中
約
８
割

の
26
自
治
体
が
学
校
給
食
費
の

補
助
を
実
施
し
、
う
ち
12
自
治

体
約
35
％
が
完
全
無
料
化
だ
。

移
住
促
進
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。
食
育
の
推
進
、

人
材
確
保
、
保
護
者
負
担
の
軽

減
、
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境

の
整
備
、
移
住
・
定
住
の
促
進

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
効
果
が
あ

る
。
村
と
し
て
、
高
齢
化
社
会

を
支
え
る
現
役
世
代
に
対
し
、

保
護
者
負
担
軽
減
、
子
育
て
を

し
っ
か
り
支
援
す
る
学
校
給
食

の
無
償
化
を
具
体
的
に
検
討
す

べ
き
だ
。

答　

人
口
減
少
対
策
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
。
村
と

し
て
や
ら
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
少
し
で
も
実
現
し
た
い
と

い
う
方
向
で
考
え
て
い
く
。

（
村
長
）

問　

平
均
寿
命
が
延
び
世
界
一

の
長
寿
国
と
な
っ
た
。
村
長

は
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
も

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が

重
要
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
高

齢
者
の
約
半
数
は
加
齢
性
難
聴

と
推
定
さ
れ
、
近
年
、
加
齢
性

難
聴
と
認
知
症
の
関
連
が
明
ら

か
に
さ
れ
、
２
０
１
５
年
、
厚

労
省
は
認
知
症
の
危
険
因
子
と

し
て
初
め
て
難
聴
を
加
え
た
。

難
聴
へ
の
対
策
は
認
知
症
の
予

防
法
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
補
聴
器
購
入

費
へ
の
補
助
は
東
京
都
の
各
自

治
体
で
広
が
っ
て
い
る
（
16
区

１
市
１
村
）。聴
力
検
査
の
実

施
、
補
聴
器
購
入
費
補
助
を
求

め
る
。

答　

補
聴
器
装
用
に
特
化
し
た

支
援
は
考
え
て
い
な
い
。
新
し

い
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
検
討

し
、
総
合
的
に
進
め
て
い
く
。

健
康
な
島
を
目
指
す
。

 

問　

新
島
村
の
主
力
産
業
は
、

観
光
業
お
よ
び
建
設
・
土
木

業
で
、
漁
業
、
農
業
は
二
次
、

三
次
的
と
な
っ
て
い
る
。
農
漁

業
の
衰
退
原
因
は
、
生
産
性
の

低
下
も
あ
ろ
う
が
、
安
定
就
業
、

安
定
所
得
を
求
め
る
時
代
の
流

れ
の
中
で
の
後
継
者
不
足
で
あ

ろ
う
。
観
光
業
と
て
、
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
等
で
の
廃
業

が
目
立
ち
、
収
容
力
低
下
が
赤

信
号
で
、
建
設
・
土
木
も
、
い

つ
ま
で
も
安
定
し
た
工
事
量
が

見
込
ま
れ
る
訳
で
は
な
い
。

　

村
の
産
業
形
態
は
、
元
々
専

業
で
の
生
計
維
持
は
難
し
く
、

半
農
半
漁
始
め
、
家
業(

本
業)

と
漁
業
、
農
業
、
家
業
と
観

光
業
、
家
業
と
建
設
・
土
木

業
等
、
季
節
ご
と
使
い
分
け
従

事
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
繁
忙
期

と
閑
散
期
な
ど
が
あ
り
、
漁
業
、

観
光
業
と
建
設
・
土
木
業
は
、

こ
れ
が
真
逆
で
あ
る
た
め
、
雇

用
の
調
整
弁
に
な
っ
た
。

　

後
継
者
対
策
に
つ
い
て
、
個

々
の
事
業
を
組
織
化
し
て
、
産

業
維
持
、
雇
用
推
進
で
き
な

い
か
。
建
設
・
土
木
業
者
等
が

漁
業
、
農
業
参
入
し
て
端
境
期

の
雇
用
維
持
で
き
な
い
か
。

　

漁
業
は
、
船
の
維
持
管
理
費

が
高
く
、
魚
価
・
水
揚
げ
の
低

迷
と
相
ま
っ
て
、
収
益
を
圧
迫

し
て
い
る
。
個
人
操
業
が
主

流
で
、
新
船
取
得
に
は
家
一
軒

以
上
の
費
用
を
要
す
が
、
複
数

名
で
の
乗
合
い
操
業
に
切
替
え

は
で
き
な
い
か
。
一
人
当
た
り

の
水
揚
げ
は
減
り
、
気
ま
ま
な

操
業
は
で
き
な
く
な
る
が
、
新

船
の
初
期
投
資
が
大
幅
に
削
減

さ
れ
る
他
、
維
持
管
理
費
、
燃

料
費
の
削
減
で
カ
バ
ー
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
若
者
を
乗
員
に

加
え
れ
ば
、
後
継
者
育
成
に
繋

が
る
し
、
緊
急
避
難
時
の
相
互

協
力
が
得
ら
れ
、
高
齢
化
し
て

も
安
心
で
あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も
貢
献
で
き
る
。

　

宿
泊
業
者
を
組
織
化
し
、
施

設
の
借
り
上
げ
、
食
事
の
一
括

提
供
等
、
一
元
管
理
し
、
収
容

能
力
維
持
、
雇
用
推
進
で
き
な

い
か
。
地
元
の
労
働
力
他
、
ア

ル
バ
イ
ト
等
、
島
外
か
ら
調
達

す
る
。
事
業
の
中
で
、
若
い
人

た
ち
に
ノ
ウ
ハ
ウ
他
、
苦
労
や

喜
び
を
伝
授
で
き
、
後
継
者
育

成
に
も
繋
が
る
。
島
外
か
ら
の

参
画
者
が
、
移
住
・
定
住
や
継

承
者
へ
の
可
能
性
も
生
ま
れ
る
。

　

旅
行
で
は
、
食
が
楽
し
み
で

あ
る
。
農
・
漁
業
産
品
共
に
欠

か
せ
な
い
が
、
特
に
漁
業
は
、

主
力
が
高
齢
に
達
し
、
組
合
員

数
も
激
減
し
て
い
る
。
タ
カ
ベ

漁
は
操
業
一
隻
の
み
。
赤
イ
カ

や
キ
ン
メ
、
黒
ム
ツ
な
ど
も
懸

念
が
あ
る
。

　

一
朝
一
夕
に
は
成
ら
な
い
事

は
百
も
承
知
だ
が
、
伝
授
得
ら

れ
る
内
に
進
め
て
み
る
価
値
は

あ
る
と
思
う
。
個
人
的
に
も
議

会
内
、
村
内
で
提
唱
し
て
行

く
が
、
村
で
早
急
に
検
討
・
協

議
し
、
提
唱
、
先
導
し
て
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

答　

漁
業
は
後
継
者
育
成
事

業
、
農
業
は
認
定
・
認
証
農
業

者
補
助
事
業
な
ど
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
建
設
業
者
の
中

に
は
、
農
業
に
参
入
し
て
雇
用

の
維
持
や
農
産
物
に
貢
献
し
て

い
る
企
業
も
あ
る
。
農
業
普
及

員
や
ふ
れ
あ
い
農
園
な
ど
、
知

識
・
技
術
を
備
え
た
人
材
が
常

に
指
導
に
当
た
っ
て
お
り
、
ま

た
、
農
業
者
同
士
の
交
流
も
あ

る
事
か
ら
、
農
業
技
術
等
の
継

承
は
心
配
な
い
。

　

ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
事
業
者
が

現
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

商
工
会
の
支
援
に
よ
り
、
飲
食

店
や
宿
泊
業
、
ま
た
は
観
光
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
へ
の
起
業
相

談
を
村
も
受
け
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
参
入
者
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
り
、
行
政

が
や
り
過
ぎ
ず
民
間
で
で
き
る

事
は
民
間
で
、
民
間
で
で
き
な

い
事
を
行
政
で
と
考
え
て
い

る
。

　

漁
業
振
興
は
、
引
き
続
き
漁

協
と
の
関
係
を
強
化
し
、
後
継

者
育
成
を
図
っ
て
い
く
。
漁
船

に
つ
い
て
は
リ
ー
ス
の
方
法
も

あ
る
。
地
域
活
性
化
起
業
人
の

知
恵
を
借
り
て
研
究
を
進
め

る
。

問　

村
、
都
の
支
援
に
よ
り
、

認
定
・
認
証
農
業
者
共
に
増

え
、
農
業
従
事
す
る
方
々
が
着

実
に
増
加
し
て
い
る
。
専
業
で

の
生
計
維
持
は
厳
し
い
も
の

の
、
家
事
消
費
始
め
、
島
内
外

販
売
な
ど
、
生
産
性
お
よ
び
新

島
産
品
の
知
名
度
は
着
実
に
高

ま
っ
て
お
り
、
資
金
の
島
外
流

出
を
止
め
て
い
る
。
中
高
年
の

方
々
の
健
康
増
進
に
繋
が
っ

て
い
る
。
荒
れ
た
山
畑
の
開
墾

や
整
備
が
、
環
境
美
化
や
海
産

物
へ
の
栄
養
補
給
に
も
繋
が

る
。
近
年
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や

椿
の
実
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

農
協
で
は
裾
野
拡
大
の
た
め
、

優
遇
を
行
っ
て
い
る
。

　

農
業
意
欲
に
水
を
差
し
た

の
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
と
急
激
に
進
ん
だ
円
安
で

あ
る
。
肥
料
や
農
薬
等
の
価
格

が
急
騰
し
て
い
る
。
農
協
と
し

て
は
価
格
を
廉
価
に
抑
え
た

い
。
農
業
熱
を
下
げ
な
い
た

め
に
も
、
肥
料
仕
入
価
格
上
昇

分
だ
け
で
も
支
援
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

答　

あ
ら
ゆ
る
業
種
の
方
々
が

同
様
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。

公
平
性
の
観
点
か
ら
支
援
は
現

状
考
え
て
い
な
い
。
村
は
、
認

証
農
家
・
認
定
農
家
の
肥
料
や

農
薬
な
ど
、
金
額
に
応
じ
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

問　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向

け
て
世
界
が
動
き
出
し
て
い

る
。
新
た
な
時
代
を
見
据
え

た
こ
れ
か
ら
の
新
島
の
観
光

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　

新
島
村
に
島
民
・
来
島
者

が
利
用
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
複

合
施
設
の
設
置
要
望
を
し
て

い
る
。
東
京
都
に
は
都
立
羽

伏
浦
公
園
の
一
部
に
ス
ケ
ボ

ー
専
用
広
場
の
整
備
の
検
討

を
提
案
し
た
が
、
公
園
計
画

の
見
直
し
の
必
要
が
あ
り
、

時
間
が
か
か
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
新
島
村
は
村
で
ス
ポ

ー
ツ
複
合
施
設
の
設
置
を
し
、

魅
力
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
村
長

の
意
見
を
伺
う
。

答　

昨
年
度
３
月
11
日
付
で
、

島
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
お
よ

び
小
久
保
議
員
の
連
名
で
村

に
要
望
書
の
提
出
が
あ
り
、

受
理
を
し
て
い
る
。
都
立
羽

伏
浦
公
園
に
ス
ケ
ー
ト
パ
ー

ク
の
設
置
を
要
望
し
た
と
こ

ろ
だ
が
、
国
・
都
・
村
と
の

事
前
合
意
が
必
要
で
あ
り
、

年
単
位
の
時
間
が
か
か
る
と

予
想
さ
れ
る
。

問　

事
故
に
つ
い
て
懸
念
が

あ
る
と
の
事
だ
が
、
条
件
付

き
で
検
討
す
る
と
の
答
弁
な

の
で
前
向
き
に
捉
え
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
は
ス
ケ

ボ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
団
体
か
ら

も
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
い

る
。
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
新
島
村
で
は
い
ろ
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
あ
る
が
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を

作
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
サ
ー

フ
ィ
ン
と
い
う
横
乗
り
の
カ

　

新
島
村
独
自
の
複
合
ス
ポ

ー
ツ
施
設
設
置
は
現
在
の
と

こ
ろ
想
定
し
て
い
な
い
。
羽

伏
浦
公
園
内
に
ス
ケ
ー
ト
パ

ー
ク
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の

対
応
と
し
て
、
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
設
備
の
検
討
等
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
事

故
・
ケ
ガ
が
発
生
し
た
際
の

所
在
責
任
「
怪
我
は
自
分
の
責

任
」
を
し
っ
か
り
浸
透
さ
せ
る

こ
と
が
カ
ギ
と
な
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
設
置

に
よ
っ
て
の
観
光
振
興
は
、

現
実
的
に
は
な
か
な
か
厳
し

い
も
の
が
あ
る
が
、
事
故
・

ケ
ガ
の
条
件
が
ク
リ
ア
に
な

る
見
込
み
が
あ
れ
ば
今
後
、

観
光
振
興
面
だ
け
で
な
く
、

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
育
て
る
な

ど
人
材
育
成
や
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
、
世
代
を
超
え
た
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
場
所
と
し

て
の
位
置
づ
け
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
。

ル
チ
ャ
ー
が
根
付
い
て
い
る

新
島
村
だ
か
ら
こ
そ
必
要
だ
と

思
う
。

　

全
国
で
も
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク

は
増
え
て
い
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ

ろ
に
人
は
来
る
。
目
的
型
観
光

に
な
っ
て
い
る
今
、
観
光
動
機

・
来
島
動
機
に
な
る
も
の
の
創

出
が
必
要
。
東
京
都
や
国
が
や

っ
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い

た
ら
、
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

う
。
未
来
へ
の
投
資
を
し
な

け
れ
ば
、
繁
栄
は
な
い
。
タ
ネ

を
撒
か
な
い
の
に
芽
が
出
る
わ

け
が
な
い
し
、
実
を
取
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

副
村
長
は
将
来
的
に
若
い
世

代
に
多
く
の
負
担
を
か
け
な
い

た
め
に
と
、
（
同
僚
議
員
へ
の

答
弁
で
）
財
政
調
整
基
金
の
必

要
性
を
話
し
て
い
た
が
、
こ
の

ま
ま
で
は
そ
の
若
者
が
い
な
く

な
る
。
現
時
点
で
子
供
の
数
が

年
々
減
っ
て
い
る
。
移
住
も
定

住
も
、
観
光
も
Ｕ
タ
ー
ン
も
新

島
村
が
魅
力
的
な
面
白
い
島
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
、

観
光
の
目
玉
、
島
民
と
の
交
流

も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル

ド
に
つ
い
て
村
独
自
の
対
策
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

夏
期
海
岸
に
お
け
る
ヒ
リ

ー
（
日
除
け
）
を
今
年
は
設
置

す
る
予
定
が
あ
る
の
か
？

　

ま
た
、
昨
年
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
和
田
浜
海
岸
の
浮
島
は
、

今
年
は
新
た
に
設
置
予
定
か
？

答　

ヒ
リ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
、
地
区
ご
と
の
現
状
を
把

握
し
、
担
当
課
に
お
い
て
協

議
し
、
最
終
的
判
断
を
し
た

が
、
村
と
し
て
予
算
計
上
も

な
く
設
置
予
定
も
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
村
の
あ
る

団
体
が
地
元
の
子
供
た
ち
の

た
め
と
し
て
、
ヒ
リ
ー
の
設

置
を
検
討
し
て
お
り
、
設
置

に
あ
た
っ
て
、
相
談
を
受
け

て
い
る
。

　

浮
島
に
つ
い
て
は
昨
年
度
、

台
風
に
よ
り
破
損
さ
れ
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
現

在
、
新
た
に
浮
島
を
購
入
す

る
た
め
契
約
を
済
ま
せ
納
品

待
ち
の
状
態
で
、
納
品
が
完

了
す
れ
ば
設
置
を
行
う
。

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、

豊
か
な
老
後
を
送
る
た
め
、

補
聴
器
購
入
費
に
対
す
る

補
助
を
求
め
る

一
問
一
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前
田 

泉
議
員

億
円
前
後
を
動
い
て
い
た
が
、

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

ま
で
３
カ
年
連
続
で
年
間
１
億

円
ほ
ど
減
少
し
、
令
和
元
年
度

末
は
３
億
１
千
万
円
と
な
っ

た
。

　

基
金
の
積
み
立
て
基
準
と
し

て
10
億
円
程
度
は
必
要
と
考

え
る
。
令
和
３
年
度
末
の
新
島

村
の
基
金
の
見
込
み
は
、
都
下

島
し
ょ
部
９
町
村
中
７
番
目

で
、
三
多
摩
を
含
む
町
村
部
で

は
13
団
体
中
、
11
番
目
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
般
会
計
予
算
は
毎
年
38
億

〜
40
億
円
の
規
模
と
な
っ
て
お

り
、
お
金
が
眠
っ
て
い
る
と
も

渋
い
と
も
言
え
な
い
。
し
か
し

積
極
的
に
投
資
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
あ
る
の
も
事
実
だ
と
考
え

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
伺

い
、
将
来
に
向
け
て
予
算
の
有

効
活
用
を
行
な
っ
て
い
く
。

注
：
紙
面
に
限
り
が
あ
る
関
係

で
、
概
略
、
要
点
を
記
す
に
留

め
ま
し
た
。

問　

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
は
、
い
か

な
る
理
由
を
も
っ
て
し
て
も
許

さ
れ
な
い
。
国
連
憲
章
を
踏
み

に
じ
り
、
世
界
の
平
和
秩
序
を

根
底
か
ら
脅
か
す
暴
挙
だ
。
立

川
佳
夫
青
ヶ
島
村
長
は
「…

国

民
の
安
全
を
第
一
に
武
力
衝
突

を
避
け
、
外
交
に
よ
る
問
題
解

決
に
向
か
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
述
べ
、
戦
争
を
さ
せ
な

み
、
本
人
が
別
の
口
座
に
移
し

た
こ
と
で
刑
事
事
件
と
な
っ
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
村
長
は
ど
の

よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
か
お
訊

き
す
る
。

答　

他
人
事
で
は
な
く
、
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
時
は
、

即
、
出
納
室
に
出
向
き
、
阿
武

問　

４
月
上
旬
、
山
口
県
阿
武

町
役
場
が
誤
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ

の
給
付
金
４
６
３
０
万
円
を
一

人
の
住
民
の
銀
行
口
座
に
振
込

町
の
ケ
ー
ス
は
ど
の
よ
う
に
起

こ
っ
た
の
か
、
当
村
の
送
金
方

法
に
は
問
題
が
な
い
か
、
確
認

し
た
。

問　

阿
武
町
は
そ
の
後
の
住
民

説
明
会
で
、
「
引
き
継
ぎ
が
で
き

な
か
っ
た
の
が
最
大
の
原
因
」

と
し
て
い
る
。
今
回
の
事
態
を

新
島
村
に
当
て
は
め
た
場
合
、

ど
う
な
の
か
？

答　

現
在
、
ど
の
自
治
体
で
も

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
て
い
る
。
支
出
事
務
で
は
そ

れ
ぞ
れ
法
令
等
の
規
定
が
あ

り
、
出
納
室
で
は
、
「
法
令
は

自
ら
の
眼
で
確
認
し
て
自
分
の

考
え
に
反
映
さ
せ
る
」
を
基
本

に
、
支
出
事
務
に
関
す
る
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
、
職
員
一

人
一
人
が
法
令
等
を
理
解
し
、

そ
の
業
務
に
当
た
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。

問　

村
は
キ
チ
ン
と
し
た
チ
ェ

ッ
ク
体
制
を
整
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
誤
送

金
、
誤
り
の
例
は
な
か
っ
た
、

と
言
っ
て
い
い
の
か
？

答　

臨
時
給
付
金
の
よ
う
に
数

十
件
、
数
百
件
に
お
よ
ぶ
多
数

の
送
金
に
関
し
て
は
、
申
請
の

段
階
で
口
座
情
報
を
提
出
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
当
村
で
は
臨

時
給
付
金
を
３
月
か
ら
支
給

し
、
こ
れ
ま
で
に
６
回
、
３
３

６
件
の
送
金
を
完
了
し
た
。
名

義
等
の
口
座
情
報
と
金
額
を
入

力
し
た
送
金
依
頼
書
を
２
名
以

上
の
職
員
で
確
認
し
た
上
で
、

数
日
前
に
指
定
金
融
機
関
に
送

金
依
頼
し
、
指
定
金
融
機
関
で

も
確
認
作
業
を
行
な
い
、
確
実

な
送
金
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

問　

人
間
の
や
る
こ
と
だ
か
ら

万
一
、
起
こ
ら
な
い
と
も
限
ら

な
い
。
誤
送
金
が
起
き
た
場
合

の
フ
ォ
ロ
ー
態
勢
は
？

答　

誤
送
金
を
し
て
し
ま
っ
た

場
合
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
特
に
用

意
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
組
戻

し
の
処
理
は
、
そ
の
手
順
な
ど

を
記
し
た
上
で
指
定
金
融
機
関

と
連
携
を
と
れ
る
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

問　

金
融
機
関
と
の
連
携
、
連

絡
を
密
に
す
る
の
は
大
事
だ

が
、
同
時
に
法
律
的
な
処
理
も

合
わ
せ
て
や
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
ど
う
か
？

答　

も
し
誤
送
金
が
起
き
た
場

合
、
私
共
は
法
律
に
不
慣
れ
な

の
で
、
顧
問
弁
護
士
に
処
理
方

法
を
伺
い
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問　

会
計
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
操

作
す
る
の
は
人
間
だ
か
ら
エ
ラ

ー
は
ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ
な

い
と
思
う
。
万
一
、
起
き
た
場

合
の
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
も

大
事
だ
が
、
今
後
そ
う
い
っ
た

こ
と
が
起
き
な
い
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
、
キ
ッ
チ
リ

や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う

が
、
ど
う
か
？

答　

誤
送
金
問
題
に
止
め
る
こ

と
は
な
く
、
誤
り
が
ど
う
し
て

起
き
た
の
か
、
担
当
課
で
原
因

を
探
り
、
同
じ
誤
り
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
職
員
一
人
一
人
が
す

べ
て
の
業
務
に
緊
張
感
を
持
っ

て
当
た
る
よ
う
、
今
後
も
指
導

し
て
い
く
。

問　

飛
行
機
事
故
の
場
合
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
の
対
応
は
異
な

る
。
日
本
の
場
合
、
原
因
究
明

は
加
害
者
に
い
ろ
い
ろ
質
問
し

て
場
合
に
よ
っ
て
は
刑
事
責
任

を
問
う
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は

刑
事
責
任
を
一
切
問
わ
な
い
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
加
害
者
に
は

自
己
保
身
が
あ
る
か
ら
本
当
の

こ
と
は
言
わ
な
い
。
だ
か
ら
本

人
を
問
い
詰
め
る
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
事
実
究
明
を

し
て
二
度
と
起
こ
さ
な
い
姿
勢

が
大
事
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

新
島
村
も
よ
っ
ぽ
ど
仕
事
の

怠
慢
が
あ
っ
た
ら
別
だ
が
、
普

段
の
業
務
で
ち
ょ
っ
と
し
た
間

違
い
を
し
た
場
合
に
、
本
人
を

問
い
詰
め
た
り
、
降
格
を
考
え

た
り
し
な
い
で
、
し
っ
か
り
原

因
究
明
を
す
る
。
こ
う
い
っ
た

態
勢
に
も
っ
て
い
け
れ
ば
、
と

思
う
が
、
ど
う
か
？

答　

議
員
の
言
う
よ
う
に
今

後
、
進
め
て
い
く
。
職
員
一
人

一
人
が
自
分
の
職
務
に
自
信
を

も
っ
て
全
う
で
き
る
よ
う
頑
張

る
こ
と
が
第
一
だ
。
も
し
あ
っ

た
場
合
、
原
因
を
そ
の
職
員
に

言
う
の
で
は
な
く
、
問
題
を
提

起
し
て
ど
う
し
た
ら
直
る
か
、
そ

う
し
た
こ
と
が
先
決
に
な
る
。

い
平
和
外
交
こ
そ
政
府
の
役
割

と
述
べ
て
い
る
。
村
長
の
平
和

へ
の
思
い
、
決
意
の
表
明
を
求

め
る
。

答　

私
の
考
え
を
示
す
。
武
力

に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
は

決
し
て
容
認
で
き
な
い
。
国
際

法
・
国
連
憲
章
に
違
反
し
、
国

際
社
会
へ
の
平
和
と
秩
序
、
安

全
を
脅
か
し
、
断
じ
て
許
せ
な

い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
ロ
シ
ア

軍
が
撤
退
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

平
和
と
安
全
が
訪
れ
る
こ
と
を

願
う
。
声
を
あ
げ
広
げ
る
こ
と

が
私
の
義
務
だ
と
思
う
。

問　

憲
法
制
定
直
後
の
「
義
務

教
育
無
償
化
」
に
つ
い
て
の
国

の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
か
。

答　

憲
法
で
「
義
務
教
育
は
こ

れ
を
無
償
と
す
る
」
と
明
示
さ

れ
、
そ
の
範
囲
は
授
業
料
の
無

償
化
を
定
め
た
も
の
と
解
す

る
。
給
食
費
を
含
む
そ
の
他
の

経
費
は
含
ま
れ
な
い
と
解
さ
れ

て
い
る
。
（
教
育
長
）

問　
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
年
）

３
月
26
日
、
第
３
次
吉
田
内
閣

当
時
の
第
10
回
国
会
参
議
院
文

部
委
員
会
で
の
質
疑
で
、「
義
務

教
育
の
無
償
を
で
き
る
だ
け
早

く
広
範
囲
に
実
現
し
た
い
」
と

い
」
と
し
て
い
る
。
旧
文
部
省

の
学
校
給
食
の
手
引
き
、
平
成

20
年
の
学
習
指
導
要
領
で
も
、

給
食
を
通
し
て
正
し
い
食
事
の

在
り
方
や
好
ま
し
い
人
間
関
係

を
体
得
す
る
教
育
活
動
と
し
、

食
育
の
推
進=

教
育
活
動
の
一

環
で
あ
る
こ
と
は
明
確
だ
。

島
の
食
材
を
使
用
し
、
地
域
を

理
解
し
食
文
化
の
継
承
、
自
然

の
恵
み
、
勤
労
の
大
切
さ
を
理

解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
自
治

体
が
率
先
し
事
実
と
し
て
無
償

化
が
広
が
っ
て
い
る
。
御
蔵
島

村
、
利
島
村
に
続
き
３
年
前
か

ら
三
宅
村
で
も
実
施
さ
れ
た
。

全
国
的
に
は
ど
う
か
。
特
に
群

馬
県
で
は
ど
う
か
。

答　

微
増
傾
向
だ
が
大
き
く
増

加
し
て
い
る
実
感
は
な
い
。
群

馬
県
で
は
14
自
治
体
（
35
市
町

村
）
が
実
施
で
全
国
１
位
。
子

育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

を
目
的
に
「
子
育
て
し
た
い
ま

ち
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
推
進
さ
れ
て
い

し
、「
内
容
と
し
て
は
、
現
在
は

授
業
料
だ
が
、
教
科
書
、
学
用

品
、
学
校
給
食
費
、
で
き
れ
ば

交
通
費
も
考
え
て
い
る
」
と
答

弁
し
て
い
る
。
学
校
給
食
の
無

償
は
「
義
務
教
育
の
無
償
化
」

に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
だ
。70
年
以
上
経
過
し
た

が
、
憲
法
の
理
念
は
置
き
去
り

に
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
「
学
校

設
置
者
（
自
治
体
）
に
お
い
て

検
討
さ
れ
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し

る
。（
教
育
長
）

問　

２
０
２
１
年
７
月
現
在
、

群
馬
県
内
35
市
町
村
中
約
８
割

の
26
自
治
体
が
学
校
給
食
費
の

補
助
を
実
施
し
、
う
ち
12
自
治

体
約
35
％
が
完
全
無
料
化
だ
。

移
住
促
進
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。
食
育
の
推
進
、

人
材
確
保
、
保
護
者
負
担
の
軽

減
、
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境

の
整
備
、
移
住
・
定
住
の
促
進

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
効
果
が
あ

る
。
村
と
し
て
、
高
齢
化
社
会

を
支
え
る
現
役
世
代
に
対
し
、

保
護
者
負
担
軽
減
、
子
育
て
を

し
っ
か
り
支
援
す
る
学
校
給
食

の
無
償
化
を
具
体
的
に
検
討
す

べ
き
だ
。

答　

人
口
減
少
対
策
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
。
村
と

し
て
や
ら
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
少
し
で
も
実
現
し
た
い
と

い
う
方
向
で
考
え
て
い
く
。

（
村
長
）

問　

平
均
寿
命
が
延
び
世
界
一

の
長
寿
国
と
な
っ
た
。
村
長

は
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
も

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が

重
要
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
高

齢
者
の
約
半
数
は
加
齢
性
難
聴

と
推
定
さ
れ
、
近
年
、
加
齢
性

難
聴
と
認
知
症
の
関
連
が
明
ら

か
に
さ
れ
、
２
０
１
５
年
、
厚

労
省
は
認
知
症
の
危
険
因
子
と

し
て
初
め
て
難
聴
を
加
え
た
。

難
聴
へ
の
対
策
は
認
知
症
の
予

防
法
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
補
聴
器
購
入

費
へ
の
補
助
は
東
京
都
の
各
自

治
体
で
広
が
っ
て
い
る
（
16
区

１
市
１
村
）。聴
力
検
査
の
実

施
、
補
聴
器
購
入
費
補
助
を
求

め
る
。

答　

補
聴
器
装
用
に
特
化
し
た

支
援
は
考
え
て
い
な
い
。
新
し

い
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
検
討

し
、
総
合
的
に
進
め
て
い
く
。

健
康
な
島
を
目
指
す
。

 

問　

新
島
村
の
主
力
産
業
は
、

観
光
業
お
よ
び
建
設
・
土
木

業
で
、
漁
業
、
農
業
は
二
次
、

三
次
的
と
な
っ
て
い
る
。
農
漁

業
の
衰
退
原
因
は
、
生
産
性
の

低
下
も
あ
ろ
う
が
、
安
定
就
業
、

安
定
所
得
を
求
め
る
時
代
の
流

れ
の
中
で
の
後
継
者
不
足
で
あ

ろ
う
。
観
光
業
と
て
、
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
等
で
の
廃
業

が
目
立
ち
、
収
容
力
低
下
が
赤

信
号
で
、
建
設
・
土
木
も
、
い

つ
ま
で
も
安
定
し
た
工
事
量
が

見
込
ま
れ
る
訳
で
は
な
い
。

　

村
の
産
業
形
態
は
、
元
々
専

業
で
の
生
計
維
持
は
難
し
く
、

半
農
半
漁
始
め
、
家
業(

本
業)

と
漁
業
、
農
業
、
家
業
と
観

光
業
、
家
業
と
建
設
・
土
木

業
等
、
季
節
ご
と
使
い
分
け
従

事
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
繁
忙
期

と
閑
散
期
な
ど
が
あ
り
、
漁
業
、

観
光
業
と
建
設
・
土
木
業
は
、

こ
れ
が
真
逆
で
あ
る
た
め
、
雇

用
の
調
整
弁
に
な
っ
た
。

　

後
継
者
対
策
に
つ
い
て
、
個

々
の
事
業
を
組
織
化
し
て
、
産

業
維
持
、
雇
用
推
進
で
き
な

い
か
。
建
設
・
土
木
業
者
等
が

漁
業
、
農
業
参
入
し
て
端
境
期

の
雇
用
維
持
で
き
な
い
か
。

　

漁
業
は
、
船
の
維
持
管
理
費

が
高
く
、
魚
価
・
水
揚
げ
の
低

迷
と
相
ま
っ
て
、
収
益
を
圧
迫

し
て
い
る
。
個
人
操
業
が
主

流
で
、
新
船
取
得
に
は
家
一
軒

以
上
の
費
用
を
要
す
が
、
複
数

名
で
の
乗
合
い
操
業
に
切
替
え

は
で
き
な
い
か
。
一
人
当
た
り

の
水
揚
げ
は
減
り
、
気
ま
ま
な

操
業
は
で
き
な
く
な
る
が
、
新

船
の
初
期
投
資
が
大
幅
に
削
減

さ
れ
る
他
、
維
持
管
理
費
、
燃

料
費
の
削
減
で
カ
バ
ー
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
若
者
を
乗
員
に

加
え
れ
ば
、
後
継
者
育
成
に
繋

が
る
し
、
緊
急
避
難
時
の
相
互

協
力
が
得
ら
れ
、
高
齢
化
し
て

も
安
心
で
あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も
貢
献
で
き
る
。

　

宿
泊
業
者
を
組
織
化
し
、
施

設
の
借
り
上
げ
、
食
事
の
一
括

提
供
等
、
一
元
管
理
し
、
収
容

能
力
維
持
、
雇
用
推
進
で
き
な

い
か
。
地
元
の
労
働
力
他
、
ア

ル
バ
イ
ト
等
、
島
外
か
ら
調
達

す
る
。
事
業
の
中
で
、
若
い
人

た
ち
に
ノ
ウ
ハ
ウ
他
、
苦
労
や

喜
び
を
伝
授
で
き
、
後
継
者
育

成
に
も
繋
が
る
。
島
外
か
ら
の

参
画
者
が
、
移
住
・
定
住
や
継

承
者
へ
の
可
能
性
も
生
ま
れ
る
。

　

旅
行
で
は
、
食
が
楽
し
み
で

あ
る
。
農
・
漁
業
産
品
共
に
欠

か
せ
な
い
が
、
特
に
漁
業
は
、

主
力
が
高
齢
に
達
し
、
組
合
員

数
も
激
減
し
て
い
る
。
タ
カ
ベ

漁
は
操
業
一
隻
の
み
。
赤
イ
カ

や
キ
ン
メ
、
黒
ム
ツ
な
ど
も
懸

念
が
あ
る
。

　

一
朝
一
夕
に
は
成
ら
な
い
事

は
百
も
承
知
だ
が
、
伝
授
得
ら

れ
る
内
に
進
め
て
み
る
価
値
は

あ
る
と
思
う
。
個
人
的
に
も
議

会
内
、
村
内
で
提
唱
し
て
行

く
が
、
村
で
早
急
に
検
討
・
協

議
し
、
提
唱
、
先
導
し
て
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

答　

漁
業
は
後
継
者
育
成
事

業
、
農
業
は
認
定
・
認
証
農
業

者
補
助
事
業
な
ど
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
建
設
業
者
の
中

に
は
、
農
業
に
参
入
し
て
雇
用

の
維
持
や
農
産
物
に
貢
献
し
て

い
る
企
業
も
あ
る
。
農
業
普
及

員
や
ふ
れ
あ
い
農
園
な
ど
、
知

識
・
技
術
を
備
え
た
人
材
が
常

に
指
導
に
当
た
っ
て
お
り
、
ま

た
、
農
業
者
同
士
の
交
流
も
あ

る
事
か
ら
、
農
業
技
術
等
の
継

承
は
心
配
な
い
。

　

ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
事
業
者
が

現
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

商
工
会
の
支
援
に
よ
り
、
飲
食

店
や
宿
泊
業
、
ま
た
は
観
光
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
へ
の
起
業
相

談
を
村
も
受
け
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
参
入
者
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
り
、
行
政

が
や
り
過
ぎ
ず
民
間
で
で
き
る

事
は
民
間
で
、
民
間
で
で
き
な

い
事
を
行
政
で
と
考
え
て
い

る
。

　

漁
業
振
興
は
、
引
き
続
き
漁

協
と
の
関
係
を
強
化
し
、
後
継

者
育
成
を
図
っ
て
い
く
。
漁
船

に
つ
い
て
は
リ
ー
ス
の
方
法
も

あ
る
。
地
域
活
性
化
起
業
人
の

知
恵
を
借
り
て
研
究
を
進
め

る
。

問　

村
、
都
の
支
援
に
よ
り
、

認
定
・
認
証
農
業
者
共
に
増

え
、
農
業
従
事
す
る
方
々
が
着

実
に
増
加
し
て
い
る
。
専
業
で

の
生
計
維
持
は
厳
し
い
も
の

の
、
家
事
消
費
始
め
、
島
内
外

販
売
な
ど
、
生
産
性
お
よ
び
新

島
産
品
の
知
名
度
は
着
実
に
高

ま
っ
て
お
り
、
資
金
の
島
外
流

出
を
止
め
て
い
る
。
中
高
年
の

方
々
の
健
康
増
進
に
繋
が
っ

て
い
る
。
荒
れ
た
山
畑
の
開
墾

や
整
備
が
、
環
境
美
化
や
海
産

物
へ
の
栄
養
補
給
に
も
繋
が

る
。
近
年
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や

椿
の
実
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

農
協
で
は
裾
野
拡
大
の
た
め
、

優
遇
を
行
っ
て
い
る
。

　

農
業
意
欲
に
水
を
差
し
た

の
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
と
急
激
に
進
ん
だ
円
安
で

あ
る
。
肥
料
や
農
薬
等
の
価
格

が
急
騰
し
て
い
る
。
農
協
と
し

て
は
価
格
を
廉
価
に
抑
え
た

い
。
農
業
熱
を
下
げ
な
い
た

め
に
も
、
肥
料
仕
入
価
格
上
昇

分
だ
け
で
も
支
援
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

答　

あ
ら
ゆ
る
業
種
の
方
々
が

同
様
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。

公
平
性
の
観
点
か
ら
支
援
は
現

状
考
え
て
い
な
い
。
村
は
、
認

証
農
家
・
認
定
農
家
の
肥
料
や

農
薬
な
ど
、
金
額
に
応
じ
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

問　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向

け
て
世
界
が
動
き
出
し
て
い

る
。
新
た
な
時
代
を
見
据
え

た
こ
れ
か
ら
の
新
島
の
観
光

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　

新
島
村
に
島
民
・
来
島
者

が
利
用
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
複

合
施
設
の
設
置
要
望
を
し
て

い
る
。
東
京
都
に
は
都
立
羽

伏
浦
公
園
の
一
部
に
ス
ケ
ボ

ー
専
用
広
場
の
整
備
の
検
討

を
提
案
し
た
が
、
公
園
計
画

の
見
直
し
の
必
要
が
あ
り
、

時
間
が
か
か
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
新
島
村
は
村
で
ス
ポ

ー
ツ
複
合
施
設
の
設
置
を
し
、

魅
力
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
村
長

の
意
見
を
伺
う
。

答　

昨
年
度
３
月
11
日
付
で
、

島
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
お
よ

び
小
久
保
議
員
の
連
名
で
村

に
要
望
書
の
提
出
が
あ
り
、

受
理
を
し
て
い
る
。
都
立
羽

伏
浦
公
園
に
ス
ケ
ー
ト
パ
ー

ク
の
設
置
を
要
望
し
た
と
こ

ろ
だ
が
、
国
・
都
・
村
と
の

事
前
合
意
が
必
要
で
あ
り
、

年
単
位
の
時
間
が
か
か
る
と

予
想
さ
れ
る
。

問　

事
故
に
つ
い
て
懸
念
が

あ
る
と
の
事
だ
が
、
条
件
付

き
で
検
討
す
る
と
の
答
弁
な

の
で
前
向
き
に
捉
え
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
は
ス
ケ

ボ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
団
体
か
ら

も
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
い

る
。
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
新
島
村
で
は
い
ろ
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
あ
る
が
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を

作
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
サ
ー

フ
ィ
ン
と
い
う
横
乗
り
の
カ

　

新
島
村
独
自
の
複
合
ス
ポ

ー
ツ
施
設
設
置
は
現
在
の
と

こ
ろ
想
定
し
て
い
な
い
。
羽

伏
浦
公
園
内
に
ス
ケ
ー
ト
パ

ー
ク
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の

対
応
と
し
て
、
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
設
備
の
検
討
等
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
事

故
・
ケ
ガ
が
発
生
し
た
際
の

所
在
責
任
「
怪
我
は
自
分
の
責

任
」
を
し
っ
か
り
浸
透
さ
せ
る

こ
と
が
カ
ギ
と
な
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
設
置

に
よ
っ
て
の
観
光
振
興
は
、

現
実
的
に
は
な
か
な
か
厳
し

い
も
の
が
あ
る
が
、
事
故
・

ケ
ガ
の
条
件
が
ク
リ
ア
に
な

る
見
込
み
が
あ
れ
ば
今
後
、

観
光
振
興
面
だ
け
で
な
く
、

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
育
て
る
な

ど
人
材
育
成
や
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
、
世
代
を
超
え
た
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
場
所
と
し

て
の
位
置
づ
け
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
。

ル
チ
ャ
ー
が
根
付
い
て
い
る

新
島
村
だ
か
ら
こ
そ
必
要
だ
と

思
う
。

　

全
国
で
も
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク

は
増
え
て
い
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ

ろ
に
人
は
来
る
。
目
的
型
観
光

に
な
っ
て
い
る
今
、
観
光
動
機

・
来
島
動
機
に
な
る
も
の
の
創

出
が
必
要
。
東
京
都
や
国
が
や

っ
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い

た
ら
、
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

う
。
未
来
へ
の
投
資
を
し
な

け
れ
ば
、
繁
栄
は
な
い
。
タ
ネ

を
撒
か
な
い
の
に
芽
が
出
る
わ

け
が
な
い
し
、
実
を
取
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

副
村
長
は
将
来
的
に
若
い
世

代
に
多
く
の
負
担
を
か
け
な
い

た
め
に
と
、
（
同
僚
議
員
へ
の

答
弁
で
）
財
政
調
整
基
金
の
必

要
性
を
話
し
て
い
た
が
、
こ
の

ま
ま
で
は
そ
の
若
者
が
い
な
く

な
る
。
現
時
点
で
子
供
の
数
が

年
々
減
っ
て
い
る
。
移
住
も
定

住
も
、
観
光
も
Ｕ
タ
ー
ン
も
新

島
村
が
魅
力
的
な
面
白
い
島
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
、

観
光
の
目
玉
、
島
民
と
の
交
流

も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル

ド
に
つ
い
て
村
独
自
の
対
策
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

夏
期
海
岸
に
お
け
る
ヒ
リ

ー
（
日
除
け
）
を
今
年
は
設
置

す
る
予
定
が
あ
る
の
か
？

　

ま
た
、
昨
年
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
和
田
浜
海
岸
の
浮
島
は
、

今
年
は
新
た
に
設
置
予
定
か
？

答　

ヒ
リ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
、
地
区
ご
と
の
現
状
を
把

握
し
、
担
当
課
に
お
い
て
協

議
し
、
最
終
的
判
断
を
し
た

が
、
村
と
し
て
予
算
計
上
も

な
く
設
置
予
定
も
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
村
の
あ
る

団
体
が
地
元
の
子
供
た
ち
の

た
め
と
し
て
、
ヒ
リ
ー
の
設

置
を
検
討
し
て
お
り
、
設
置

に
あ
た
っ
て
、
相
談
を
受
け

て
い
る
。

　

浮
島
に
つ
い
て
は
昨
年
度
、

台
風
に
よ
り
破
損
さ
れ
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
現

在
、
新
た
に
浮
島
を
購
入
す

る
た
め
契
約
を
済
ま
せ
納
品

待
ち
の
状
態
で
、
納
品
が
完

了
す
れ
ば
設
置
を
行
う
。

問 　
　
　
産
業
振
興(

地
場

産
業
の
再
構
築)

に
つ
い
て

�
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億
円
前
後
を
動
い
て
い
た
が
、

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

ま
で
３
カ
年
連
続
で
年
間
１
億

円
ほ
ど
減
少
し
、
令
和
元
年
度

末
は
３
億
１
千
万
円
と
な
っ

た
。

　

基
金
の
積
み
立
て
基
準
と
し

て
10
億
円
程
度
は
必
要
と
考

え
る
。
令
和
３
年
度
末
の
新
島

村
の
基
金
の
見
込
み
は
、
都
下

島
し
ょ
部
９
町
村
中
７
番
目

で
、
三
多
摩
を
含
む
町
村
部
で

は
13
団
体
中
、
11
番
目
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
般
会
計
予
算
は
毎
年
38
億

〜
40
億
円
の
規
模
と
な
っ
て
お

り
、
お
金
が
眠
っ
て
い
る
と
も

渋
い
と
も
言
え
な
い
。
し
か
し

積
極
的
に
投
資
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
あ
る
の
も
事
実
だ
と
考
え

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
伺

い
、
将
来
に
向
け
て
予
算
の
有

効
活
用
を
行
な
っ
て
い
く
。

注
：
紙
面
に
限
り
が
あ
る
関
係

で
、
概
略
、
要
点
を
記
す
に
留

め
ま
し
た
。

問　

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
は
、
い
か

な
る
理
由
を
も
っ
て
し
て
も
許

さ
れ
な
い
。
国
連
憲
章
を
踏
み

に
じ
り
、
世
界
の
平
和
秩
序
を

根
底
か
ら
脅
か
す
暴
挙
だ
。
立

川
佳
夫
青
ヶ
島
村
長
は
「…

国

民
の
安
全
を
第
一
に
武
力
衝
突

を
避
け
、
外
交
に
よ
る
問
題
解

決
に
向
か
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
述
べ
、
戦
争
を
さ
せ
な

み
、
本
人
が
別
の
口
座
に
移
し

た
こ
と
で
刑
事
事
件
と
な
っ
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
村
長
は
ど
の

よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
か
お
訊

き
す
る
。

答　

他
人
事
で
は
な
く
、
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
時
は
、

即
、
出
納
室
に
出
向
き
、
阿
武

問　

４
月
上
旬
、
山
口
県
阿
武

町
役
場
が
誤
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ

の
給
付
金
４
６
３
０
万
円
を
一

人
の
住
民
の
銀
行
口
座
に
振
込

町
の
ケ
ー
ス
は
ど
の
よ
う
に
起

こ
っ
た
の
か
、
当
村
の
送
金
方

法
に
は
問
題
が
な
い
か
、
確
認

し
た
。

問　

阿
武
町
は
そ
の
後
の
住
民

説
明
会
で
、
「
引
き
継
ぎ
が
で
き

な
か
っ
た
の
が
最
大
の
原
因
」

と
し
て
い
る
。
今
回
の
事
態
を

新
島
村
に
当
て
は
め
た
場
合
、

ど
う
な
の
か
？

答　

現
在
、
ど
の
自
治
体
で
も

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
て
い
る
。
支
出
事
務
で
は
そ

れ
ぞ
れ
法
令
等
の
規
定
が
あ

り
、
出
納
室
で
は
、
「
法
令
は

自
ら
の
眼
で
確
認
し
て
自
分
の

考
え
に
反
映
さ
せ
る
」
を
基
本

に
、
支
出
事
務
に
関
す
る
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
、
職
員
一

人
一
人
が
法
令
等
を
理
解
し
、

そ
の
業
務
に
当
た
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。

問　

村
は
キ
チ
ン
と
し
た
チ
ェ

ッ
ク
体
制
を
整
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
誤
送

金
、
誤
り
の
例
は
な
か
っ
た
、

と
言
っ
て
い
い
の
か
？

答　

臨
時
給
付
金
の
よ
う
に
数

十
件
、
数
百
件
に
お
よ
ぶ
多
数

の
送
金
に
関
し
て
は
、
申
請
の

段
階
で
口
座
情
報
を
提
出
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
当
村
で
は
臨

時
給
付
金
を
３
月
か
ら
支
給

し
、
こ
れ
ま
で
に
６
回
、
３
３

６
件
の
送
金
を
完
了
し
た
。
名

義
等
の
口
座
情
報
と
金
額
を
入

力
し
た
送
金
依
頼
書
を
２
名
以

上
の
職
員
で
確
認
し
た
上
で
、

数
日
前
に
指
定
金
融
機
関
に
送

金
依
頼
し
、
指
定
金
融
機
関
で

も
確
認
作
業
を
行
な
い
、
確
実

な
送
金
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

問　

人
間
の
や
る
こ
と
だ
か
ら

万
一
、
起
こ
ら
な
い
と
も
限
ら

な
い
。
誤
送
金
が
起
き
た
場
合

の
フ
ォ
ロ
ー
態
勢
は
？

答　

誤
送
金
を
し
て
し
ま
っ
た

場
合
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
特
に
用

意
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
組
戻

し
の
処
理
は
、
そ
の
手
順
な
ど

を
記
し
た
上
で
指
定
金
融
機
関

と
連
携
を
と
れ
る
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

問　

金
融
機
関
と
の
連
携
、
連

絡
を
密
に
す
る
の
は
大
事
だ

が
、
同
時
に
法
律
的
な
処
理
も

合
わ
せ
て
や
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
ど
う
か
？

答　

も
し
誤
送
金
が
起
き
た
場

合
、
私
共
は
法
律
に
不
慣
れ
な

の
で
、
顧
問
弁
護
士
に
処
理
方

法
を
伺
い
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問　

会
計
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
操

作
す
る
の
は
人
間
だ
か
ら
エ
ラ

ー
は
ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ
な

い
と
思
う
。
万
一
、
起
き
た
場

合
の
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
も

大
事
だ
が
、
今
後
そ
う
い
っ
た

こ
と
が
起
き
な
い
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
、
キ
ッ
チ
リ

や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う

が
、
ど
う
か
？

答　

誤
送
金
問
題
に
止
め
る
こ

と
は
な
く
、
誤
り
が
ど
う
し
て

起
き
た
の
か
、
担
当
課
で
原
因

を
探
り
、
同
じ
誤
り
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
職
員
一
人
一
人
が
す

べ
て
の
業
務
に
緊
張
感
を
持
っ

て
当
た
る
よ
う
、
今
後
も
指
導

し
て
い
く
。

問　

飛
行
機
事
故
の
場
合
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
の
対
応
は
異
な

る
。
日
本
の
場
合
、
原
因
究
明

は
加
害
者
に
い
ろ
い
ろ
質
問
し

て
場
合
に
よ
っ
て
は
刑
事
責
任

を
問
う
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は

刑
事
責
任
を
一
切
問
わ
な
い
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
加
害
者
に
は

自
己
保
身
が
あ
る
か
ら
本
当
の

こ
と
は
言
わ
な
い
。
だ
か
ら
本

人
を
問
い
詰
め
る
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
事
実
究
明
を

し
て
二
度
と
起
こ
さ
な
い
姿
勢

が
大
事
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

新
島
村
も
よ
っ
ぽ
ど
仕
事
の

怠
慢
が
あ
っ
た
ら
別
だ
が
、
普

段
の
業
務
で
ち
ょ
っ
と
し
た
間

違
い
を
し
た
場
合
に
、
本
人
を

問
い
詰
め
た
り
、
降
格
を
考
え

た
り
し
な
い
で
、
し
っ
か
り
原

因
究
明
を
す
る
。
こ
う
い
っ
た

態
勢
に
も
っ
て
い
け
れ
ば
、
と

思
う
が
、
ど
う
か
？

答　

議
員
の
言
う
よ
う
に
今

後
、
進
め
て
い
く
。
職
員
一
人

一
人
が
自
分
の
職
務
に
自
信
を

も
っ
て
全
う
で
き
る
よ
う
頑
張

る
こ
と
が
第
一
だ
。
も
し
あ
っ

た
場
合
、
原
因
を
そ
の
職
員
に

言
う
の
で
は
な
く
、
問
題
を
提

起
し
て
ど
う
し
た
ら
直
る
か
、
そ

う
し
た
こ
と
が
先
決
に
な
る
。

い
平
和
外
交
こ
そ
政
府
の
役
割

と
述
べ
て
い
る
。
村
長
の
平
和

へ
の
思
い
、
決
意
の
表
明
を
求

め
る
。

答　

私
の
考
え
を
示
す
。
武
力

に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
は

決
し
て
容
認
で
き
な
い
。
国
際

法
・
国
連
憲
章
に
違
反
し
、
国

際
社
会
へ
の
平
和
と
秩
序
、
安

全
を
脅
か
し
、
断
じ
て
許
せ
な

い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
ロ
シ
ア

軍
が
撤
退
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

平
和
と
安
全
が
訪
れ
る
こ
と
を

願
う
。
声
を
あ
げ
広
げ
る
こ
と

が
私
の
義
務
だ
と
思
う
。

問　

憲
法
制
定
直
後
の
「
義
務

教
育
無
償
化
」
に
つ
い
て
の
国

の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
か
。

答　

憲
法
で
「
義
務
教
育
は
こ

れ
を
無
償
と
す
る
」
と
明
示
さ

れ
、
そ
の
範
囲
は
授
業
料
の
無

償
化
を
定
め
た
も
の
と
解
す

る
。
給
食
費
を
含
む
そ
の
他
の

経
費
は
含
ま
れ
な
い
と
解
さ
れ

て
い
る
。
（
教
育
長
）

問　
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
年
）

３
月
26
日
、
第
３
次
吉
田
内
閣

当
時
の
第
10
回
国
会
参
議
院
文

部
委
員
会
で
の
質
疑
で
、「
義
務

教
育
の
無
償
を
で
き
る
だ
け
早

く
広
範
囲
に
実
現
し
た
い
」
と

い
」
と
し
て
い
る
。
旧
文
部
省

の
学
校
給
食
の
手
引
き
、
平
成

20
年
の
学
習
指
導
要
領
で
も
、

給
食
を
通
し
て
正
し
い
食
事
の

在
り
方
や
好
ま
し
い
人
間
関
係

を
体
得
す
る
教
育
活
動
と
し
、

食
育
の
推
進=

教
育
活
動
の
一

環
で
あ
る
こ
と
は
明
確
だ
。

島
の
食
材
を
使
用
し
、
地
域
を

理
解
し
食
文
化
の
継
承
、
自
然

の
恵
み
、
勤
労
の
大
切
さ
を
理

解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
自
治

体
が
率
先
し
事
実
と
し
て
無
償

化
が
広
が
っ
て
い
る
。
御
蔵
島

村
、
利
島
村
に
続
き
３
年
前
か

ら
三
宅
村
で
も
実
施
さ
れ
た
。

全
国
的
に
は
ど
う
か
。
特
に
群

馬
県
で
は
ど
う
か
。

答　

微
増
傾
向
だ
が
大
き
く
増

加
し
て
い
る
実
感
は
な
い
。
群

馬
県
で
は
14
自
治
体
（
35
市
町

村
）
が
実
施
で
全
国
１
位
。
子

育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

を
目
的
に
「
子
育
て
し
た
い
ま

ち
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
推
進
さ
れ
て
い

し
、「
内
容
と
し
て
は
、
現
在
は

授
業
料
だ
が
、
教
科
書
、
学
用

品
、
学
校
給
食
費
、
で
き
れ
ば

交
通
費
も
考
え
て
い
る
」
と
答

弁
し
て
い
る
。
学
校
給
食
の
無

償
は
「
義
務
教
育
の
無
償
化
」

に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
だ
。70
年
以
上
経
過
し
た

が
、
憲
法
の
理
念
は
置
き
去
り

に
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
「
学
校

設
置
者
（
自
治
体
）
に
お
い
て

検
討
さ
れ
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し

る
。（
教
育
長
）

問　

２
０
２
１
年
７
月
現
在
、

群
馬
県
内
35
市
町
村
中
約
８
割

の
26
自
治
体
が
学
校
給
食
費
の

補
助
を
実
施
し
、
う
ち
12
自
治

体
約
35
％
が
完
全
無
料
化
だ
。

移
住
促
進
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。
食
育
の
推
進
、

人
材
確
保
、
保
護
者
負
担
の
軽

減
、
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境

の
整
備
、
移
住
・
定
住
の
促
進

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
効
果
が
あ

る
。
村
と
し
て
、
高
齢
化
社
会

を
支
え
る
現
役
世
代
に
対
し
、

保
護
者
負
担
軽
減
、
子
育
て
を

し
っ
か
り
支
援
す
る
学
校
給
食

の
無
償
化
を
具
体
的
に
検
討
す

べ
き
だ
。

答　

人
口
減
少
対
策
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
。
村
と

し
て
や
ら
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
少
し
で
も
実
現
し
た
い
と

い
う
方
向
で
考
え
て
い
く
。

（
村
長
）

問　

平
均
寿
命
が
延
び
世
界
一

の
長
寿
国
と
な
っ
た
。
村
長

は
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
も

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が

重
要
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
高

齢
者
の
約
半
数
は
加
齢
性
難
聴

と
推
定
さ
れ
、
近
年
、
加
齢
性

難
聴
と
認
知
症
の
関
連
が
明
ら

か
に
さ
れ
、
２
０
１
５
年
、
厚

労
省
は
認
知
症
の
危
険
因
子
と

し
て
初
め
て
難
聴
を
加
え
た
。

難
聴
へ
の
対
策
は
認
知
症
の
予

防
法
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
補
聴
器
購
入

費
へ
の
補
助
は
東
京
都
の
各
自

治
体
で
広
が
っ
て
い
る
（
16
区

１
市
１
村
）。聴
力
検
査
の
実

施
、
補
聴
器
購
入
費
補
助
を
求

め
る
。

答　

補
聴
器
装
用
に
特
化
し
た

支
援
は
考
え
て
い
な
い
。
新
し

い
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
検
討

し
、
総
合
的
に
進
め
て
い
く
。

健
康
な
島
を
目
指
す
。

 

問　

新
島
村
の
主
力
産
業
は
、

観
光
業
お
よ
び
建
設
・
土
木

業
で
、
漁
業
、
農
業
は
二
次
、

三
次
的
と
な
っ
て
い
る
。
農
漁

業
の
衰
退
原
因
は
、
生
産
性
の

低
下
も
あ
ろ
う
が
、
安
定
就
業
、

安
定
所
得
を
求
め
る
時
代
の
流

れ
の
中
で
の
後
継
者
不
足
で
あ

ろ
う
。
観
光
業
と
て
、
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
等
で
の
廃
業

が
目
立
ち
、
収
容
力
低
下
が
赤

信
号
で
、
建
設
・
土
木
も
、
い

つ
ま
で
も
安
定
し
た
工
事
量
が

見
込
ま
れ
る
訳
で
は
な
い
。

　

村
の
産
業
形
態
は
、
元
々
専

業
で
の
生
計
維
持
は
難
し
く
、

半
農
半
漁
始
め
、
家
業(

本
業)

と
漁
業
、
農
業
、
家
業
と
観

光
業
、
家
業
と
建
設
・
土
木

業
等
、
季
節
ご
と
使
い
分
け
従

事
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
繁
忙
期

と
閑
散
期
な
ど
が
あ
り
、
漁
業
、

観
光
業
と
建
設
・
土
木
業
は
、

こ
れ
が
真
逆
で
あ
る
た
め
、
雇

用
の
調
整
弁
に
な
っ
た
。

　

後
継
者
対
策
に
つ
い
て
、
個

々
の
事
業
を
組
織
化
し
て
、
産

業
維
持
、
雇
用
推
進
で
き
な

い
か
。
建
設
・
土
木
業
者
等
が

漁
業
、
農
業
参
入
し
て
端
境
期

の
雇
用
維
持
で
き
な
い
か
。

　

漁
業
は
、
船
の
維
持
管
理
費

が
高
く
、
魚
価
・
水
揚
げ
の
低

迷
と
相
ま
っ
て
、
収
益
を
圧
迫

し
て
い
る
。
個
人
操
業
が
主

流
で
、
新
船
取
得
に
は
家
一
軒

以
上
の
費
用
を
要
す
が
、
複
数

名
で
の
乗
合
い
操
業
に
切
替
え

は
で
き
な
い
か
。
一
人
当
た
り

の
水
揚
げ
は
減
り
、
気
ま
ま
な

操
業
は
で
き
な
く
な
る
が
、
新

船
の
初
期
投
資
が
大
幅
に
削
減

さ
れ
る
他
、
維
持
管
理
費
、
燃

料
費
の
削
減
で
カ
バ
ー
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
若
者
を
乗
員
に

加
え
れ
ば
、
後
継
者
育
成
に
繋

が
る
し
、
緊
急
避
難
時
の
相
互

協
力
が
得
ら
れ
、
高
齢
化
し
て

も
安
心
で
あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も
貢
献
で
き
る
。

　

宿
泊
業
者
を
組
織
化
し
、
施

設
の
借
り
上
げ
、
食
事
の
一
括

提
供
等
、
一
元
管
理
し
、
収
容

能
力
維
持
、
雇
用
推
進
で
き
な

い
か
。
地
元
の
労
働
力
他
、
ア

ル
バ
イ
ト
等
、
島
外
か
ら
調
達

す
る
。
事
業
の
中
で
、
若
い
人

た
ち
に
ノ
ウ
ハ
ウ
他
、
苦
労
や

喜
び
を
伝
授
で
き
、
後
継
者
育

成
に
も
繋
が
る
。
島
外
か
ら
の

参
画
者
が
、
移
住
・
定
住
や
継

承
者
へ
の
可
能
性
も
生
ま
れ
る
。

　

旅
行
で
は
、
食
が
楽
し
み
で

あ
る
。
農
・
漁
業
産
品
共
に
欠

か
せ
な
い
が
、
特
に
漁
業
は
、

主
力
が
高
齢
に
達
し
、
組
合
員

数
も
激
減
し
て
い
る
。
タ
カ
ベ

漁
は
操
業
一
隻
の
み
。
赤
イ
カ

や
キ
ン
メ
、
黒
ム
ツ
な
ど
も
懸

念
が
あ
る
。

　

一
朝
一
夕
に
は
成
ら
な
い
事

は
百
も
承
知
だ
が
、
伝
授
得
ら

れ
る
内
に
進
め
て
み
る
価
値
は

あ
る
と
思
う
。
個
人
的
に
も
議

会
内
、
村
内
で
提
唱
し
て
行

く
が
、
村
で
早
急
に
検
討
・
協

議
し
、
提
唱
、
先
導
し
て
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

答　

漁
業
は
後
継
者
育
成
事

業
、
農
業
は
認
定
・
認
証
農
業

者
補
助
事
業
な
ど
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
建
設
業
者
の
中

に
は
、
農
業
に
参
入
し
て
雇
用

の
維
持
や
農
産
物
に
貢
献
し
て

い
る
企
業
も
あ
る
。
農
業
普
及

員
や
ふ
れ
あ
い
農
園
な
ど
、
知

識
・
技
術
を
備
え
た
人
材
が
常

に
指
導
に
当
た
っ
て
お
り
、
ま

た
、
農
業
者
同
士
の
交
流
も
あ

る
事
か
ら
、
農
業
技
術
等
の
継

承
は
心
配
な
い
。

　

ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
事
業
者
が

現
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

商
工
会
の
支
援
に
よ
り
、
飲
食

店
や
宿
泊
業
、
ま
た
は
観
光
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
へ
の
起
業
相

談
を
村
も
受
け
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
参
入
者
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
り
、
行
政

が
や
り
過
ぎ
ず
民
間
で
で
き
る

事
は
民
間
で
、
民
間
で
で
き
な

い
事
を
行
政
で
と
考
え
て
い

る
。

　

漁
業
振
興
は
、
引
き
続
き
漁

協
と
の
関
係
を
強
化
し
、
後
継

者
育
成
を
図
っ
て
い
く
。
漁
船

に
つ
い
て
は
リ
ー
ス
の
方
法
も

あ
る
。
地
域
活
性
化
起
業
人
の

知
恵
を
借
り
て
研
究
を
進
め

る
。

問　

村
、
都
の
支
援
に
よ
り
、

認
定
・
認
証
農
業
者
共
に
増

え
、
農
業
従
事
す
る
方
々
が
着

実
に
増
加
し
て
い
る
。
専
業
で

の
生
計
維
持
は
厳
し
い
も
の

の
、
家
事
消
費
始
め
、
島
内
外

販
売
な
ど
、
生
産
性
お
よ
び
新

島
産
品
の
知
名
度
は
着
実
に
高

ま
っ
て
お
り
、
資
金
の
島
外
流

出
を
止
め
て
い
る
。
中
高
年
の

方
々
の
健
康
増
進
に
繋
が
っ

て
い
る
。
荒
れ
た
山
畑
の
開
墾

や
整
備
が
、
環
境
美
化
や
海
産

物
へ
の
栄
養
補
給
に
も
繋
が

る
。
近
年
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や

椿
の
実
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

農
協
で
は
裾
野
拡
大
の
た
め
、

優
遇
を
行
っ
て
い
る
。

　

農
業
意
欲
に
水
を
差
し
た

の
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
と
急
激
に
進
ん
だ
円
安
で

あ
る
。
肥
料
や
農
薬
等
の
価
格

が
急
騰
し
て
い
る
。
農
協
と
し

て
は
価
格
を
廉
価
に
抑
え
た

い
。
農
業
熱
を
下
げ
な
い
た

め
に
も
、
肥
料
仕
入
価
格
上
昇

分
だ
け
で
も
支
援
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

答　

あ
ら
ゆ
る
業
種
の
方
々
が

同
様
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。

公
平
性
の
観
点
か
ら
支
援
は
現

状
考
え
て
い
な
い
。
村
は
、
認

証
農
家
・
認
定
農
家
の
肥
料
や

農
薬
な
ど
、
金
額
に
応
じ
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

問　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向

け
て
世
界
が
動
き
出
し
て
い

る
。
新
た
な
時
代
を
見
据
え

た
こ
れ
か
ら
の
新
島
の
観
光

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　

新
島
村
に
島
民
・
来
島
者

が
利
用
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
複

合
施
設
の
設
置
要
望
を
し
て

い
る
。
東
京
都
に
は
都
立
羽

伏
浦
公
園
の
一
部
に
ス
ケ
ボ

ー
専
用
広
場
の
整
備
の
検
討

を
提
案
し
た
が
、
公
園
計
画

の
見
直
し
の
必
要
が
あ
り
、

時
間
が
か
か
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
新
島
村
は
村
で
ス
ポ

ー
ツ
複
合
施
設
の
設
置
を
し
、

魅
力
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
村
長

の
意
見
を
伺
う
。

答　

昨
年
度
３
月
11
日
付
で
、

島
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
お
よ

び
小
久
保
議
員
の
連
名
で
村

に
要
望
書
の
提
出
が
あ
り
、

受
理
を
し
て
い
る
。
都
立
羽

伏
浦
公
園
に
ス
ケ
ー
ト
パ
ー

ク
の
設
置
を
要
望
し
た
と
こ

ろ
だ
が
、
国
・
都
・
村
と
の

事
前
合
意
が
必
要
で
あ
り
、

年
単
位
の
時
間
が
か
か
る
と

予
想
さ
れ
る
。

問　

事
故
に
つ
い
て
懸
念
が

あ
る
と
の
事
だ
が
、
条
件
付

き
で
検
討
す
る
と
の
答
弁
な

の
で
前
向
き
に
捉
え
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
は
ス
ケ

ボ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
団
体
か
ら

も
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
い

る
。
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
新
島
村
で
は
い
ろ
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
あ
る
が
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を

作
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
サ
ー

フ
ィ
ン
と
い
う
横
乗
り
の
カ

　

新
島
村
独
自
の
複
合
ス
ポ

ー
ツ
施
設
設
置
は
現
在
の
と

こ
ろ
想
定
し
て
い
な
い
。
羽

伏
浦
公
園
内
に
ス
ケ
ー
ト
パ

ー
ク
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の

対
応
と
し
て
、
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
設
備
の
検
討
等
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
事

故
・
ケ
ガ
が
発
生
し
た
際
の

所
在
責
任
「
怪
我
は
自
分
の
責

任
」
を
し
っ
か
り
浸
透
さ
せ
る

こ
と
が
カ
ギ
と
な
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
設
置

に
よ
っ
て
の
観
光
振
興
は
、

現
実
的
に
は
な
か
な
か
厳
し

い
も
の
が
あ
る
が
、
事
故
・

ケ
ガ
の
条
件
が
ク
リ
ア
に
な

る
見
込
み
が
あ
れ
ば
今
後
、

観
光
振
興
面
だ
け
で
な
く
、

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
育
て
る
な

ど
人
材
育
成
や
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
、
世
代
を
超
え
た
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
場
所
と
し

て
の
位
置
づ
け
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
。

ル
チ
ャ
ー
が
根
付
い
て
い
る

新
島
村
だ
か
ら
こ
そ
必
要
だ
と

思
う
。

　

全
国
で
も
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク

は
増
え
て
い
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ

ろ
に
人
は
来
る
。
目
的
型
観
光

に
な
っ
て
い
る
今
、
観
光
動
機

・
来
島
動
機
に
な
る
も
の
の
創

出
が
必
要
。
東
京
都
や
国
が
や

っ
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い

た
ら
、
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

う
。
未
来
へ
の
投
資
を
し
な

け
れ
ば
、
繁
栄
は
な
い
。
タ
ネ

を
撒
か
な
い
の
に
芽
が
出
る
わ

け
が
な
い
し
、
実
を
取
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

副
村
長
は
将
来
的
に
若
い
世

代
に
多
く
の
負
担
を
か
け
な
い

た
め
に
と
、
（
同
僚
議
員
へ
の

答
弁
で
）
財
政
調
整
基
金
の
必

要
性
を
話
し
て
い
た
が
、
こ
の

ま
ま
で
は
そ
の
若
者
が
い
な
く

な
る
。
現
時
点
で
子
供
の
数
が

年
々
減
っ
て
い
る
。
移
住
も
定

住
も
、
観
光
も
Ｕ
タ
ー
ン
も
新

島
村
が
魅
力
的
な
面
白
い
島
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
、

観
光
の
目
玉
、
島
民
と
の
交
流

も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル

ド
に
つ
い
て
村
独
自
の
対
策
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

夏
期
海
岸
に
お
け
る
ヒ
リ

ー
（
日
除
け
）
を
今
年
は
設
置

す
る
予
定
が
あ
る
の
か
？

　

ま
た
、
昨
年
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
和
田
浜
海
岸
の
浮
島
は
、

今
年
は
新
た
に
設
置
予
定
か
？

答　

ヒ
リ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
、
地
区
ご
と
の
現
状
を
把

握
し
、
担
当
課
に
お
い
て
協

議
し
、
最
終
的
判
断
を
し
た

が
、
村
と
し
て
予
算
計
上
も

な
く
設
置
予
定
も
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
村
の
あ
る

団
体
が
地
元
の
子
供
た
ち
の

た
め
と
し
て
、
ヒ
リ
ー
の
設

置
を
検
討
し
て
お
り
、
設
置

に
あ
た
っ
て
、
相
談
を
受
け

て
い
る
。

　

浮
島
に
つ
い
て
は
昨
年
度
、

台
風
に
よ
り
破
損
さ
れ
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
現

在
、
新
た
に
浮
島
を
購
入
す

る
た
め
契
約
を
済
ま
せ
納
品

待
ち
の
状
態
で
、
納
品
が
完

了
す
れ
ば
設
置
を
行
う
。
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問

答

答

　
　
　
農
業
従
事
者
へ
の

肥
料
代
等
支
援
に
つ
い
て
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ここで過去3回サーフスケーターズの大会も行われた。

�

小
久
保
利
佳
議
員

億
円
前
後
を
動
い
て
い
た
が
、

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

ま
で
３
カ
年
連
続
で
年
間
１
億

円
ほ
ど
減
少
し
、
令
和
元
年
度

末
は
３
億
１
千
万
円
と
な
っ

た
。

　

基
金
の
積
み
立
て
基
準
と
し

て
10
億
円
程
度
は
必
要
と
考

え
る
。
令
和
３
年
度
末
の
新
島

村
の
基
金
の
見
込
み
は
、
都
下

島
し
ょ
部
９
町
村
中
７
番
目

で
、
三
多
摩
を
含
む
町
村
部
で

は
13
団
体
中
、
11
番
目
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
般
会
計
予
算
は
毎
年
38
億

〜
40
億
円
の
規
模
と
な
っ
て
お

り
、
お
金
が
眠
っ
て
い
る
と
も

渋
い
と
も
言
え
な
い
。
し
か
し

積
極
的
に
投
資
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
あ
る
の
も
事
実
だ
と
考
え

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
伺

い
、
将
来
に
向
け
て
予
算
の
有

効
活
用
を
行
な
っ
て
い
く
。

注
：
紙
面
に
限
り
が
あ
る
関
係

で
、
概
略
、
要
点
を
記
す
に
留

め
ま
し
た
。

問　

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
は
、
い
か

な
る
理
由
を
も
っ
て
し
て
も
許

さ
れ
な
い
。
国
連
憲
章
を
踏
み

に
じ
り
、
世
界
の
平
和
秩
序
を

根
底
か
ら
脅
か
す
暴
挙
だ
。
立

川
佳
夫
青
ヶ
島
村
長
は
「…

国

民
の
安
全
を
第
一
に
武
力
衝
突

を
避
け
、
外
交
に
よ
る
問
題
解

決
に
向
か
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
述
べ
、
戦
争
を
さ
せ
な

み
、
本
人
が
別
の
口
座
に
移
し

た
こ
と
で
刑
事
事
件
と
な
っ
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
村
長
は
ど
の

よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
か
お
訊

き
す
る
。

答　

他
人
事
で
は
な
く
、
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
時
は
、

即
、
出
納
室
に
出
向
き
、
阿
武

問　

４
月
上
旬
、
山
口
県
阿
武

町
役
場
が
誤
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ

の
給
付
金
４
６
３
０
万
円
を
一

人
の
住
民
の
銀
行
口
座
に
振
込

町
の
ケ
ー
ス
は
ど
の
よ
う
に
起

こ
っ
た
の
か
、
当
村
の
送
金
方

法
に
は
問
題
が
な
い
か
、
確
認

し
た
。

問　

阿
武
町
は
そ
の
後
の
住
民

説
明
会
で
、
「
引
き
継
ぎ
が
で
き

な
か
っ
た
の
が
最
大
の
原
因
」

と
し
て
い
る
。
今
回
の
事
態
を

新
島
村
に
当
て
は
め
た
場
合
、

ど
う
な
の
か
？

答　

現
在
、
ど
の
自
治
体
で
も

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
て
い
る
。
支
出
事
務
で
は
そ

れ
ぞ
れ
法
令
等
の
規
定
が
あ

り
、
出
納
室
で
は
、
「
法
令
は

自
ら
の
眼
で
確
認
し
て
自
分
の

考
え
に
反
映
さ
せ
る
」
を
基
本

に
、
支
出
事
務
に
関
す
る
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
、
職
員
一

人
一
人
が
法
令
等
を
理
解
し
、

そ
の
業
務
に
当
た
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。

問　

村
は
キ
チ
ン
と
し
た
チ
ェ

ッ
ク
体
制
を
整
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
誤
送

金
、
誤
り
の
例
は
な
か
っ
た
、

と
言
っ
て
い
い
の
か
？

答　

臨
時
給
付
金
の
よ
う
に
数

十
件
、
数
百
件
に
お
よ
ぶ
多
数

の
送
金
に
関
し
て
は
、
申
請
の

段
階
で
口
座
情
報
を
提
出
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
当
村
で
は
臨

時
給
付
金
を
３
月
か
ら
支
給

し
、
こ
れ
ま
で
に
６
回
、
３
３

６
件
の
送
金
を
完
了
し
た
。
名

義
等
の
口
座
情
報
と
金
額
を
入

力
し
た
送
金
依
頼
書
を
２
名
以

上
の
職
員
で
確
認
し
た
上
で
、

数
日
前
に
指
定
金
融
機
関
に
送

金
依
頼
し
、
指
定
金
融
機
関
で

も
確
認
作
業
を
行
な
い
、
確
実

な
送
金
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

問　

人
間
の
や
る
こ
と
だ
か
ら

万
一
、
起
こ
ら
な
い
と
も
限
ら

な
い
。
誤
送
金
が
起
き
た
場
合

の
フ
ォ
ロ
ー
態
勢
は
？

答　

誤
送
金
を
し
て
し
ま
っ
た

場
合
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
特
に
用

意
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
組
戻

し
の
処
理
は
、
そ
の
手
順
な
ど

を
記
し
た
上
で
指
定
金
融
機
関

と
連
携
を
と
れ
る
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

問　

金
融
機
関
と
の
連
携
、
連

絡
を
密
に
す
る
の
は
大
事
だ

が
、
同
時
に
法
律
的
な
処
理
も

合
わ
せ
て
や
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
ど
う
か
？

答　

も
し
誤
送
金
が
起
き
た
場

合
、
私
共
は
法
律
に
不
慣
れ
な

の
で
、
顧
問
弁
護
士
に
処
理
方

法
を
伺
い
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問　

会
計
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
操

作
す
る
の
は
人
間
だ
か
ら
エ
ラ

ー
は
ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ
な

い
と
思
う
。
万
一
、
起
き
た
場

合
の
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
も

大
事
だ
が
、
今
後
そ
う
い
っ
た

こ
と
が
起
き
な
い
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
、
キ
ッ
チ
リ

や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う

が
、
ど
う
か
？

答　

誤
送
金
問
題
に
止
め
る
こ

と
は
な
く
、
誤
り
が
ど
う
し
て

起
き
た
の
か
、
担
当
課
で
原
因

を
探
り
、
同
じ
誤
り
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
職
員
一
人
一
人
が
す

べ
て
の
業
務
に
緊
張
感
を
持
っ

て
当
た
る
よ
う
、
今
後
も
指
導

し
て
い
く
。

問　

飛
行
機
事
故
の
場
合
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
の
対
応
は
異
な

る
。
日
本
の
場
合
、
原
因
究
明

は
加
害
者
に
い
ろ
い
ろ
質
問
し

て
場
合
に
よ
っ
て
は
刑
事
責
任

を
問
う
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は

刑
事
責
任
を
一
切
問
わ
な
い
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
加
害
者
に
は

自
己
保
身
が
あ
る
か
ら
本
当
の

こ
と
は
言
わ
な
い
。
だ
か
ら
本

人
を
問
い
詰
め
る
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
事
実
究
明
を

し
て
二
度
と
起
こ
さ
な
い
姿
勢

が
大
事
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

新
島
村
も
よ
っ
ぽ
ど
仕
事
の

怠
慢
が
あ
っ
た
ら
別
だ
が
、
普

段
の
業
務
で
ち
ょ
っ
と
し
た
間

違
い
を
し
た
場
合
に
、
本
人
を

問
い
詰
め
た
り
、
降
格
を
考
え

た
り
し
な
い
で
、
し
っ
か
り
原

因
究
明
を
す
る
。
こ
う
い
っ
た

態
勢
に
も
っ
て
い
け
れ
ば
、
と

思
う
が
、
ど
う
か
？

答　

議
員
の
言
う
よ
う
に
今

後
、
進
め
て
い
く
。
職
員
一
人

一
人
が
自
分
の
職
務
に
自
信
を

も
っ
て
全
う
で
き
る
よ
う
頑
張

る
こ
と
が
第
一
だ
。
も
し
あ
っ

た
場
合
、
原
因
を
そ
の
職
員
に

言
う
の
で
は
な
く
、
問
題
を
提

起
し
て
ど
う
し
た
ら
直
る
か
、
そ

う
し
た
こ
と
が
先
決
に
な
る
。

い
平
和
外
交
こ
そ
政
府
の
役
割

と
述
べ
て
い
る
。
村
長
の
平
和

へ
の
思
い
、
決
意
の
表
明
を
求

め
る
。

答　

私
の
考
え
を
示
す
。
武
力

に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
は

決
し
て
容
認
で
き
な
い
。
国
際

法
・
国
連
憲
章
に
違
反
し
、
国

際
社
会
へ
の
平
和
と
秩
序
、
安

全
を
脅
か
し
、
断
じ
て
許
せ
な

い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
ロ
シ
ア

軍
が
撤
退
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

平
和
と
安
全
が
訪
れ
る
こ
と
を

願
う
。
声
を
あ
げ
広
げ
る
こ
と

が
私
の
義
務
だ
と
思
う
。

問　

憲
法
制
定
直
後
の
「
義
務

教
育
無
償
化
」
に
つ
い
て
の
国

の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
か
。

答　

憲
法
で
「
義
務
教
育
は
こ

れ
を
無
償
と
す
る
」
と
明
示
さ

れ
、
そ
の
範
囲
は
授
業
料
の
無

償
化
を
定
め
た
も
の
と
解
す

る
。
給
食
費
を
含
む
そ
の
他
の

経
費
は
含
ま
れ
な
い
と
解
さ
れ

て
い
る
。
（
教
育
長
）

問　
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
年
）

３
月
26
日
、
第
３
次
吉
田
内
閣

当
時
の
第
10
回
国
会
参
議
院
文

部
委
員
会
で
の
質
疑
で
、「
義
務

教
育
の
無
償
を
で
き
る
だ
け
早

く
広
範
囲
に
実
現
し
た
い
」
と

い
」
と
し
て
い
る
。
旧
文
部
省

の
学
校
給
食
の
手
引
き
、
平
成

20
年
の
学
習
指
導
要
領
で
も
、

給
食
を
通
し
て
正
し
い
食
事
の

在
り
方
や
好
ま
し
い
人
間
関
係

を
体
得
す
る
教
育
活
動
と
し
、

食
育
の
推
進=

教
育
活
動
の
一

環
で
あ
る
こ
と
は
明
確
だ
。

島
の
食
材
を
使
用
し
、
地
域
を

理
解
し
食
文
化
の
継
承
、
自
然

の
恵
み
、
勤
労
の
大
切
さ
を
理

解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
自
治

体
が
率
先
し
事
実
と
し
て
無
償

化
が
広
が
っ
て
い
る
。
御
蔵
島

村
、
利
島
村
に
続
き
３
年
前
か

ら
三
宅
村
で
も
実
施
さ
れ
た
。

全
国
的
に
は
ど
う
か
。
特
に
群

馬
県
で
は
ど
う
か
。

答　

微
増
傾
向
だ
が
大
き
く
増

加
し
て
い
る
実
感
は
な
い
。
群

馬
県
で
は
14
自
治
体
（
35
市
町

村
）
が
実
施
で
全
国
１
位
。
子

育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

を
目
的
に
「
子
育
て
し
た
い
ま

ち
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
推
進
さ
れ
て
い

し
、「
内
容
と
し
て
は
、
現
在
は

授
業
料
だ
が
、
教
科
書
、
学
用

品
、
学
校
給
食
費
、
で
き
れ
ば

交
通
費
も
考
え
て
い
る
」
と
答

弁
し
て
い
る
。
学
校
給
食
の
無

償
は
「
義
務
教
育
の
無
償
化
」

に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
だ
。70
年
以
上
経
過
し
た

が
、
憲
法
の
理
念
は
置
き
去
り

に
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
「
学
校

設
置
者
（
自
治
体
）
に
お
い
て

検
討
さ
れ
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し

る
。（
教
育
長
）

問　

２
０
２
１
年
７
月
現
在
、

群
馬
県
内
35
市
町
村
中
約
８
割

の
26
自
治
体
が
学
校
給
食
費
の

補
助
を
実
施
し
、
う
ち
12
自
治

体
約
35
％
が
完
全
無
料
化
だ
。

移
住
促
進
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。
食
育
の
推
進
、

人
材
確
保
、
保
護
者
負
担
の
軽

減
、
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境

の
整
備
、
移
住
・
定
住
の
促
進

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
効
果
が
あ

る
。
村
と
し
て
、
高
齢
化
社
会

を
支
え
る
現
役
世
代
に
対
し
、

保
護
者
負
担
軽
減
、
子
育
て
を

し
っ
か
り
支
援
す
る
学
校
給
食

の
無
償
化
を
具
体
的
に
検
討
す

べ
き
だ
。

答　

人
口
減
少
対
策
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
。
村
と

し
て
や
ら
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
少
し
で
も
実
現
し
た
い
と

い
う
方
向
で
考
え
て
い
く
。

（
村
長
）

問　

平
均
寿
命
が
延
び
世
界
一

の
長
寿
国
と
な
っ
た
。
村
長

は
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
も

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が

重
要
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
高

齢
者
の
約
半
数
は
加
齢
性
難
聴

と
推
定
さ
れ
、
近
年
、
加
齢
性

難
聴
と
認
知
症
の
関
連
が
明
ら

か
に
さ
れ
、
２
０
１
５
年
、
厚

労
省
は
認
知
症
の
危
険
因
子
と

し
て
初
め
て
難
聴
を
加
え
た
。

難
聴
へ
の
対
策
は
認
知
症
の
予

防
法
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
補
聴
器
購
入

費
へ
の
補
助
は
東
京
都
の
各
自

治
体
で
広
が
っ
て
い
る
（
16
区

１
市
１
村
）。聴
力
検
査
の
実

施
、
補
聴
器
購
入
費
補
助
を
求

め
る
。

答　

補
聴
器
装
用
に
特
化
し
た

支
援
は
考
え
て
い
な
い
。
新
し

い
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
検
討

し
、
総
合
的
に
進
め
て
い
く
。

健
康
な
島
を
目
指
す
。

 

問　

新
島
村
の
主
力
産
業
は
、

観
光
業
お
よ
び
建
設
・
土
木

業
で
、
漁
業
、
農
業
は
二
次
、

三
次
的
と
な
っ
て
い
る
。
農
漁

業
の
衰
退
原
因
は
、
生
産
性
の

低
下
も
あ
ろ
う
が
、
安
定
就
業
、

安
定
所
得
を
求
め
る
時
代
の
流

れ
の
中
で
の
後
継
者
不
足
で
あ

ろ
う
。
観
光
業
と
て
、
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
等
で
の
廃
業

が
目
立
ち
、
収
容
力
低
下
が
赤

信
号
で
、
建
設
・
土
木
も
、
い

つ
ま
で
も
安
定
し
た
工
事
量
が

見
込
ま
れ
る
訳
で
は
な
い
。

　

村
の
産
業
形
態
は
、
元
々
専

業
で
の
生
計
維
持
は
難
し
く
、

半
農
半
漁
始
め
、
家
業(

本
業)

と
漁
業
、
農
業
、
家
業
と
観

光
業
、
家
業
と
建
設
・
土
木

業
等
、
季
節
ご
と
使
い
分
け
従

事
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
繁
忙
期

と
閑
散
期
な
ど
が
あ
り
、
漁
業
、

観
光
業
と
建
設
・
土
木
業
は
、

こ
れ
が
真
逆
で
あ
る
た
め
、
雇

用
の
調
整
弁
に
な
っ
た
。

　

後
継
者
対
策
に
つ
い
て
、
個

々
の
事
業
を
組
織
化
し
て
、
産

業
維
持
、
雇
用
推
進
で
き
な

い
か
。
建
設
・
土
木
業
者
等
が

漁
業
、
農
業
参
入
し
て
端
境
期

の
雇
用
維
持
で
き
な
い
か
。

　

漁
業
は
、
船
の
維
持
管
理
費

が
高
く
、
魚
価
・
水
揚
げ
の
低

迷
と
相
ま
っ
て
、
収
益
を
圧
迫

し
て
い
る
。
個
人
操
業
が
主

流
で
、
新
船
取
得
に
は
家
一
軒

以
上
の
費
用
を
要
す
が
、
複
数

名
で
の
乗
合
い
操
業
に
切
替
え

は
で
き
な
い
か
。
一
人
当
た
り

の
水
揚
げ
は
減
り
、
気
ま
ま
な

操
業
は
で
き
な
く
な
る
が
、
新

船
の
初
期
投
資
が
大
幅
に
削
減

さ
れ
る
他
、
維
持
管
理
費
、
燃

料
費
の
削
減
で
カ
バ
ー
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
若
者
を
乗
員
に

加
え
れ
ば
、
後
継
者
育
成
に
繋

が
る
し
、
緊
急
避
難
時
の
相
互

協
力
が
得
ら
れ
、
高
齢
化
し
て

も
安
心
で
あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も
貢
献
で
き
る
。

　

宿
泊
業
者
を
組
織
化
し
、
施

設
の
借
り
上
げ
、
食
事
の
一
括

提
供
等
、
一
元
管
理
し
、
収
容

能
力
維
持
、
雇
用
推
進
で
き
な

い
か
。
地
元
の
労
働
力
他
、
ア

ル
バ
イ
ト
等
、
島
外
か
ら
調
達

す
る
。
事
業
の
中
で
、
若
い
人

た
ち
に
ノ
ウ
ハ
ウ
他
、
苦
労
や

喜
び
を
伝
授
で
き
、
後
継
者
育

成
に
も
繋
が
る
。
島
外
か
ら
の

参
画
者
が
、
移
住
・
定
住
や
継

承
者
へ
の
可
能
性
も
生
ま
れ
る
。

　

旅
行
で
は
、
食
が
楽
し
み
で

あ
る
。
農
・
漁
業
産
品
共
に
欠

か
せ
な
い
が
、
特
に
漁
業
は
、

主
力
が
高
齢
に
達
し
、
組
合
員

数
も
激
減
し
て
い
る
。
タ
カ
ベ

漁
は
操
業
一
隻
の
み
。
赤
イ
カ

や
キ
ン
メ
、
黒
ム
ツ
な
ど
も
懸

念
が
あ
る
。

　

一
朝
一
夕
に
は
成
ら
な
い
事

は
百
も
承
知
だ
が
、
伝
授
得
ら

れ
る
内
に
進
め
て
み
る
価
値
は

あ
る
と
思
う
。
個
人
的
に
も
議

会
内
、
村
内
で
提
唱
し
て
行

く
が
、
村
で
早
急
に
検
討
・
協

議
し
、
提
唱
、
先
導
し
て
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

答　

漁
業
は
後
継
者
育
成
事

業
、
農
業
は
認
定
・
認
証
農
業

者
補
助
事
業
な
ど
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
建
設
業
者
の
中

に
は
、
農
業
に
参
入
し
て
雇
用

の
維
持
や
農
産
物
に
貢
献
し
て

い
る
企
業
も
あ
る
。
農
業
普
及

員
や
ふ
れ
あ
い
農
園
な
ど
、
知

識
・
技
術
を
備
え
た
人
材
が
常

に
指
導
に
当
た
っ
て
お
り
、
ま

た
、
農
業
者
同
士
の
交
流
も
あ

る
事
か
ら
、
農
業
技
術
等
の
継

承
は
心
配
な
い
。

　

ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
事
業
者
が

現
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

商
工
会
の
支
援
に
よ
り
、
飲
食

店
や
宿
泊
業
、
ま
た
は
観
光
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
へ
の
起
業
相

談
を
村
も
受
け
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
参
入
者
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
り
、
行
政

が
や
り
過
ぎ
ず
民
間
で
で
き
る

事
は
民
間
で
、
民
間
で
で
き
な

い
事
を
行
政
で
と
考
え
て
い

る
。

　

漁
業
振
興
は
、
引
き
続
き
漁

協
と
の
関
係
を
強
化
し
、
後
継

者
育
成
を
図
っ
て
い
く
。
漁
船

に
つ
い
て
は
リ
ー
ス
の
方
法
も

あ
る
。
地
域
活
性
化
起
業
人
の

知
恵
を
借
り
て
研
究
を
進
め

る
。

問　

村
、
都
の
支
援
に
よ
り
、

認
定
・
認
証
農
業
者
共
に
増

え
、
農
業
従
事
す
る
方
々
が
着

実
に
増
加
し
て
い
る
。
専
業
で

の
生
計
維
持
は
厳
し
い
も
の

の
、
家
事
消
費
始
め
、
島
内
外

販
売
な
ど
、
生
産
性
お
よ
び
新

島
産
品
の
知
名
度
は
着
実
に
高

ま
っ
て
お
り
、
資
金
の
島
外
流

出
を
止
め
て
い
る
。
中
高
年
の

方
々
の
健
康
増
進
に
繋
が
っ

て
い
る
。
荒
れ
た
山
畑
の
開
墾

や
整
備
が
、
環
境
美
化
や
海
産

物
へ
の
栄
養
補
給
に
も
繋
が

る
。
近
年
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や

椿
の
実
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

農
協
で
は
裾
野
拡
大
の
た
め
、

優
遇
を
行
っ
て
い
る
。

　

農
業
意
欲
に
水
を
差
し
た

の
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
と
急
激
に
進
ん
だ
円
安
で

あ
る
。
肥
料
や
農
薬
等
の
価
格

が
急
騰
し
て
い
る
。
農
協
と
し

て
は
価
格
を
廉
価
に
抑
え
た

い
。
農
業
熱
を
下
げ
な
い
た

め
に
も
、
肥
料
仕
入
価
格
上
昇

分
だ
け
で
も
支
援
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

答　

あ
ら
ゆ
る
業
種
の
方
々
が

同
様
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。

公
平
性
の
観
点
か
ら
支
援
は
現

状
考
え
て
い
な
い
。
村
は
、
認

証
農
家
・
認
定
農
家
の
肥
料
や

農
薬
な
ど
、
金
額
に
応
じ
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

問　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向

け
て
世
界
が
動
き
出
し
て
い

る
。
新
た
な
時
代
を
見
据
え

た
こ
れ
か
ら
の
新
島
の
観
光

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　

新
島
村
に
島
民
・
来
島
者

が
利
用
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
複

合
施
設
の
設
置
要
望
を
し
て

い
る
。
東
京
都
に
は
都
立
羽

伏
浦
公
園
の
一
部
に
ス
ケ
ボ

ー
専
用
広
場
の
整
備
の
検
討

を
提
案
し
た
が
、
公
園
計
画

の
見
直
し
の
必
要
が
あ
り
、

時
間
が
か
か
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
新
島
村
は
村
で
ス
ポ

ー
ツ
複
合
施
設
の
設
置
を
し
、

魅
力
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
村
長

の
意
見
を
伺
う
。

答　

昨
年
度
３
月
11
日
付
で
、

島
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
お
よ

び
小
久
保
議
員
の
連
名
で
村

に
要
望
書
の
提
出
が
あ
り
、

受
理
を
し
て
い
る
。
都
立
羽

伏
浦
公
園
に
ス
ケ
ー
ト
パ
ー

ク
の
設
置
を
要
望
し
た
と
こ

ろ
だ
が
、
国
・
都
・
村
と
の

事
前
合
意
が
必
要
で
あ
り
、

年
単
位
の
時
間
が
か
か
る
と

予
想
さ
れ
る
。

問　

事
故
に
つ
い
て
懸
念
が

あ
る
と
の
事
だ
が
、
条
件
付

き
で
検
討
す
る
と
の
答
弁
な

の
で
前
向
き
に
捉
え
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
は
ス
ケ

ボ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
団
体
か
ら

も
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
い

る
。
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
新
島
村
で
は
い
ろ
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
あ
る
が
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を

作
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
サ
ー

フ
ィ
ン
と
い
う
横
乗
り
の
カ

　

新
島
村
独
自
の
複
合
ス
ポ

ー
ツ
施
設
設
置
は
現
在
の
と

こ
ろ
想
定
し
て
い
な
い
。
羽

伏
浦
公
園
内
に
ス
ケ
ー
ト
パ

ー
ク
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の

対
応
と
し
て
、
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
設
備
の
検
討
等
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
事

故
・
ケ
ガ
が
発
生
し
た
際
の

所
在
責
任
「
怪
我
は
自
分
の
責

任
」
を
し
っ
か
り
浸
透
さ
せ
る

こ
と
が
カ
ギ
と
な
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
設
置

に
よ
っ
て
の
観
光
振
興
は
、

現
実
的
に
は
な
か
な
か
厳
し

い
も
の
が
あ
る
が
、
事
故
・

ケ
ガ
の
条
件
が
ク
リ
ア
に
な

る
見
込
み
が
あ
れ
ば
今
後
、

観
光
振
興
面
だ
け
で
な
く
、

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
育
て
る
な

ど
人
材
育
成
や
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
、
世
代
を
超
え
た
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
場
所
と
し

て
の
位
置
づ
け
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
。

ル
チ
ャ
ー
が
根
付
い
て
い
る

新
島
村
だ
か
ら
こ
そ
必
要
だ
と

思
う
。

　

全
国
で
も
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク

は
増
え
て
い
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ

ろ
に
人
は
来
る
。
目
的
型
観
光

に
な
っ
て
い
る
今
、
観
光
動
機

・
来
島
動
機
に
な
る
も
の
の
創

出
が
必
要
。
東
京
都
や
国
が
や

っ
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い

た
ら
、
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

う
。
未
来
へ
の
投
資
を
し
な

け
れ
ば
、
繁
栄
は
な
い
。
タ
ネ

を
撒
か
な
い
の
に
芽
が
出
る
わ

け
が
な
い
し
、
実
を
取
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

副
村
長
は
将
来
的
に
若
い
世

代
に
多
く
の
負
担
を
か
け
な
い

た
め
に
と
、
（
同
僚
議
員
へ
の

答
弁
で
）
財
政
調
整
基
金
の
必

要
性
を
話
し
て
い
た
が
、
こ
の

ま
ま
で
は
そ
の
若
者
が
い
な
く

な
る
。
現
時
点
で
子
供
の
数
が

年
々
減
っ
て
い
る
。
移
住
も
定

住
も
、
観
光
も
Ｕ
タ
ー
ン
も
新

島
村
が
魅
力
的
な
面
白
い
島
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
、

観
光
の
目
玉
、
島
民
と
の
交
流

も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル

ド
に
つ
い
て
村
独
自
の
対
策
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

夏
期
海
岸
に
お
け
る
ヒ
リ

ー
（
日
除
け
）
を
今
年
は
設
置

す
る
予
定
が
あ
る
の
か
？

　

ま
た
、
昨
年
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
和
田
浜
海
岸
の
浮
島
は
、

今
年
は
新
た
に
設
置
予
定
か
？

答　

ヒ
リ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
、
地
区
ご
と
の
現
状
を
把

握
し
、
担
当
課
に
お
い
て
協

議
し
、
最
終
的
判
断
を
し
た

が
、
村
と
し
て
予
算
計
上
も

な
く
設
置
予
定
も
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
村
の
あ
る

団
体
が
地
元
の
子
供
た
ち
の

た
め
と
し
て
、
ヒ
リ
ー
の
設

置
を
検
討
し
て
お
り
、
設
置

に
あ
た
っ
て
、
相
談
を
受
け

て
い
る
。

　

浮
島
に
つ
い
て
は
昨
年
度
、

台
風
に
よ
り
破
損
さ
れ
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
現

在
、
新
た
に
浮
島
を
購
入
す

る
た
め
契
約
を
済
ま
せ
納
品

待
ち
の
状
態
で
、
納
品
が
完

了
す
れ
ば
設
置
を
行
う
。

新
島
の
将
来
の
観
光
資
源

に
つ
い
て 一

問
一
答
方
式

問

問

答
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億
円
前
後
を
動
い
て
い
た
が
、

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

ま
で
３
カ
年
連
続
で
年
間
１
億

円
ほ
ど
減
少
し
、
令
和
元
年
度

末
は
３
億
１
千
万
円
と
な
っ

た
。

　

基
金
の
積
み
立
て
基
準
と
し

て
10
億
円
程
度
は
必
要
と
考

え
る
。
令
和
３
年
度
末
の
新
島

村
の
基
金
の
見
込
み
は
、
都
下

島
し
ょ
部
９
町
村
中
７
番
目

で
、
三
多
摩
を
含
む
町
村
部
で

は
13
団
体
中
、
11
番
目
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
般
会
計
予
算
は
毎
年
38
億

〜
40
億
円
の
規
模
と
な
っ
て
お

り
、
お
金
が
眠
っ
て
い
る
と
も

渋
い
と
も
言
え
な
い
。
し
か
し

積
極
的
に
投
資
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
あ
る
の
も
事
実
だ
と
考
え

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
伺

い
、
将
来
に
向
け
て
予
算
の
有

効
活
用
を
行
な
っ
て
い
く
。

注
：
紙
面
に
限
り
が
あ
る
関
係

で
、
概
略
、
要
点
を
記
す
に
留

め
ま
し
た
。

問　

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
は
、
い
か

な
る
理
由
を
も
っ
て
し
て
も
許

さ
れ
な
い
。
国
連
憲
章
を
踏
み

に
じ
り
、
世
界
の
平
和
秩
序
を

根
底
か
ら
脅
か
す
暴
挙
だ
。
立

川
佳
夫
青
ヶ
島
村
長
は
「…

国

民
の
安
全
を
第
一
に
武
力
衝
突

を
避
け
、
外
交
に
よ
る
問
題
解

決
に
向
か
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
述
べ
、
戦
争
を
さ
せ
な

み
、
本
人
が
別
の
口
座
に
移
し

た
こ
と
で
刑
事
事
件
と
な
っ
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
村
長
は
ど
の

よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
か
お
訊

き
す
る
。

答　

他
人
事
で
は
な
く
、
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
時
は
、

即
、
出
納
室
に
出
向
き
、
阿
武

問　

４
月
上
旬
、
山
口
県
阿
武

町
役
場
が
誤
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ

の
給
付
金
４
６
３
０
万
円
を
一

人
の
住
民
の
銀
行
口
座
に
振
込

町
の
ケ
ー
ス
は
ど
の
よ
う
に
起

こ
っ
た
の
か
、
当
村
の
送
金
方

法
に
は
問
題
が
な
い
か
、
確
認

し
た
。

問　

阿
武
町
は
そ
の
後
の
住
民

説
明
会
で
、
「
引
き
継
ぎ
が
で
き

な
か
っ
た
の
が
最
大
の
原
因
」

と
し
て
い
る
。
今
回
の
事
態
を

新
島
村
に
当
て
は
め
た
場
合
、

ど
う
な
の
か
？

答　

現
在
、
ど
の
自
治
体
で
も

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
て
い
る
。
支
出
事
務
で
は
そ

れ
ぞ
れ
法
令
等
の
規
定
が
あ

り
、
出
納
室
で
は
、
「
法
令
は

自
ら
の
眼
で
確
認
し
て
自
分
の

考
え
に
反
映
さ
せ
る
」
を
基
本

に
、
支
出
事
務
に
関
す
る
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
、
職
員
一

人
一
人
が
法
令
等
を
理
解
し
、

そ
の
業
務
に
当
た
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。

問　

村
は
キ
チ
ン
と
し
た
チ
ェ

ッ
ク
体
制
を
整
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
誤
送

金
、
誤
り
の
例
は
な
か
っ
た
、

と
言
っ
て
い
い
の
か
？

答　

臨
時
給
付
金
の
よ
う
に
数

十
件
、
数
百
件
に
お
よ
ぶ
多
数

の
送
金
に
関
し
て
は
、
申
請
の

段
階
で
口
座
情
報
を
提
出
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
当
村
で
は
臨

時
給
付
金
を
３
月
か
ら
支
給

し
、
こ
れ
ま
で
に
６
回
、
３
３

６
件
の
送
金
を
完
了
し
た
。
名

義
等
の
口
座
情
報
と
金
額
を
入

力
し
た
送
金
依
頼
書
を
２
名
以

上
の
職
員
で
確
認
し
た
上
で
、

数
日
前
に
指
定
金
融
機
関
に
送

金
依
頼
し
、
指
定
金
融
機
関
で

も
確
認
作
業
を
行
な
い
、
確
実

な
送
金
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

問　

人
間
の
や
る
こ
と
だ
か
ら

万
一
、
起
こ
ら
な
い
と
も
限
ら

な
い
。
誤
送
金
が
起
き
た
場
合

の
フ
ォ
ロ
ー
態
勢
は
？

答　

誤
送
金
を
し
て
し
ま
っ
た

場
合
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
特
に
用

意
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
組
戻

し
の
処
理
は
、
そ
の
手
順
な
ど

を
記
し
た
上
で
指
定
金
融
機
関

と
連
携
を
と
れ
る
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

問　

金
融
機
関
と
の
連
携
、
連

絡
を
密
に
す
る
の
は
大
事
だ

が
、
同
時
に
法
律
的
な
処
理
も

合
わ
せ
て
や
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
ど
う
か
？

答　

も
し
誤
送
金
が
起
き
た
場

合
、
私
共
は
法
律
に
不
慣
れ
な

の
で
、
顧
問
弁
護
士
に
処
理
方

法
を
伺
い
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問　

会
計
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
操

作
す
る
の
は
人
間
だ
か
ら
エ
ラ

ー
は
ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ
な

い
と
思
う
。
万
一
、
起
き
た
場

合
の
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
も

大
事
だ
が
、
今
後
そ
う
い
っ
た

こ
と
が
起
き
な
い
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
、
キ
ッ
チ
リ

や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う

が
、
ど
う
か
？

答　

誤
送
金
問
題
に
止
め
る
こ

と
は
な
く
、
誤
り
が
ど
う
し
て

起
き
た
の
か
、
担
当
課
で
原
因

を
探
り
、
同
じ
誤
り
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
職
員
一
人
一
人
が
す

べ
て
の
業
務
に
緊
張
感
を
持
っ

て
当
た
る
よ
う
、
今
後
も
指
導

し
て
い
く
。

問　

飛
行
機
事
故
の
場
合
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
の
対
応
は
異
な

る
。
日
本
の
場
合
、
原
因
究
明

は
加
害
者
に
い
ろ
い
ろ
質
問
し

て
場
合
に
よ
っ
て
は
刑
事
責
任

を
問
う
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は

刑
事
責
任
を
一
切
問
わ
な
い
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
加
害
者
に
は

自
己
保
身
が
あ
る
か
ら
本
当
の

こ
と
は
言
わ
な
い
。
だ
か
ら
本

人
を
問
い
詰
め
る
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
事
実
究
明
を

し
て
二
度
と
起
こ
さ
な
い
姿
勢

が
大
事
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

新
島
村
も
よ
っ
ぽ
ど
仕
事
の

怠
慢
が
あ
っ
た
ら
別
だ
が
、
普

段
の
業
務
で
ち
ょ
っ
と
し
た
間

違
い
を
し
た
場
合
に
、
本
人
を

問
い
詰
め
た
り
、
降
格
を
考
え

た
り
し
な
い
で
、
し
っ
か
り
原

因
究
明
を
す
る
。
こ
う
い
っ
た

態
勢
に
も
っ
て
い
け
れ
ば
、
と

思
う
が
、
ど
う
か
？

答　

議
員
の
言
う
よ
う
に
今

後
、
進
め
て
い
く
。
職
員
一
人

一
人
が
自
分
の
職
務
に
自
信
を

も
っ
て
全
う
で
き
る
よ
う
頑
張

る
こ
と
が
第
一
だ
。
も
し
あ
っ

た
場
合
、
原
因
を
そ
の
職
員
に

言
う
の
で
は
な
く
、
問
題
を
提

起
し
て
ど
う
し
た
ら
直
る
か
、
そ

う
し
た
こ
と
が
先
決
に
な
る
。

い
平
和
外
交
こ
そ
政
府
の
役
割

と
述
べ
て
い
る
。
村
長
の
平
和

へ
の
思
い
、
決
意
の
表
明
を
求

め
る
。

答　

私
の
考
え
を
示
す
。
武
力

に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
は

決
し
て
容
認
で
き
な
い
。
国
際

法
・
国
連
憲
章
に
違
反
し
、
国

際
社
会
へ
の
平
和
と
秩
序
、
安

全
を
脅
か
し
、
断
じ
て
許
せ
な

い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
ロ
シ
ア

軍
が
撤
退
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

平
和
と
安
全
が
訪
れ
る
こ
と
を

願
う
。
声
を
あ
げ
広
げ
る
こ
と

が
私
の
義
務
だ
と
思
う
。

問　

憲
法
制
定
直
後
の
「
義
務

教
育
無
償
化
」
に
つ
い
て
の
国

の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
か
。

答　

憲
法
で
「
義
務
教
育
は
こ

れ
を
無
償
と
す
る
」
と
明
示
さ

れ
、
そ
の
範
囲
は
授
業
料
の
無

償
化
を
定
め
た
も
の
と
解
す

る
。
給
食
費
を
含
む
そ
の
他
の

経
費
は
含
ま
れ
な
い
と
解
さ
れ

て
い
る
。
（
教
育
長
）

問　
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
年
）

３
月
26
日
、
第
３
次
吉
田
内
閣

当
時
の
第
10
回
国
会
参
議
院
文

部
委
員
会
で
の
質
疑
で
、「
義
務

教
育
の
無
償
を
で
き
る
だ
け
早

く
広
範
囲
に
実
現
し
た
い
」
と

い
」
と
し
て
い
る
。
旧
文
部
省

の
学
校
給
食
の
手
引
き
、
平
成

20
年
の
学
習
指
導
要
領
で
も
、

給
食
を
通
し
て
正
し
い
食
事
の

在
り
方
や
好
ま
し
い
人
間
関
係

を
体
得
す
る
教
育
活
動
と
し
、

食
育
の
推
進=

教
育
活
動
の
一

環
で
あ
る
こ
と
は
明
確
だ
。

島
の
食
材
を
使
用
し
、
地
域
を

理
解
し
食
文
化
の
継
承
、
自
然

の
恵
み
、
勤
労
の
大
切
さ
を
理

解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
自
治

体
が
率
先
し
事
実
と
し
て
無
償

化
が
広
が
っ
て
い
る
。
御
蔵
島

村
、
利
島
村
に
続
き
３
年
前
か

ら
三
宅
村
で
も
実
施
さ
れ
た
。

全
国
的
に
は
ど
う
か
。
特
に
群

馬
県
で
は
ど
う
か
。

答　

微
増
傾
向
だ
が
大
き
く
増

加
し
て
い
る
実
感
は
な
い
。
群

馬
県
で
は
14
自
治
体
（
35
市
町

村
）
が
実
施
で
全
国
１
位
。
子

育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

を
目
的
に
「
子
育
て
し
た
い
ま

ち
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
推
進
さ
れ
て
い

し
、「
内
容
と
し
て
は
、
現
在
は

授
業
料
だ
が
、
教
科
書
、
学
用

品
、
学
校
給
食
費
、
で
き
れ
ば

交
通
費
も
考
え
て
い
る
」
と
答

弁
し
て
い
る
。
学
校
給
食
の
無

償
は
「
義
務
教
育
の
無
償
化
」

に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
だ
。70
年
以
上
経
過
し
た

が
、
憲
法
の
理
念
は
置
き
去
り

に
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
「
学
校

設
置
者
（
自
治
体
）
に
お
い
て

検
討
さ
れ
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し

る
。（
教
育
長
）

問　

２
０
２
１
年
７
月
現
在
、

群
馬
県
内
35
市
町
村
中
約
８
割

の
26
自
治
体
が
学
校
給
食
費
の

補
助
を
実
施
し
、
う
ち
12
自
治

体
約
35
％
が
完
全
無
料
化
だ
。

移
住
促
進
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。
食
育
の
推
進
、

人
材
確
保
、
保
護
者
負
担
の
軽

減
、
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境

の
整
備
、
移
住
・
定
住
の
促
進

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
効
果
が
あ

る
。
村
と
し
て
、
高
齢
化
社
会

を
支
え
る
現
役
世
代
に
対
し
、

保
護
者
負
担
軽
減
、
子
育
て
を

し
っ
か
り
支
援
す
る
学
校
給
食

の
無
償
化
を
具
体
的
に
検
討
す

べ
き
だ
。

答　

人
口
減
少
対
策
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
。
村
と

し
て
や
ら
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
少
し
で
も
実
現
し
た
い
と

い
う
方
向
で
考
え
て
い
く
。

（
村
長
）

問　

平
均
寿
命
が
延
び
世
界
一

の
長
寿
国
と
な
っ
た
。
村
長

は
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
も

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が

重
要
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
高

齢
者
の
約
半
数
は
加
齢
性
難
聴

と
推
定
さ
れ
、
近
年
、
加
齢
性

難
聴
と
認
知
症
の
関
連
が
明
ら

か
に
さ
れ
、
２
０
１
５
年
、
厚

労
省
は
認
知
症
の
危
険
因
子
と

し
て
初
め
て
難
聴
を
加
え
た
。

難
聴
へ
の
対
策
は
認
知
症
の
予

防
法
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
補
聴
器
購
入

費
へ
の
補
助
は
東
京
都
の
各
自

治
体
で
広
が
っ
て
い
る
（
16
区

１
市
１
村
）。聴
力
検
査
の
実

施
、
補
聴
器
購
入
費
補
助
を
求

め
る
。

答　

補
聴
器
装
用
に
特
化
し
た

支
援
は
考
え
て
い
な
い
。
新
し

い
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
検
討

し
、
総
合
的
に
進
め
て
い
く
。

健
康
な
島
を
目
指
す
。

 

問　

新
島
村
の
主
力
産
業
は
、

観
光
業
お
よ
び
建
設
・
土
木

業
で
、
漁
業
、
農
業
は
二
次
、

三
次
的
と
な
っ
て
い
る
。
農
漁

業
の
衰
退
原
因
は
、
生
産
性
の

低
下
も
あ
ろ
う
が
、
安
定
就
業
、

安
定
所
得
を
求
め
る
時
代
の
流

れ
の
中
で
の
後
継
者
不
足
で
あ

ろ
う
。
観
光
業
と
て
、
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
等
で
の
廃
業

が
目
立
ち
、
収
容
力
低
下
が
赤

信
号
で
、
建
設
・
土
木
も
、
い

つ
ま
で
も
安
定
し
た
工
事
量
が

見
込
ま
れ
る
訳
で
は
な
い
。

　

村
の
産
業
形
態
は
、
元
々
専

業
で
の
生
計
維
持
は
難
し
く
、

半
農
半
漁
始
め
、
家
業(

本
業)

と
漁
業
、
農
業
、
家
業
と
観

光
業
、
家
業
と
建
設
・
土
木

業
等
、
季
節
ご
と
使
い
分
け
従

事
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
繁
忙
期

と
閑
散
期
な
ど
が
あ
り
、
漁
業
、

観
光
業
と
建
設
・
土
木
業
は
、

こ
れ
が
真
逆
で
あ
る
た
め
、
雇

用
の
調
整
弁
に
な
っ
た
。

　

後
継
者
対
策
に
つ
い
て
、
個

々
の
事
業
を
組
織
化
し
て
、
産

業
維
持
、
雇
用
推
進
で
き
な

い
か
。
建
設
・
土
木
業
者
等
が

漁
業
、
農
業
参
入
し
て
端
境
期

の
雇
用
維
持
で
き
な
い
か
。

　

漁
業
は
、
船
の
維
持
管
理
費

が
高
く
、
魚
価
・
水
揚
げ
の
低

迷
と
相
ま
っ
て
、
収
益
を
圧
迫

し
て
い
る
。
個
人
操
業
が
主

流
で
、
新
船
取
得
に
は
家
一
軒

以
上
の
費
用
を
要
す
が
、
複
数

名
で
の
乗
合
い
操
業
に
切
替
え

は
で
き
な
い
か
。
一
人
当
た
り

の
水
揚
げ
は
減
り
、
気
ま
ま
な

操
業
は
で
き
な
く
な
る
が
、
新

船
の
初
期
投
資
が
大
幅
に
削
減

さ
れ
る
他
、
維
持
管
理
費
、
燃

料
費
の
削
減
で
カ
バ
ー
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
若
者
を
乗
員
に

加
え
れ
ば
、
後
継
者
育
成
に
繋

が
る
し
、
緊
急
避
難
時
の
相
互

協
力
が
得
ら
れ
、
高
齢
化
し
て

も
安
心
で
あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も
貢
献
で
き
る
。

　

宿
泊
業
者
を
組
織
化
し
、
施

設
の
借
り
上
げ
、
食
事
の
一
括

提
供
等
、
一
元
管
理
し
、
収
容

能
力
維
持
、
雇
用
推
進
で
き
な

い
か
。
地
元
の
労
働
力
他
、
ア

ル
バ
イ
ト
等
、
島
外
か
ら
調
達

す
る
。
事
業
の
中
で
、
若
い
人

た
ち
に
ノ
ウ
ハ
ウ
他
、
苦
労
や

喜
び
を
伝
授
で
き
、
後
継
者
育

成
に
も
繋
が
る
。
島
外
か
ら
の

参
画
者
が
、
移
住
・
定
住
や
継

承
者
へ
の
可
能
性
も
生
ま
れ
る
。

　

旅
行
で
は
、
食
が
楽
し
み
で

あ
る
。
農
・
漁
業
産
品
共
に
欠

か
せ
な
い
が
、
特
に
漁
業
は
、

主
力
が
高
齢
に
達
し
、
組
合
員

数
も
激
減
し
て
い
る
。
タ
カ
ベ

漁
は
操
業
一
隻
の
み
。
赤
イ
カ

や
キ
ン
メ
、
黒
ム
ツ
な
ど
も
懸

念
が
あ
る
。

　

一
朝
一
夕
に
は
成
ら
な
い
事

は
百
も
承
知
だ
が
、
伝
授
得
ら

れ
る
内
に
進
め
て
み
る
価
値
は

あ
る
と
思
う
。
個
人
的
に
も
議

会
内
、
村
内
で
提
唱
し
て
行

く
が
、
村
で
早
急
に
検
討
・
協

議
し
、
提
唱
、
先
導
し
て
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

答　

漁
業
は
後
継
者
育
成
事

業
、
農
業
は
認
定
・
認
証
農
業

者
補
助
事
業
な
ど
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
建
設
業
者
の
中

に
は
、
農
業
に
参
入
し
て
雇
用

の
維
持
や
農
産
物
に
貢
献
し
て

い
る
企
業
も
あ
る
。
農
業
普
及

員
や
ふ
れ
あ
い
農
園
な
ど
、
知

識
・
技
術
を
備
え
た
人
材
が
常

に
指
導
に
当
た
っ
て
お
り
、
ま

た
、
農
業
者
同
士
の
交
流
も
あ

る
事
か
ら
、
農
業
技
術
等
の
継

承
は
心
配
な
い
。

　

ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
事
業
者
が

現
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

商
工
会
の
支
援
に
よ
り
、
飲
食

店
や
宿
泊
業
、
ま
た
は
観
光
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
へ
の
起
業
相

談
を
村
も
受
け
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
参
入
者
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
り
、
行
政

が
や
り
過
ぎ
ず
民
間
で
で
き
る

事
は
民
間
で
、
民
間
で
で
き
な

い
事
を
行
政
で
と
考
え
て
い

る
。

　

漁
業
振
興
は
、
引
き
続
き
漁

協
と
の
関
係
を
強
化
し
、
後
継

者
育
成
を
図
っ
て
い
く
。
漁
船

に
つ
い
て
は
リ
ー
ス
の
方
法
も

あ
る
。
地
域
活
性
化
起
業
人
の

知
恵
を
借
り
て
研
究
を
進
め

る
。

問　

村
、
都
の
支
援
に
よ
り
、

認
定
・
認
証
農
業
者
共
に
増

え
、
農
業
従
事
す
る
方
々
が
着

実
に
増
加
し
て
い
る
。
専
業
で

の
生
計
維
持
は
厳
し
い
も
の

の
、
家
事
消
費
始
め
、
島
内
外

販
売
な
ど
、
生
産
性
お
よ
び
新

島
産
品
の
知
名
度
は
着
実
に
高

ま
っ
て
お
り
、
資
金
の
島
外
流

出
を
止
め
て
い
る
。
中
高
年
の

方
々
の
健
康
増
進
に
繋
が
っ

て
い
る
。
荒
れ
た
山
畑
の
開
墾

や
整
備
が
、
環
境
美
化
や
海
産

物
へ
の
栄
養
補
給
に
も
繋
が

る
。
近
年
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や

椿
の
実
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

農
協
で
は
裾
野
拡
大
の
た
め
、

優
遇
を
行
っ
て
い
る
。

　

農
業
意
欲
に
水
を
差
し
た

の
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
と
急
激
に
進
ん
だ
円
安
で

あ
る
。
肥
料
や
農
薬
等
の
価
格

が
急
騰
し
て
い
る
。
農
協
と
し

て
は
価
格
を
廉
価
に
抑
え
た

い
。
農
業
熱
を
下
げ
な
い
た

め
に
も
、
肥
料
仕
入
価
格
上
昇

分
だ
け
で
も
支
援
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

答　

あ
ら
ゆ
る
業
種
の
方
々
が

同
様
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。

公
平
性
の
観
点
か
ら
支
援
は
現

状
考
え
て
い
な
い
。
村
は
、
認

証
農
家
・
認
定
農
家
の
肥
料
や

農
薬
な
ど
、
金
額
に
応
じ
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

問　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向

け
て
世
界
が
動
き
出
し
て
い

る
。
新
た
な
時
代
を
見
据
え

た
こ
れ
か
ら
の
新
島
の
観
光

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　

新
島
村
に
島
民
・
来
島
者

が
利
用
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
複

合
施
設
の
設
置
要
望
を
し
て

い
る
。
東
京
都
に
は
都
立
羽

伏
浦
公
園
の
一
部
に
ス
ケ
ボ

ー
専
用
広
場
の
整
備
の
検
討

を
提
案
し
た
が
、
公
園
計
画

の
見
直
し
の
必
要
が
あ
り
、

時
間
が
か
か
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
新
島
村
は
村
で
ス
ポ

ー
ツ
複
合
施
設
の
設
置
を
し
、

魅
力
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
村
長

の
意
見
を
伺
う
。

答　

昨
年
度
３
月
11
日
付
で
、

島
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
お
よ

び
小
久
保
議
員
の
連
名
で
村

に
要
望
書
の
提
出
が
あ
り
、

受
理
を
し
て
い
る
。
都
立
羽

伏
浦
公
園
に
ス
ケ
ー
ト
パ
ー

ク
の
設
置
を
要
望
し
た
と
こ

ろ
だ
が
、
国
・
都
・
村
と
の

事
前
合
意
が
必
要
で
あ
り
、

年
単
位
の
時
間
が
か
か
る
と

予
想
さ
れ
る
。

問　

事
故
に
つ
い
て
懸
念
が

あ
る
と
の
事
だ
が
、
条
件
付

き
で
検
討
す
る
と
の
答
弁
な

の
で
前
向
き
に
捉
え
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
は
ス
ケ

ボ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
団
体
か
ら

も
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
い

る
。
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
新
島
村
で
は
い
ろ
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
あ
る
が
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を

作
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
サ
ー

フ
ィ
ン
と
い
う
横
乗
り
の
カ

　

新
島
村
独
自
の
複
合
ス
ポ

ー
ツ
施
設
設
置
は
現
在
の
と

こ
ろ
想
定
し
て
い
な
い
。
羽

伏
浦
公
園
内
に
ス
ケ
ー
ト
パ

ー
ク
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の

対
応
と
し
て
、
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
設
備
の
検
討
等
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
事

故
・
ケ
ガ
が
発
生
し
た
際
の

所
在
責
任
「
怪
我
は
自
分
の
責

任
」
を
し
っ
か
り
浸
透
さ
せ
る

こ
と
が
カ
ギ
と
な
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
設
置

に
よ
っ
て
の
観
光
振
興
は
、

現
実
的
に
は
な
か
な
か
厳
し

い
も
の
が
あ
る
が
、
事
故
・

ケ
ガ
の
条
件
が
ク
リ
ア
に
な

る
見
込
み
が
あ
れ
ば
今
後
、

観
光
振
興
面
だ
け
で
な
く
、

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
育
て
る
な

ど
人
材
育
成
や
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
、
世
代
を
超
え
た
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
場
所
と
し

て
の
位
置
づ
け
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
。

ル
チ
ャ
ー
が
根
付
い
て
い
る

新
島
村
だ
か
ら
こ
そ
必
要
だ
と

思
う
。

　

全
国
で
も
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク

は
増
え
て
い
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ

ろ
に
人
は
来
る
。
目
的
型
観
光

に
な
っ
て
い
る
今
、
観
光
動
機

・
来
島
動
機
に
な
る
も
の
の
創

出
が
必
要
。
東
京
都
や
国
が
や

っ
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い

た
ら
、
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

う
。
未
来
へ
の
投
資
を
し
な

け
れ
ば
、
繁
栄
は
な
い
。
タ
ネ

を
撒
か
な
い
の
に
芽
が
出
る
わ

け
が
な
い
し
、
実
を
取
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

副
村
長
は
将
来
的
に
若
い
世

代
に
多
く
の
負
担
を
か
け
な
い

た
め
に
と
、
（
同
僚
議
員
へ
の

答
弁
で
）
財
政
調
整
基
金
の
必

要
性
を
話
し
て
い
た
が
、
こ
の

ま
ま
で
は
そ
の
若
者
が
い
な
く

な
る
。
現
時
点
で
子
供
の
数
が

年
々
減
っ
て
い
る
。
移
住
も
定

住
も
、
観
光
も
Ｕ
タ
ー
ン
も
新

島
村
が
魅
力
的
な
面
白
い
島
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
、

観
光
の
目
玉
、
島
民
と
の
交
流

も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル

ド
に
つ
い
て
村
独
自
の
対
策
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

夏
期
海
岸
に
お
け
る
ヒ
リ

ー
（
日
除
け
）
を
今
年
は
設
置

す
る
予
定
が
あ
る
の
か
？

　

ま
た
、
昨
年
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
和
田
浜
海
岸
の
浮
島
は
、

今
年
は
新
た
に
設
置
予
定
か
？

答　

ヒ
リ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
、
地
区
ご
と
の
現
状
を
把

握
し
、
担
当
課
に
お
い
て
協

議
し
、
最
終
的
判
断
を
し
た

が
、
村
と
し
て
予
算
計
上
も

な
く
設
置
予
定
も
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
村
の
あ
る

団
体
が
地
元
の
子
供
た
ち
の

た
め
と
し
て
、
ヒ
リ
ー
の
設

置
を
検
討
し
て
お
り
、
設
置

に
あ
た
っ
て
、
相
談
を
受
け

て
い
る
。

　

浮
島
に
つ
い
て
は
昨
年
度
、

台
風
に
よ
り
破
損
さ
れ
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
現

在
、
新
た
に
浮
島
を
購
入
す

る
た
め
契
約
を
済
ま
せ
納
品

待
ち
の
状
態
で
、
納
品
が
完

了
す
れ
ば
設
置
を
行
う
。

３
年
ぶ
り
に
再
開

し
た
各
種
研
修
に

参
加
し
ま
し
た
。

議
員
間
討
論
、
住
民
と
歩
む
議

会
、
周
知
の
期
間
を
設
け
る
こ
と

な
ど
を
学
び
、
議
会
活
動
に
参
考

に
し
ま
し
た
（
文
：
木
村
）

東
京
都
町
村
議
会
議
員
研
修
会

（
５
月
11
日 

水
）

各
議
員
が
多
様
な
住
民
の
意
見
を

代
弁
し
て
議
員
間
で
討
議
し
、
住

民
と
合
意
形
成
す
る
重
要
性
を
学

び
ま
し
た
。

町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修

（
５
月
30
日 

月
）

『
町
村
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
』『
町

村
議
会
議
員
報
酬
に
つ
い
て
』

『
地
方
議
会
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
』

の
３
本
立
て
の
研
修
。｢

議
員
の

な
り
手
不
足
は
一
朝
一
夕
で
解
消

で
き
ず
、
正
攻
法
を
着
実
に
進
め

る
し
か
な
い｣｢

住
民
と
歩
む
議
会

は
立
候
補
者
の
掘
り
起
こ
し
に
も

役
立
っ
て
い
る｣

と
い
う
文
言
を

受
け
止
め
ま
し
た
。

議員
研修
報告

議員
研修
報告

議会だより<第101号> ● 一般質問
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①紙面に比べ柔軟に内容を修正でき、事業の中止・変更などに
　対応しやすい。
②枚数に制限がないため、紙面では見送った内容も掲載できる。
③アンケート機能や追加資料を議員自ら管理できる。
④他の情報へリンク（選択すると次の情報が表示される）が可能。
⑤いつでも、どこでも見られる。

議会ウェブサイトを見よう！議会ウェブサイトを見よう！議会ウェブサイトを見よう！
議会だより100号の発行以降、住民の皆さまに迅速かつ確実に情報をお届けできるよう、

議会では議会だより号外を含めて３回のおしらせを配布いたしました。
広報にいじまの配布に合わせて皆さまのお手元にお届けするために、

議員一丸となって原稿作成から印刷までを約２週間という短期間で進めることができました。
　一方、インターネットを用いた議会ウェブサイトでもさまざまな情報を公開しています。
今回は、議会ウェブサイトの構造について、詳しくご紹介します。（文：木村諭史）

新島村議会ウェブサイト　
https://www.niijima.com/gikai/

スマートフォン
スマートフォンで閲覧する場
合は、お知らせ、更新情報、
過去の議会だよりなどが、縦
につながって表示されます。
スクロールして（画面を下に
送って）ご確認ください。

▲配布した「議会だより号外」もサイト上で見ることが
できます。

議会から特にお伝えし
たい最新情報を、『お知
らせ』に表示します。

更新情報には、議会だ
よりの発行や議会の開
催など公開・更新順で
並んでいます。

過去の議会だよりや議会映像は、年度
が記載されたリンクをクリックしてく
ださい。（●議会開催概要、●議会だより、の見
出しは現在修正中です）

ウェブサイトでの情報公開には多数のメリットがあります。
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近
年
の
新
島
海
域
に
海
水

温
度
の
上
昇
が
見
ら
れ
、
生

態
に
異
変
が
起
こ
っ
て
い
る
。

特
に
従
来
の
海
藻
類
の
減
少

に
加
え
、
天
草
、
伊
勢
エ
ビ
、

鮑
、
ト
コ
ブ
シ
、
サ
ザ
エ
等

で
水
揚
が
落
ち
始
め
て
い
る
。

そ
ん
な
折
、
あ
る
テ
レ
ビ
番

組
の
、
伊
勢
エ
ビ
が
大
量
に

福
島
県
で
水
揚
げ
さ
れ
た
ニ

ュ
ー
ス
報
道
を
知
っ
た
。
何

故
伊
勢
エ
ビ
が
大
量
に
捕
れ

た
の
か
原
因
を
知
り
た
く

て
、
福
島
県
水
産
資
源
研
究

所
を
訪
ね
た
見
聞
録
で
あ

る
。

　

東
京
〜
仙
台
〜
福
島
県
ま

で
の
道
の
り
は
約
３
時
間
。

一
旅
、
こ
の
旅
が
島
の
伊
勢
エ

ビ
漁
の
光
に
な
れ
ば
と
思
い
、

訪
れ
た
施
設
は
相
馬
市
に
位
置

し
て
、ス
タ
ッ
フ
15
名
、
ア
ル
バ

イ
ト
数
名
で
運
営
に
あ
た
っ
て

い
た
。

　

こ
の
施
設
の
特
色
は
稚
魚
放

流
に
重
点
が
置
か
れ
、
ヒ
ラ
メ
、

ト
ラ
フ
グ
等
が
放
流
対
象
で
あ

っ
た
。
早
速
、
テ
レ
ビ
報
道
の

話
を
し
、
伊
勢
エ

ビ
大
漁
の
原
因
を

聞
い
て
み
た
。
そ

の
答
え
が
、
い
と
も

簡
単
に
「
海
水
温
の

上
昇
に
あ
る
」
と

言
っ
て
い
た
事
や
、

福
島
県
内
の
海
水

温
は
他
と
比
べ
て

低
い
の
で
、
本
来

棲
息
で
き
る
島
や

場
所
に
居
る
は
ず

が
、
少
量
の
伊
勢

エ
ビ
が
堤
防
な
ど

に
棲
息
し
、
水
温

議会だより<第101号> ●これからの漁業を考える

▲福島県水産資源研究所ウェブサイトより

　

年
４
回
発
行
の
議
会
だ

よ
り
の
合
間
に
、初
め
て
号

外
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

議
員
定
数
に
つ
い
て
総
務

常
任
委
員
会
で
か
ね
て
よ

り
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、来
年
２
月
の
選

挙
に
向
け
て
、村
民
の
皆
さ

ま
に
も
ご
意
見
を
伺
い
た

く
、広
報
と
し
て
号
外
を
発

行
し
ま
し
た
。議
会
の
中
で

全
村
民
の
意
見
を
反
映
し

て
い
く
の
は
難
し
い
こ
と

で
す
が
、村
民
の
皆
さ
ま
が

議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
新

島
村
の
こ
と
を
自
分
ご
と

と
意
識
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
紙
面
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。小

久
保 

利
佳

広
報
編
集
委
員
会
メ
ン
バ
ー

委   

員  

長：小
久
保 

利
佳

副
委
員
長：木
村 

諭
史

委　
　
員：前
田 

泉

　
　
　
　
：前
田 

寿
夫

　
　
　
　
：青
沼 

弘

　
　
　
　

ア
イ

これからの
漁業を考える

の
上
昇
と
共
に
増
え
た
事
を
挙

げ
、
し
か
も
一
寸
変
わ
っ
た
答

が
返
っ
て
来
た
。
そ
れ
は
「
南

地
域
か
ら
北
部
地
域
へ
と
、
伊

勢
エ
ビ
の
卵
が
潮
流
に
乗
っ
て

住
み
着
い
た
か
も
知
れ
な
い
」

と
。
こ
れ
は
初
耳
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
餌
に
関
し
て

は
触
れ
ず
に
い
た
の
で
、
餌
に

関
す
る
実
態
を
知
り
た
く
、
棲

息
す
る
堤
防
の
周
り
を
見

た
。
し
か
し
海
藻
が
あ
ま

り
無
か
っ
た
の
で
、
口
開
き

制
度
、
期
間
（
１
月
〜
12

月
迄
）
に
つ
い
て
も
聞
い

て
み
た
が
、
新
島
で
行
っ

て
い
る
エ
ビ
漁
と
あ
ま
り

変
わ
り
無
か
っ
た
の
で
、

今
後
の
課
題
と
し
て
残
し

た
。

議員コラム

青沼喜六



小
久
保
：
多
く
の
同
級
生
が
本
土
で
就

職
す
る
中
で
、大
学
卒
業
後
す
ぐ
に
新

島
へ
帰
っ
て
き
た
理
由
は
何
で
す
か
？

森
：
簡
単
に
言
う
と
貯
金
が
し
た
か
っ

た
ん
で
す
。両
親
が
若
い
頃
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
過
ご
し
て
い
て
、自
分
も
子
供
の

頃
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ら
本
場
で
サ
ー

フ
ィ
ン
も
で
き
る
し
、自
分
の
写
真
や
映

像
が
ど
こ
ま
で
通
じ
る
か
試
し
て
み
た

い
と
思
っ
て
。自
己
実
現
の
た
め
に
は
、

ま
ず
お
金
を
貯
め
な
い
と
。大
学
ま
で

行
っ
て
地
元
に
帰
る
の
は
も
っ
た
い
な

い
と
言
わ
れ
た
り
、周
り
の
目
も
気
に

な
っ
た
り
し
た
け
ど
、島
に
帰
れ
ば
自

分
の
時
間
が
た
く
さ
ん
取
れ
て
、新
島

の
自
然
の
中
で
過
ご
せ
る
し
、経
済
的

に
考
え
て
も
Ｕ
タ
ー
ン
の
メ
リ
ッ
ト
は

大
き
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

小
久
保：写
真
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
い

つ
？
　
き
っ
か
け
は
あ
り
ま
し
た
か
？

森
：
も
と
も
と
絵
を
描
く
の
が
好
き

で
、絵
の
模
写
を
す
る
の
に
写
真
を

撮
っ
て
い
ま
し
た
。母
も
祖
父
も
写
真

が
好
き
だ
っ
た
の
で
、そ
の
影
響
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。中
学
で
サ
ー
フ
ィ
ン

を
始
め
て
、自
然
と
海
に
行
く
機
会
が

増
え
て
、サ
ー
フ
ィ
ン
や
海
の
写
真
を

た
く
さ
ん
撮
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
に
は
友
だ
ち
の
プ
ロ

サ
ー
フ
ァ
ー
の
サ
ー
フ
ト
リ
ッ
プ
や

大
会
に
つ
い
て
行
き
、仕
事
と
し
て
映

像
を
撮
る
機
会
を
も
ら
い
ま
し
た
。そ

こ
で
海
外
で
の
撮
影
経
験
と
、い
ろ
い

ろ
な
縁
も
で
き
て
、映
像
の
魅
力
に
ハ

マ
り
ま
し
た
。

小
久
保：写
真
を
通
じ
て
ど
ん
な
こ
と

を
学
び
ま
し
た
か
？

森：大
学
で
人
の
縁
が
た
く
さ
ん
で
き
た

こ
と
や
、フ
ィ
ル
ム
写
真
を
学
ん
で
暗
室

で
の
現
像
や
焼
き
込
み
、ア
ナ
ロ
グ
写
真

の
経
験
が
で
き
た
の
は
良
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
通
じ
て
客
観
的
に

新
島
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
す
る
と

き
は
、新
島
の
中
の
外
国
ら
し
さ
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

小
久
保
：
今
後
を
担
う
若
者
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
新
島
を
ど
う
考
え
る
？

森
：
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
と
東
京
生
活
の
挫

折
や
敗
北
感
を
想
像
さ
れ
が
ち
だ
け

今
回
は
４
月
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た

新
島
出
身
の
森
碧
廉
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

森碧廉・もりあれん（ゴンダ）
さんプロフィール

1999年生まれ、新島出身。新島高校卒
業後、日本大学藝術学部へ進学し写真
を学ぶ。卒業と同時にUターン。現在は
新島工業所勤務。

ど
、ゆ
く
ゆ
く
は
島
に
帰
っ
て
来
た
い

同
級
生
も
い
る
し
、み
ん
な
新
島
愛
が

あ
る
の
で
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
人
が
増
え
る

と
い
い
な
と
。先
の
こ
と
は
わ
か
ら
な

い
で
す
が
、最
終
的
に
は
も
っ
と
い
ろ

ん
な
技
術
を
手
に
入
れ
て
、自
分
も
新

島
に
帰
っ
て
き
た
い
で
す
。職
場
の
先

輩
た
ち
の
体
験
談
を
聞
い
て
、子
供
の

時
に
見
て
い
た
ｗ
Ａ
Ｘ
の
よ
う
に
、若

い
人
が
集
ま
れ
る
場
所
が
あ
っ
た
ら
い

い
な
と
思
う
し
、そ
れ
が
で
き
る
よ
う

な
仲
間
が
欲
し
い
で
す
。ま
だ
ま
だ
先

輩
た
ち
に
は
追
い
つ
け
な
い
け
れ
ど
、

刺
激
は
受
け
て
い
ま
す
。自
分
の
写
真

で
新
島
の
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
た
ら
い
い

と
思
い
ま
す
。

▲allenmori99　Instagramより

▲母・森朝美さん撮影


